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『CRYSTAL・LABYRINTH』




　ゲームの始まりです。

　気がつくとあなたは閉じ込められていました。クリスタル・ラビリンスというガラスの箱の中にです。

　あなたは迷宮ラビリンスからの脱出を決意しました。

　モンスターのさ迷う迷宮を脱出するには、三つの扉をくぐり抜けなければなりません。

　脱出を決意したあなたの手元にあるのは、銃と弾だん丸がん十発です。

　弾丸の使用方法はあなたの自由です。

　弾丸と様々なアイテムがあなたの脱出の手助けとなることでしょう。

　──さあ、外へ。
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　アイテムは、アイテムウインドーを開いて使用できます。弾だん丸がん以外に四つまで持つことが可能です。

　三つ目の扉をくぐり抜けゴールしたプレイヤーには、外への脱出と、その他副賞として豪華特とく典てんが与えられます。皆さん、こぞって参加いたしましょう。

　ゲーム進行は計画的に。

　一日二時間が目安です。





produce by sophia
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「緊急事態です。敵の襲来により、城の防衛システムは崩ほう壊かい寸前です」

「戦い城を守るのです。最後のひとりになるまで獰どう猛もうに反抗するのです」

「お任せください。例えわが身が砕くだけようとも、姫ひめだけはお守りいたします」

「ああ、私のナイト様。あなただけが頼りです」

「──ちくしょう防衛網が崩壊した。敵が強すぎる」

「敵の確認と、守備の再編成を」

「防衛の再編成は不可能です。敵は──なんて醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつなんだ。気味の悪い触しよく手しゆが伸びてきている。危ない、姫！」

「あっ、あっ、助けて」

「姫こちらに。もう城は捨てましょう。落おち延のびるのです。城の地下にシェルターがあります。そこに逃げてやり過ごしましょう」

「はい、あなたも一いつ緒しよに」

「早く行きましょう。ああ──敵の触手が」

「あ、痛い、あん、あははは」

「ここがシェルターです。もう大丈夫」

「あははははは、もうやめて、くすぐったい」

「触手だけがシェルターに侵入して、姫を襲ってます」

「ちょっと、もう、ふははは……」

「……」

「……」

「……泣いてるの、真ま央お？」

　美み鈴すずは真央をくすぐる手を止めた。

「ごめんね。いきなり悲しくなって……」

　真央はシートの上でごしごしと瞼まぶたを擦こすっている。

　美鈴は立ち上がると、脇わきの壁に寄りかかり大きく息を吐いた。部屋は静まり返っている。真央の鼻をすする音だけが聞こえていた。

　クラスメイトは沈黙を選択していた。

　生徒たちは一様にシートに横たわり、備そなえ付つけのフルフェイスのヘルメットを被かぶっている。そうすることで見られるランダムな映像に身を委ゆだね、冷たい現実から逃とう避ひしている。そんな光景は、ずらっと並ぶ棺ひつぎを連想させた。

　無気力のエスカレート。思し考こう停止へのスパイラル。

　この異い様ような状況に押し込まれ、時間は淡たん々たんと流れ続けている。すでに十日程度は経たっただろうか。この場所に時計はあるものの、密みつ閉ぺいされたこの空間の中、時間の感覚は失われていた。

　気がついた時には二年二組の生徒全員がこの場所にいたのだ。リクライニングシートがずらりと並ぶこの空間に。

　部屋にはトイレやシャワールームの他ほか、物資を購入できる販売機なども置かれている。そして前方には黒板のように大きな液晶画面が設置されていた。

「ここは宇宙船の中です。あなたたちは、宇宙空間にいるのです。地球では核戦争が始まってしまったため、あなた方は、こうしてノアの箱はこ舟ぶねというべきこの宇宙船で脱出することになったのです」

　その画面に表示されたソフィアという目と口のみでデザインされたキャラクターは、そう説明した。私たち二組の生徒は助けられたのだと。

　当然クラスは混乱した。修学旅行に行くはずだったのだ。しかし、目的地は北海道ではなく宇宙だったという不ふ条じよう理りな状況。

　その後のクラスの安定。現実を受け入れたわけではない。注意が逸それ、冷たい現実から目を逸らすことができたのだ。

　食べ物や物資の配給方法が判明した。十二時間に一回、トランプのクラブのマークが記き載さいされたカードが支給されたのだ。そのカードを貨か幣へい代わりに、部屋に設置された販売機からの物資購入、シャワー使用、シートのＡＶシステム利用などが可能となった。

　さらに画面には方ほう眼がんマップが表示され、それらが配給のシステムとリンクしていることが判明した。

　方眼マップに配置されたスペードマークの駒こまと、丸いマークの自国の拠きよ点てん。それは戦略ゲームをモチーフにしているようだった。そのゲームは、他のスペードに二組を表現する拠点マークが占領されたことで終わった。

　ゲームの失敗だった。失敗と同時に配給は絶たたれ、それ以降クラブカードの配給は行われていない。

　クラブカードを必要としない給水タンクからの薬臭くさい水とゼリーの摂せつ取しゆ。ただヘルメットを被かぶれば流れるランダムな映像。現在、生徒たちはそれらで命を繫つなぎ、ゴールのない現実から目を逸らしている。

　そんな非生産的な現状維持の状態。

　美み鈴すずは思った。宇宙船の真しん偽ぎはさておき、ソフィアの言うとおり、この場所が生徒たちの命を繫ぐ善ぜん意いの場所であるなら、この状況が許されるわけがない。人形のように管理されるこの状態は、明らかに悪意そのものなのではないか。

　美鈴は視線を落とした。左手首には冷たい金属製の腕輪が絡からみついている。この腕輪は、この場所に押し込まれた時から腕にはめられていた。ソフィアは、この腕輪で生徒たちの安全を管理すると表現した。

　監かん視しされているのだ。腕輪をはめ、管理されることを受け入れなければならない。ただし腕輪を外すのは自由だと言っていた。

　しかし、誰だれも腕輪を外すことはなかった。この特異な状況で、自分だけが別行動を取ることを恐れるがゆえに。

　そんなソフィアは、配給が停止されてからも、たまに画面に出現した。目を瞬まばたき、監視をするようにこちらを見ていた。

　──ああ、いつまでこの状態が続くのか。

　美み鈴すずは唇を嚙かみ、抱えた腕に爪つめを立てた。腕に食い込んだ爪の痛みが、この状況下での薄っぺらい現実感だった。

　そんな時ブザーが鳴った。

　不快で耳みみ障ざわりなブザー音。同時に、シートに寝ていた生徒たちはごそごそと動き、ヘルメットを外しだした。

　ヘルメットを被かぶっていると周囲の音は聞こえないのだが、このブザー音だけは確認できるのだ。十二時間ごとに鳴るこのブザーは、以前は配給の合図だったが、現在はこの変化のない閉へい塞そく空間での時間確認の術すべでしかない。生徒たちはその音を合図に、ヘルメットを外しトイレや水分摂せつ取しゆを行うという、機械的な生活をしている。

「美鈴ちゃん」

　神かん田だ真ま央おがシートから体を起こした。裸足はだしの足先をローファーを探すように床ゆかに這はわせている。まだ目が充血していた。

「さっきはごめんね」

「しょうがないわ」

　美鈴は真央の横に座った。髪を指で梳とき、細いリボンを結び直してやる。

「今度は真央の好きなことやろうか。サッカーでもやる？　タオルを丸めてボール作って」

「サッカー見たいよね。ヘルメットでスペインリーグの試合見られればいいのに」

「ロナウジーニョが好きなんだっけ？」

「ジーニョ様だけじゃなくて、ブラジル代表が好きかなあ」

「ワールドカップ、真央は日本じゃなくブラジルを本気で応援して、顰ひん蹙しゆく買ってたもんね」

　静かな室内で、美鈴と真央はくすくすと笑った。ただ、真央の薄い笑顔はぎこちなく引きつっていた。この異常な生活の中、表情を上手うまく作られなくなっているのだ。

「やっぱりヘルメット被る？　カラフルな光が点てん滅めつしたりして気持ちよくなるよ」

　真央は、ぽんとヘルメットを叩たたいた。

「でも、ヘルメットを外した後、ずっと頭に靄もやがかかるみたいなさ、なんか変な感じがするのよね」

「でもさ、それぐらいしかやることがないよ」

「そうなのよね。十二時間のうち、二、三時間なら……」

　美み鈴すずはふと気づいた。十二時間ごとに鳴るはずのブザー。今回はサイクルが短かったような気がした。

　美鈴は、部屋に設置された時計を見てはっとした。時計は六時を指している。おかしかった。ブザーは十二時おきに鳴るはずだった。

　室内が妙にざわついている。美鈴は立ちあがり、その違和感の原因を探した。生徒たちの視線の先には画面があり、あの目が表示されている。

　瞬まばたく目は、あのソフィアだった。こちらを監かん視ししているかのようなあの目。

　たまに出現するソフィアは、適当な言葉を投げつけすぐに画面から消えるのだ。しかし、今回は妙に勿もつ体たいをつけてこちらを眺めている。そして、いつもと違う時間に鳴ったブザー。

「大丈夫ですか？」

　ソフィアはそう言った。

「大丈夫なわけないでしょ」

　美鈴は憮ぶ然ぜんとシートに腰を下ろした。

「それでは、配給のチャンスを与えます」

　美鈴はがばっと立ちあがった。

「静かにして」

　美鈴はざわつく周囲を一いつ喝かつした。男子生徒数人が迷めい惑わくそうに美鈴に視線を向けたが、室内は少しだけ静かになった。

「次のゲームを行います」

　ソフィアは画面からこちらを凝ぎよう視ししている。

「ゲームを行うことでクラブカード配給のチャンスがあります。そのゲームとは、これです……」

　画面がフラッシュした。同時にアップテンポのベース音が流れ、画面にゲームのタイトルロゴが表示された。
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　そのタイトルロゴは画面上にスクロールし、続いてゲームの簡単な説明、アイテム一覧などの文字の羅ら列れつが流れていった。

　すべての文字が流れ終わると、再びソフィアが画面に戻ってきた。

「……というゲームです」

　ソフィアは目を瞬いた。

　シーンとする中、美み鈴ずずは画面を見つめながら考えた。銃を使うゲームだということだけは判断できた。そして迷宮ラビリンスから脱出する、と。しかし、どこでゲームが行われるのか。まさか、現実で銃を使うのではないだろうか。

　そんな疑ぎ念ねんが沸わき起こったのか、室内の雰囲気は混こん沌とんとしだす。困こん惑わくした視線を交こう差ささせる生徒たち。

　美鈴は瞬まばたきもせず画面を凝ぎよう視しし続けていた。文字が目に焼き付き離れなかった。

　──ゴールしたプレイヤーには、外への脱出──

　その言葉は真実なのか？

「ゲームはそのシートを介かいして行います。バーチャルフィールドを使ったゲームなのです」

　美鈴は真ま央おの座っているシートを見つめた。確かにこのシステムでゲームはできた。ＲＰＧからシューティング、パズルまで。

「ゲーム参加の選択は自由です。ただし、それなりのリスクもあると警けい告こくをしておきます」

　それからソフィアは、基本的なゲーム参加の説明を行った。

　説明が終わってからも、生徒たちは不安げにざわつき揺れていた。統一の取れていない、相変わらずのクラスなのだ。

「どうするの、美鈴ちゃん？」

　真央が美鈴をちらりと見た。

「私は、そのゲームに乗るわ」

　美鈴はそう言い、画面の前へと進んだ。







「すこしは黙ったらどう？」

　美鈴は画面の前で、バラバラに散らばる生徒たちを睨にらみつけた。議論を始める状態ではない。ほとんどの女子生徒は美鈴に気を遣つかって静かにしているが、その他はいくつかの集団になってちらばり、勝手に意見交換をしていた。

「議論をしたいの。これからの私たちの行動についてね」

　美鈴は、指先でとんとんと画面を叩たたいた。すでにソフィアの消えた画面には、ゲームのタイトルだけがカラフルに光っていた。

「なんでおまえが中心になってるんだよ」

　ひとりの男子生徒が言った。

「やりたくてやってるんじゃないわ。こんな状況だから、クラス委員長でもない私が声を出しているのよ」

　美鈴は、発言した草くさ加かを睨んだ。草加の周囲には四人の男子生徒が集まっている。そんな彼らを見て、学校生活を思いだした。美鈴の呼びかけにもかかわらず、彼らが体育祭の途中で脱ぬけ出し遊びに行ってしまったこと。そのため競技に支し障しようをきたして、二組は全クラスで最下位に終わったこと。

　そんな五人の中でぺらぺらと無む駄だ口ぐちを叩たたいている女子が、二組のクラス委員長の山やま本もと麗れい奈なだ。彼女はクラスを統とう制せいするべき立場であるとの自覚に欠ける。学校生活でも、付き合っている草くさ加かと怠たい惰だに時間を潰つぶしていたのみだ。学年ナンバーワンのバカップルだ。

「まあまあ、ヒステリー起こされる前に聞こうぜ」

　ちょうどトイレから出てきた沖おき田た宗そう司じが、にやにやと笑いながら周囲の男子に声をかけた。へらへらと笑いつつ、こちらにウインクをしてきたので睨にらみ返してやった。

「話し合う必要はありだよね。だって、ゲームもシャワーも浴びられない生活なんてうんざりだもん」

　美み鈴すずの前に座っていた真ま央おが、そう言った。

「さっきの説明をまとめたいわ。あのゲームについて」

　依い然ぜん美鈴に注意を向けない生徒も数人いたが、それらは無視して話を進めた。

「銃を使ったバーチャルゲーム。そのゲームにおいて、配給のチャンスがあると言ってたわ」

　シートを利用するには普通ならクラブカードが必要だ。しかし、ひとり二時間のサービスプレイ時間が与えられると言われた。つまり、最初の二時間でルールを把は握あくしなければならないのだ。

「所しよ詮せんゲームでしょ？」

　真央が言う。

「でもね、説明を聞いたでしょ。前にやったようなシンプルなゲームとは違うと思う。コントローラーでインベーダーを撃うつようなゲームとはね」

　ヘルメットを被かぶるのは同じだった。しかし、足と手をシートのポケットのような場所に入れたりと、仔し細さいな条件があった。圧力センサーをゲームに利用するようだ。

「リアルな体感システムを利用したゲームかもしれない。でも、どうしてそんなシステムを使う必要があるか。そして、配給はどのような方法で行われるか。いろいろ疑問があるの」

「でも、やってみないと。みんなで一いつ斉せいにさ」

　女子生徒から意見がでた。

「一斉にというのが危ないの。与えられた時間はひとり二時間よ。その二時間のうちに、配給システムを知り、クラブカードを得ることができたら、再びカードでゲームをできるけど、危険なのは失敗した場合。全員が一いつ緒しよに失敗したら、そこで行き詰まることになる」

　美鈴は一呼吸置いて、ゆっくりと首を振った。

「ゲームルールがよく分からない。例えば、最初のトラップで全員がいっぺんに全ぜん滅めつする可能性もある。あと、ソフィアが言っていたでしょ。それなりのリスクもあります、と。……最悪の可能性も考えられるわ」

　美み鈴すずは室内を見まわした。すでに勝手に喋しやべっている生徒はいなかった。まとまりの悪いクラスの状況だが、裏を返せば怯おびえているのだ。そんな彼らの心はつかみやすい。

「最悪の可能性って？」

「分からないわ。私たちはルールの中にいる。決めるのは外であって、私たちじゃあない」

「勝手にゲーム参加に話を持っていくなよな」

　静まり返る中、草くさ加かが口を挟はさんだ。

「持っていってないわ。私は議論をしたいの」

「各おの々おのの意思でいいだろ。クラスでまとまる必要はあるのかよ」

「あるわ。こんな時こそまとまるべきだわ」

「みんなでまとまりあって、トイレも一いつ緒しよに行きましょうか。だから女は……」

「それって男女差別だよお」

　草加の隣に座っていた麗れい奈ながケラケラと笑った。美鈴は無視して続けた。

「私たちの選択の余よ地ちは少ないはず。ひとつは現状維持。または腕輪を外して、あの扉の外を確認してくる。そんな選択もある。でも、それは誰だれもが拒きよ否ひをしたでしょ。私も腕輪を外すのは嫌だわ。それとも、あんたが腕輪を外しての偵察役をやる？」

　むっとした草加が美鈴を睨にらんだ。外を見に行ってくれる様子ではなかった。

「じゃあ黙ってて。そして残りの選択は、ソフィアの提示したゲーム、クリスタル・ラビリンス。ゲームを行い、現状維持からの打開をはかるわ。配給以外にも、この状況を解明するヒントが隠かくされているのかもしれない」

「そういえば、ゲームにはゴールがあるっていってたもんね。ゴールしたプレイヤーに、外への脱出って」

　真ま央おが、ぴりぴりした空気を緩かん和わさせるように、おどけた声を出した。

「意見を言っていい？　まず、数人がこのゲームに参加する。その後、他ほかの生徒たちにゲームシステムを伝えればいいと思う」

「失敗したら？」

「少なくとも、失敗のリスクは判明するじゃない。最悪のリスクも考えて、最低限の人数で偵察チームを組織して、ゲームに参加をする」

　美鈴はチラッと生徒たちを見た。皆は押し黙って他の生徒と視線を行き来させている。

「誰がやるんだよ、そんな捨すて石いしのような偵察役を」

　草加が吐き捨てた。

「──私がやる。私たちがこのゲームに参加する」

　美鈴は、タイトル表示された画面を指ゆび差さした。







「美み鈴すずちゃんの議論は強ごう引いんすぎると思うのよね」

「そもそも、私たち、ってのはなんなんだよ」

「私たちホーネットで、ってことよ」

　美鈴は沖おき田た宗そう司じを睨にらみつけた。その隣には真ま央おもいる。美鈴は膝ひざを立てて壁に寄りかかっていた。

　クラス内の議論は一段落し、三人は部屋の隅すみに集まっていた。他ほかの生徒たちは、美鈴たちを横目に見ながらも距離を取っていた。

「危ないんだろ。やりたくねえなあ」

「ねえ、怖こわくなったよね。美鈴ちゃんが脅おどかすからさ」

　沖田と真央がうなずきあった。

「しょうがないでしょ。そうでもしないと、我われ先さきにゲームに参加をして、収しゆう拾しゆうがつかなくなる。クラスをコントロールするための当然のブラフだわ」

「だからって、俺おれらが危険を冒おかすこともないだろ。やりたい奴やつからやりゃいいんだ」

「──統とう制せいが大切だと思うのよね、何ごとにも。それに失敗したから前回のゲームは敗北したのよ。今回こそは失敗できないわ。何があるにしても、この私たちが最初に様子を探るべきだわ。危険なこと以上に、何か重要なことを知ることができるかもしれない。その場合、他の生徒に知らせるかどうかの取しゆ捨しや選択は、私たちが決めることができる」

　美鈴は声を潜ひそめて言った。

　当然なのだ。前回の方ほう眼がんマップを使用したゲーム。あのゲームの失敗は、この二組の生徒の足並みがばらばらだったからだ。皆が勝かつ手て気きままに意見を言い、クラスのコントロールが乱れた。ゲームの失敗は当然の結果だった。今回こそは、失敗を繰り返すわけにはいかない。強引にでも主導権を握らねばならない。

　ふたりは複雑な表情を浮かべている。美鈴を含めたこの三人は、プライベートでフットサルチームを構成している。近所のスポーツジムのコートに集まり、夜中にジム主しゆ宰さいの試合をしているのだ。男女混合の五人のチーム、ホーネット。残りの二人は他のクラスにいる。家が近所のもの同士で構成されたチームだ。

　ホーネットのキャプテンは真央だった。サッカー部のマネージャーをやっているが、裏うら方かたでは我が慢まんできずに美鈴に声をかけチームを立ち上げたのだ。美鈴は同じマンションの沖田の他、近所に住む男女二名をチームに引き入れた。ちなみにそのチームの戦術は美鈴が請うけ負おっている。美鈴が中央から作戦の指示を出し統制を取っているのだ。

　今回のゲームは、そんな自らがコントロールできる範囲内の人間で行いたかった。フットサルチームのメンバーは、強制的に決められたクラスという集合体よりも協調性があるはずだ。

「で、美鈴はゲームに隠かくされた秘密を探りたいと？」

　沖田があくびをしながら言った。

「基本は配給よ。またクラブカードがもらえるなら、そうしたい。シャワーも浴びられない女の子たちはかわいそうだわ」

「そうだよねえ。やってみる他ほかないよね」

「あんたは好きでしょ、こういうの。公園でサバイバルゲームやって警官に説せつ教きようされていたじゃない」

「そうだよね、沖おき田た君は好きそうだよね。私もサバイバルゲームには興味があるのになあ。ズキューンって」

「女は駄だ目めだって。キャーキャー叫さけぶんだろ。だから、連れていかねえ」

「それも男女差別だよね」

「お喋しやべりはいいから。今はあのゲームのことを話しているわ」

　美み鈴すずは気ままに喋るふたりを制し、話の軌き道どう修正をした。

「現実のサバイバルゲームとは勝手が違うからな。ゲームに強いあいつがいればな……」

「それを言っても仕方ないでしょ。たかがゲームじゃない。テレビゲームのようにシンプルよ、きっと」

「美鈴ちゃんて、ゲーム機持ってたっけ？」

「パソコンゲームならこなすわ。だから、ゲームオンチの真央は、私が守ってあげるから安心して」

「パソコンゲームやるのか？」

　沖田が意外そうな表情で美鈴を見た。

「パソコンは祖父のだからちょっと古いんだけどね」

「あの変わったじいちゃんか。俺おれがマンションでモデルガン撃って遊んでたら、その銃とこれと交換してくれって古い日本刀を持ち出してきたんだよな。パソコンも相当に古いんだろ。ウインドウズ95か？」

「ＭＳ─ＤＯＳよ」

「ウインドウズ以前のＯＳじゃねえか。コマンドを直接入力するんだろ？」

「でも、ゲームはできるわ」

「ＣＤロム使えるのか？」

「フロッピーディスクでゲームをするのよ」

「フロッピーディスクってなんだっけ？」

「３・５インチの四角いプラスチック製のやつでしょ。まだパソコンに一応ついてるよね」

　真ま央おが両指で四角を作った。

「５インチのペラペラのやつよ。それが十枚ぐらいあってね、町を歩き回ってイベントがあるたびに、ガチャガチャとディスクを入れ替えるの。それがちょっと面倒なのよね。上手うまくいくとゲーム中の女の子とエッチなことができるんだけどね」

「そんなゲーム持ってるなんてあのじいさんエロいな。それより、ペラペラのフロッピーディスクってどういうやつだ？」

「昔はそれが主流だったらしいわ。なんだろう、ソノシートのような感じよ」

「ソノシートってなんだ？」

「レコードのペラペラのやつよ。昔は本の付録なんかについていたらしいわ」

「レコードってなんだ？」

「ＣＤの……レコードくらい知ってるでしょうが」

　美み鈴すずはぎろっと沖おき田たを睨にらんだ。

「まあまあ、もっと建設的な話をしようよ。どっちにしろ、ここで話していてもしょうがないよ。実行あるのみだよ」

　真ま央おが割って入った。ふと見ると、生徒たちが横目でこちらを窺うかがっている。

「そうね、真央の言うとおりだわ。やってみないと分からないわね」

　美鈴はうなずきシートへと移動した。

「私がついているから安心して」

　美鈴は真央を安心させるよう笑いかけた。シートに横になった真央もうなずき返す。

「被かぶせるわよ」

　美鈴はヘルメットを被せてから、少し瘦やせた気がする真央の手足をシートのポケットに入れた。

　沖田は周囲の男子生徒と軽く言葉を交わした後にシートに横たわった。沖田の準備もできたようだ。

「ねえ、美鈴ちゃん」

　不意に真央がヘルメットを外した。

「ゲーム、なんだったっけ。クリスタル・チェスト？」

「クリスタル・ラビリンスよ」

「そっか、タイトルが並んでいたから迷っちゃった」

　再び真央がヘルメットを被ったのを確認してから、美鈴も隣のシートに寝た。ひんやりとしたシートの上で深呼吸をする。

「気をつけてね」

　美鈴の周囲に女子生徒たちが近寄ってくる。

「心配しないで。私がなんとかしてあげるから」

　美鈴はウインクをしてからヘルメットを被った。怠たい惰だに時間を消ろう費ひするこの状況を改善してあげたかった。ただ時間が過ぎることを願うだけの価値のない生活。

　配給が復活したとしても、状況はほとんど変わらない。しかし、少しにしろここに存在する意義が高まるはずだ。

　両手をシートのポケットに入れた。ゴムボールのような球体がある。それを指定どおりしっかりと握り締めた。中に水が入っているような柔やわらかい感かん触しよくがする。次に素す足あしを下部のポケットに入れる。ポケットに空気が挿そう入にゆうされ、足の形にフィットするよう軽く締めつけられた。フルフェイスのヘルメットですっぽりと口まで覆おおわれているため、少々息苦しく感じる。

　シートのシステムの作さ動どう音おんが、ブーンと聞こえた。目を開けると宇宙空間のような闇やみが広がっていた。そんな空間を無む作さく為いの数字の列が流れていく。徐じよ々じよにそれらの映像に焦しよう点てんが合っていく。

　チカチカと光が点てん滅めつしたあと、選択画面が美み鈴すずの目に映った。

　──ジャンル選択をしてください。

「ゲーム、ＲＰＧ、クリスタル・ラビリンス」

　美鈴は口で言い、ゲーム選択をした。

　──サービスプレイが可能です。行いますか？

「イエス」

　──ログインします。

　同時に美鈴は降こう下かした。落下の感覚。両手のボールをぎゅっと握った。頭がむずむずとした。頭とう皮ひと頭ず蓋がい骨こつの隙すき間まを沢たく山さんの虫がぞわぞわと這はいずりまわっているような不快な感覚。下半身がじんじんと痺しびれた。降下感覚に抗あらがい足先を突っ張る。全身に電気が走り抜けた気がしてシートの上でのけぞった。美鈴は、「ああっ」と、声を漏もらした。降下。




　　　　　＊




「急げ、急げ……」

　美鈴は声に目を開けた。同時にまばゆい光に包まれる。

　気がつくと白く光る空間に立っていた。ぼんやりと焦点を合わせると、キューブ形状の部屋の中のように見えた。

　妙に体が重い。首は動くのだが足と手の自由が利きかない。床ゆかがスポンジのようにふわふわとする。ふと足音が聞こえた。

　視線を上げて顔をしかめる。目の前をウサギが走っていた。ペットショップで売られているようなウサギではなく、ぬいぐるみのようなキャラクター。それが目の前を二本足で走り抜けていく。

「急げ、急げ……」

　視線だけ動かしウサギを追う。ウサギは部屋に設置されていた扉を開けて外に消えていった。バタンと扉の閉まる音がして、同時に扉も消えた。

　立ちあがろうとして、美鈴はへたり込んでしまった。上手うまく体が動かない。シートに寝ている感覚と重なり、妙な感じだった。

　そんな時、クスクスと笑い声がした。視線を動かし、声の主を探す。

「無理しないほうがいいですよ。まだ、この仮か想そう空間に慣れてないのですから」

　美み鈴すずの目の前をヒュンと光の玉が横切った。それは空間を旋せん回かいするように飛びまわり、ぴたっと美鈴の目の前で停止した。

　啞あ然ぜんとする美鈴の目の前には、手のひら大の女の子がいる。例えるなら妖よう精せいだった。蝶ちようのような羽根を羽ばたかせ、ホバリングをするかのように宙ちゆうに浮いていた。

「ここは？」

　美鈴の声が周囲の壁に吸収されるように消えていった。

「ここはクリスタル・ラビリンスのセットアップポジションです」

　妖精は小鳥が囀さえずるような声で答えた。床ゆかに這はいつくばる美鈴を見て、口に手を当てクスクスと笑っている。

「あなたは誰だれなの？」

「私は初期設定のガイドです。少し時間が空あいたので、ゲームのお手伝いをさせていただこうと思いまして」

「ソフィアよりはチャーミングね」

　美鈴は立ちあがろうと必死に体を動かす。しかし、さらにバランスを崩くずして床に転ころがった。

「ウフフ……もっとリラックスしてください。シートの体重移動を圧力感かん知ちして、この仮想世界バーチヤルのボディーが動くシステムなのです。ですから、現実の体の動きと、この仮想世界のボディーとの動きの連れん動どうを学習するのです」

「仮想世界？」

　そうだ、ここはすでにゲームの世界なのだ。

「現実の体はここにはありません。ここにあるあなたの体は、あくまで仮想ボディーなのですよ」

　美鈴は自分の手を見た。手を構成する物質がとても荒く見える。レゴブロックで作ったかのようだ。

　美鈴はまずは手を動かすことに集中した。力の入れ具合で、どう動くのか徐じよ々じよに感覚が合ってくる。次に足。膝ひざを伸ばしたり曲げたりを繰り返す。

　体の操作に慣れるに従い、自分の手足の荒さが取れていくように感じた。先ほどブロックのようだった手も、なだらかな曲線と変化していった。

　美鈴はすっくと立ちあがった。

「慣れてきたようですね」

「すごい……」

　美鈴は自分の体を見つめた。仮想世界だとは思えないほどのリアルな体や感覚。現実で自分の体を見つめているかのようだ。

「すごいシステムなのね。こんなにもリアルに再現できるなんて」

「少々違います。システムの技術が高度であるというわけではないのです。どんなに仮想世界バーチヤルで現実を再現しようともソフトウェアには限度があるのです」

「でも、現実みたいだわ」

「現実と見えるように、人間の感覚を下げているのです。感覚を麻ま痺ひさせることで、現実と仮想世界のズレを埋うめているのです」

「私の感覚が麻痺しているってこと？」

　美み鈴すずは妖よう精せいを見つめた。先ほどよりも、生命を感じリアルに見えた。同時に思った。シートを利用していた生徒たちが感じた倦けん怠たい感かんや脱力感。それらの原因はこれだったのではないだろうか。シートは人間機能を低下させるのだ。

「それでは、セットアップを行います。その間、体の操作の練習をしておいたほうがよいですよ」

　妖精が言い終わると、目の前の空間が変化した。大小ばらばらのブロックのような物体が円柱状に渦うずを巻き始める。ブロックは徐じよ々じよにくっつきフレームを構成していく。

　それは目の前で人間を形成し、美鈴は息を吞のんだ。

「ビヨンセ？」

　目の前の裸はだかの女性は、微笑ほほえんでいるかのような表情で固まっていた。

「ビヨンセ・ノウルズではありません。中なか山やま美鈴のボディーの再現です」

「そっか、綺き麗れいすぎて間違えたわ」

「中山美鈴、十七歳、身長１６４センチ、二年二組、パソコン同好会に所属、血液型Ｂ型、処女バージン、七月七日生まれ……」

　妖精が美鈴のプロフィールを羅ら列れつしている。美鈴の情報はこのシステムにストックされているようだった。

　美鈴は目の前の自分のボディーを見つめた。普ふ段だん見ることのできないアングルの自分自身。それは中山美鈴というデータの集合体だった。

　猫ねこのような目にブラウンの瞳ひとみ。薄い唇に、通った鼻筋。フットサルで鍛きたえた無む駄だのない体、肌はだは少しだけ日に焼けている。ストレートの髪は、空間の中、座ざ標ひようを探すかのように揺らめいていた。

「初期装そう備びの設定を行います。五十オーレ以内で、装備を選択してください」

　目の前の空間に、パソコン画面のようにウインドーが出現し、十丁ほどの銃が表示された。

「オーレ？」

「ゲームでのお金です。銃は装備したほうがよいですよ。ここでしか購入できません」

　銃は十種類ほどあったが、すべてリボルバータイプだった。違いはちょっとしたデザイン程度。金額は三十オーレ前後。

　また、その横にはハンガーに吊つるされた衣類などが出現した。迷めい彩さいズボンやシャツ、ベルトに靴、下着の類たぐいなどもある。それぞれに値段がついている。

「服は着なきゃ駄だ目めなの？」

「自由ですよ」

　ゲームの中とはいえ、さすがに裸はだかで歩き回るには抵てい抗こうがあった。美み鈴すずは、灰色の迷彩柄がらのデニムやタンクトップのシャツなどを選択して裸の複ふく製せいボディーに装そう備びさせた。資金的に装備選択の自由はほとんどなかった。

「アイテムの詳しよう細さい確認、使用などは、ウインドーを開くことで確認できます。ウインドーを開いてからタッチするか音声指示で、アイテムが取り出せます。ダメージや体調バイオリズムを確認するウインドーもあります。基本的に言葉で操作できます」

　美鈴の周囲に沢たく山さんのウインドーが出現した。数値の羅ら列れつやグラフの表示されたウインドー。沢山の窓に取り囲まれ圧迫感を感じた。

「全すべて閉じて」

　美鈴が言うと、全てのウインドーが消えた。

「設定も終しゆう盤ばんです。重要なアイテムを差し上げますので、手を出してください」

　美鈴が両手を広げると、妖よう精せいがばらばらと手のひらに何かを落とした。黒光りする粒つぶ状じようの物体。

「弾だん丸がんです。最初は十発支し給きゆうされます」

「これだけ？」

　十個の鉄の塊かたまりは手のひらで冷たく光っていた。

「ゲーム中で弾丸の補給は可能です。でも、大事に使ったほうがいいですよ」

　妖精がくすっと笑った。美鈴の目の前にウインドーが開き、弾丸Lv１・10／10と表示され、すぐに閉じた。手のひらの弾丸は消えていた。

「残ざん弾だん数すうは他のプレイヤーに基本的に知られることはありませんが、弾たまを全て失うと頭上にバツマークが点てん滅めつします。弾丸の補給は撃った弾数以内となります」

　美鈴は顔をしかめた。弾丸の説明は妙に婉えん曲きよくなのだ。たかが、ゲーム中に使う弾丸というだけの要素だ。消費するだけの存在のはずだ。

「それではゲームスタートです」

　空間に四角い扉が出現した。

「どうやって現実に戻ればいいの？」

　現実の体の感覚はほとんど失われていた。自らヘルメットを外はずすことができるのだろうか。

「ゲーム中は安全装置が働き、ヘルメットを外すことはできません。ゲームからの脱出方法は、強制シャットダウンか、離り脱だつ用の扉から、となります。離脱用の扉は、ゲームフィールドで探してください。分かりやすい場所にありますよ。強制シャットダウンの場合はご注意を。脱出しても、ボディーはゲームフィールドにあるということを忘れずに」

「分かったわ。あとはゲームの中でルールを知るわ」

　美み鈴すずはうなずき扉に近づいた。

「三つだけ注意事項があります」

　そんな美鈴に妖よう精せいが声をかけた。

「一つ目は、ゲームを楽しんでください」

　美鈴はため息を吐ついた。

「二つ目は、ゲームは一回のプレイで二時間が目め安やすです。ゲーム時間はウインドーで表示されます」

　ウインドーが開いた。０：02との表示。

「二分？　もう三十分ぐらい経たった気がするけど」

「表示は現実の時間です。このゲームの体感時間とは誤ご差さがあります」

　ゲームの時間経過と、現実の時間の流れには、体感的なズレがあるのだ。現実では、先ほどヘルメットを被かぶったばかりなのだろう。それにしても、くだらない注意事項だ。

「最後に、二時間を経過してしまうと、ゲーム世界から脱出できなくなってしまいますのでご注意を。二時間になる前に、いったん離り脱だつしてください。さもなくば、永遠に仮想世界バーチヤルをさ迷うことになります、ウフフ……」

　美鈴はどきりとした。永遠にデータの迷宮ラビリンスをさ迷い続けなければならない可能性。

「それではスタートしてください。私も別件のゲームで用事があります。これでも忙いそがしいのです」

　美鈴は妖精を睨にらみつけてから、扉に向かって進んだ。すると、身動みじろぎせずに立っていた美鈴の複ふく製せいボディーも扉に向かって歩きだす。

　扉のノブに手をかけた時、美鈴のふたつのボディーがぴたりと重なった。

「よい旅を」

　扉を開けた美鈴の背後で、妖精の声が聞こえた。

　次の瞬間、美鈴は外にいた。

「え……？」

　ヒューヒューと風の音が聞こえた。同時に、仮想世界では感じるはずのない風の感覚も微かすかに得た。

　どこだ、ここは？

　真っ赤な空。パステルで無む造ぞう作さに塗ぬりたくったような空には、朱しゆ色と紺こん色でグラデーションされた雲が浮かんでいる。地平線に沈みかけた夕日からは、妙な威い圧あつ感かんを感じた。久ひさ々びさに目にした赤い色に、しばし美鈴は心を奪われた。

　そんな赤い空を背景に、三角の山々が遙はるか遠くに見える。山だろうか。山にしては直線的すぎる。

　美み鈴すずは足を踏み出しバランスを崩くずし倒れ込んだ。下は砂だった。周囲は一面クリーム色の砂地が広がっていた。砂は様々な模様を作り地面を形成している。波立つ海のようにも見えた。

　砂を手ですくってみる。手のひらからさらさらと砂が落ちた。それはとても粒りゆう子しの粗あらい、例えるなら千ち切ぎった紙のようだ。

　美鈴はここでやっと思いだした。ここは仮想世界バーチヤルなのだ。現実の美鈴はシートの上で寝ている。

　クリスタル・ラビリンスのゲームフィールド。美鈴はなんとかバランスを取り立ちあがった。

　自分の体を確認する。セーラー服ではない。先ほど設定した服装だった。迷めい彩さいのデニムスカート、グレーのタンクトップ、底の厚いブーツを履はいている。腰にはホルスターつきの革のベルトが巻かれており銃が差し入れてあった。

　美鈴は銃を手に取り周囲を見まわした。砂さ漠ばくのど真ん中に立っているようだった。時とき折おり風が吹き、黄色い砂が舞った。

「なんなの？」

　美鈴は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。これはゲーム的ではない。今まで自分がやったゲームは、全すべてこれからどうすればよいのか、また、明確な目標が最初に提示されていた。インベーダーを倒して地球を救すくう。女の子と知り合い、会話を交わして肉体関係を結ぶ。全てのゲームには親切なチュートリアルがあった。しかし、このゲームは決して親切であるといえない。

　これからどうすればよいのだ？

　さらに考えた。何故なぜこのような殺さつ風ぷう景けいな景色なのだろうかと。もっとゲーム的でよかったはずだ。クリスタル・ラビリンス。その名にふさわしい迷宮ラビリンスを設置し、障しよう害がいをクリアーしてゴールを目指す、など。しかし、ここには何もない。

　美鈴は呆然と視線をさ迷わせ目を瞬まばたいた。盛り上がった砂の向こうにきらっと光る何かがある。美鈴は銃をしまうと、よろよろとバランスをとりながら、その方向へ向かった。

　スポンジの上を歩いているようなふわふわとした感覚だった。それでも、徐じよ々じよにスムーズに歩けるようになっていく。進むにつれて、先ほど目にとまった物の輪りん郭かくが見えてきた。

　砂に埋うもれるように立っているそれは、自動販売機に見える。側面にはコカ・コーラのロゴマークがあった。

　美鈴はその自動販売機に進んだ。急ぐと少しだけ息苦しくなった。

　さらに近づいた時、自動販売機の陰かげから何者かが躍おどり出て叫んだ。

「手を上げろ！」

　美鈴は悲鳴を上げ砂地に転倒した。

「なーんてね、あはは」

　美み鈴すずはしかめっ面つらをして顔を上げた。そこには、真ま央おがケラケラと笑って立っている。

「もう、馬ば鹿かな真似まねしないで」

「美鈴ちゃんがこっちに向かってくるのをみつけて、隠かくれてたんだよね」

　真央は平然としている。緑ベースの迷めい彩さい柄がらのショートパンツとシャツを着ている。靴はサンダルで、ピンク色のサングラスをかけている。少々荒く見えたが、変わらぬ真央の姿だった。

　美鈴はため息を吐ついて立ちあがり、体を払はらった。体に砂はついていなかった。

「ここがゲームの中なんて信じられないね。綺き麗れいだよね」

　真央は瞳ひとみに夕焼け空を映している。

「どうするべきかしら。スタートでくぐった扉は消えたわ」

　こんな場所を闇やみ雲くもに移動して迷ったら目も当てられない。

「大丈夫だよ。所しよ詮せんゲームじゃん」

「ゲームだからこそよ。まだ分からないゲームルールは沢たく山さんあるわ」

「だからって、ぴりぴりしてても始まらないよ。色々やってみようよ。体をもっと上手うまく動かせるように練習したりさ。ねえ、このゲームの世界でもセックスできるのかなあ」

「なに言ってるのよ。それに、真央はバージンでしょ」

「なによ、じゃあ、美鈴ちゃんはどうなの？」

「……私はそれなりに経験はあるわ」

「本当かなあ」

　真央が美鈴の胸を揉もんだ。

「ちょっと、やめなさい」

　美鈴は真央の胸を揉み返し、バランスを崩くずしてふたりとも地面に転ころがった。そのまま砂を掛けあい、しばらくじゃれあった。久ひさ々びさに真央の自然な笑顔を見て、美鈴も気分が良くなった。

　そんな中、美鈴はこちらに接近する気配に気づいて、地面に伏せたまま銃を抜いた。

「待て、俺おれだ、俺」

　迷彩服の沖おき田たが手を上げている。

「沖田だっていう証しよう拠こはないわ」

「遊びで銃を向けるもんじゃねえぞ」

　美鈴は首をすくめて、銃をホルスターにしまった。

「すげえ順じゆん応のう力りよくだな」

「所詮ゲームだわ」

　美鈴は平然と立ちあがり、真央にも手を貸した。

　横を見ると、沖田は脇わきの自動販売機を調べていた。確認すると、コーラは売っておらず、水のペットボトルと、赤い十字マークの入った箱が並んでいる。沖田はボタンを押して、ペットボトルを購入した。

「ただなの？」

「所持金は減ってる。所持金ウインドーがあるだろ。初期設定で余あまったオーレがある」

「ウインドーは全部閉じたわ。周りが見にくくってね」

「そういうのは利用するもんだぞ。服装だって、遊び感覚じゃねえか」

　沖おき田たは水を飲みながら、美み鈴すずと真ま央おのラフな恰かつ好こうを見ている。

「こうだと分かっていたら、スカートにしなかったわ」

「おまえらは初めてフットサルをやった時もそう言ってたよな。服装はなんでもいいんです、っていうインストラクターの言葉を真まに受けやがって。おかげで野や郎ろうどもが集まってきてただろうが」

「それも経験よね」

　沖田からペットボトルを受け取り飲んでみる。水が喉のどを通る感覚も味もなかった。

「そっちの十字マークのはなんなの？」

　自動販売機の商品を指ゆび差さす。

「回復キットだろ。そんなアイテムは、アイテムウインドーに格かく納のうできるらしいぞ。個数制限があるけど」

「よく知ってるわね」

「俺おれは、初期設定の時にいろいろ質問したからな。ほとんど音声で対たい応おうできるらしい。ウインドーを開いたり、アイテム選択とか」

「音声対応ってすごいよね。未来って感じ」

　真央が言った。

「そうでもねえぞ。例えば、戦闘機のユーロファイターは、音声対応なんだ。燃料、って言えば、燃料の残量が表示されたり、航空距離が表示されたり、コンピューターが人間のフォローをする。すでに軍事には利用されているんだよ」

「さすが軍事オタクね。戦闘機が好きなの？」

「流線型のフォルムがいいよな、戦闘機は」

「お金貯ためて買えばいいじゃない。高いの？　中古で百万以上？」

「……高いけどな」

「買うんだったら、少し貸してあげてもいいよ」

　真央が言った。実家が金持ちの真央はお嬢様なのだ。フットサルのユニホームをそろえたのも真央だ。

「それより、いつまでもここにいる訳わけにはいかないわ。まずは、戻る場所を探さなきゃいけない」

　美鈴は話題を修正した。自動販売機に寄りかかり楽な姿勢をとる。

「現実時間で二時間以内に戻らないと、ゲームから抜け出せなくなるって言っていたわ」

「でも、どこからでも戻れるって説明されたよ」

「強制シャットダウンだろ。それは危ない」

「何が危ないのよ。沖おき田たのくせに威い張ばらないでよね」

「詳くわしくは分からねえけど、ゲームの中のこのボディーは基本的に現実に持っていけないってことだろ。だから、ゲームを終える場合、安全な場所でってことが条件になる。こんな場所でゲームを終わらせたら、ボディーはここに放ほう置ちされることになるだろ」

　真ま央おはぽかんとしているが、美み鈴すずは気づいた。

「敵が来た場合、無防備ってことね。殺されてゲームオーバー」

　現実に戻っている間に、抵てい抗こうすることもできずゲームは終わる。あくまでもこれは、銃を撃ち合う相手がいる前提のゲームだ。ゲームオーバーのペナルティーもまだ判明していないのだ。慎しん重ちような行動が要求される。

「どうする？」

　沖田は銃をもてあそびながら言った。

「移動か待機。選ぶとしたら移動ね」

「手分けして移動しようか？」

　美鈴はしばし思し案あんした。確かに三人で別方向を探したほうが効率的ではある。

　背中が不意に明るくなった。見ると自動販売機の蛍けい光こう灯とうが点てん灯とうしている。美鈴は空を見上げて顔をしかめた。先ほどまで鮮あざやかな朱しゆ色だった空は、紺こん色に染まりだしている。この仮想世界バーチヤルにも夜がやってくるのだ。

「三人でまとまって行動しましょう」

　闇やみの中バラバラに行動することは危険だった。しかし、どこへ向かえばいいのか。それとも、朝がくるまでここで待機すべきか。

「ねえ、美鈴ちゃん」

　真央が指を差した方向を見て、美鈴は声を上げた。暗くなってきた砂さ漠ばくの向こうに光が見えたのだ。

「行くわよ。夜にならないうちに」

　夕日はほとんど沈みかけている。三人はうなずき、砂漠の光点を目指し歩きだした。

「あっというまに時間が経たったね」

「現実時間では、まだ十分程度だけどな」

　三人は時とき折おり転ころびながらも、砂漠を移動する。地平線を見ると、ほぼ朱色は消えていた。月がぼんやりとした光を降らし、足下の砂を銀色に染めた。

　目指す光点が迫っている。金網のフェンスなどが確認できた。フェンスの向こうにオレンジ色の灯あかりが見える。

「自販機じゃないようね。慎重に調べないと」

「建物があるみたいだよ」

　ふらふらと歩いていた真ま央おが、砂に足を取られて転ころんだ。

「大丈夫、気をつけて歩いて……え？」

　美み鈴すずは危険を感じて、立ちあがりかけた真央と共に地面に転がった。

「な、なに？」

　真央が啞あ然ぜんとしている。そんな彼女を強ごう引いんに抱き寄せた。

　火花が見えた。続いてタイヤがパンクしたかのような破裂音。バシッと目の前の砂が弾はじけ飛んだ。真央が「あっ」と声をあげた。

「頭を下にして、こっちに」

　沖おき田たの声が聞こえた。見ると、沖田が伏せた状態で銃を撃っている。銃口から火ひの粉こが散ったかのように見えた。

　美鈴はすぐに理解した。ゲームが始まったのだ。

　砂地を転がるように移動し、砂地の窪くぼみに真央と隠かくれる。

「銃を……あっ、真央、血」

　真央の左腕から血が流れ落ちている。垂れた血が、砂地を赤く染めていた。

「え、本当だ」

「沖田！　銃の使い方！」

「トリガー引け。安全装置なんかない」

　沖田が叫んだ。美鈴は銃を取り出し目標を探し顔をしかめた。銃を構かまえたぬいぐるみのようなシルエットが数体、十メートルほどの距離に接近していた。建造物に気を取られていたうちに、背後から接近されたのだ。遊園地で見かける着ぐるみのような感じだった。

　沖田の撃った弾たまが当たったのか、ギャー、と耳を劈つんざくような声を上げて、クマのようなシルエット数体が転倒した。

「下がって真央。私と沖田で撃げき退たいするわ」

　美鈴は建造物を背に伏せたまま銃を撃ち、「きゃっ」と悲鳴を上げた。意外なほどに強烈な反動に、照しよう準じゆんのコントロールが全くできなかった。さらに飛び交う銃声が平静さを失わせる。自由の利きかない体がとてももどかしい。真央は砂地に伏せたままおろおろとしていた。

「弾がなくなりそうだ」

　沖田が砂を蹴り上げこちらに走り込んできた。

「落ちついて、所しよ詮せんゲームよ」

　美鈴は小さく息を一回だけ吐いた。フットサルと同じ単純なゲームだ。

「反撃しやすい場所に移動するわ。後ろのあの場所。あそこに逃げるわ。あと何発？」

　沖田が指を四本立てた。

「私と沖田で相手を牽けん制せいする。真央は、あそこを調べて。慎しん重ちようにね」

　真ま央おはうなずき、背後の金網フェンスに腰を屈かがめて走った。同時に美み鈴すずと沖おき田たは発砲して真央をフォローする。

　今度こそ美鈴は両手で銃を持ち反動に耐たえた。ゲームの銃とは思えないほどの轟ごう音おんとほんの微かすかに火薬臭くささを感じた。美鈴の発砲と共にクマのシルエットが絶ぜつ叫きようする。

　ターゲットはどう見ても人間大のクマのぬいぐるみだった。月明かりの下、青白く見えるそのシルエットは妙に気き色しよく悪い。両目がギラギラと真っ赤に光っていた。

　よたよたと接近してくるクマが絶叫してもんどり打った。美鈴か沖田の撃った弾たまが命中したのだ。残りの目標はあと二体確認できる。

　美鈴は、離れた場所で銃を撃っている沖田に声をかけ、ジリジリと後こう退たいする。

「入れるよ！　なんか──工事現場みたいな感じ」

　背後で真央の声がした。

「あそこで迎え撃つわ」

　美鈴は沖田に言い、銃を二発撃ってから走った。沖田も一発撃って美鈴に続いた。

「こっち」

　金網フェンスの前で真央が手招きをしている。赤黒く錆さびびついたフェンスの扉がある。

　三人はそこに駆け込み、ガシャンと鉄てつ柵さくの扉を閉めた。美鈴は真央とそばにあったドラム缶に身を隠かくし、フェンス越しに一発撃って威い嚇かくした。銃を撃った反動で右手首がじーんと痺しびれた。

「弾がない」

　コンクリートブロックに身を隠している沖田が首を振っている。沖田の頭上には真っ赤なバツ印が点てん滅めつしていた。弾だん丸がんがなくなったマークだ。

「私、まだ少しあるけど」

「弾丸の貸し借りはできなそうだ」

「十発は少ない」

　美鈴はつぶやき、ドラム缶に隠れつつ様子をうかがった。銃声はやんでいる。風の音が聞こえた。

　ドラム缶から顔を出し、そっとフェンスの向こうを確認する。クマの影は見当たらない。銀色の海のような砂さ漠ばくが広がっているのみだった。

　突とつ如じよ背後で甲かん高だかい音がし、ぎょっと振り向く。風にあおられた空き缶がころころと転ころがっていた。美鈴はほっと息を吐いた。

「怪け我がは大丈夫？」

　美鈴は真央の腕を確認した。真央のか細い腕がざっくりと切れ、蛍けい光こう色しよくの派は手でな赤い血が垂れていた。

「別に痛くないよ。それより、もう大丈夫そうだね」

　真央が立ちあがった。

「油ゆ断だんしちゃ駄だ目めよ」

　真ま央おはうなずき、ホルスターから銃を抜いてウインクをした。

　美み鈴すずも息を殺して立ちあがり、真央と背中をつけながら辺あたりを見まわした。足下はアスファルトで塗ぬり固められた道路のようになっており、鉄てつ柵さくの扉から内側のスペースを横切るよう直線的に延のびている。その両サイドは、ビルの建設途中のごとく茶色い鉄骨が組まれている。近くに古びた街がい灯とうがぽつんと立って、オレンジ色の光を降らしていた。そんな場所を、先ほどくぐった金網フェンスがぐるっと囲んでいる。フェンスの上には赤あか錆さびた鉄てつ条じよう網もうが設置してあった。砂さ漠ばくの中の急造の安全地帯。

「工事現場がぴたりね」

　工事車両などは見当たらず、放ほう棄きされた工事現場といった感じだ。砂漠の中にビルでも建てようとしたのだろうか。道路にドラム缶やブロックが転ころがっている他ほかは閑かん散さんとしていた。

「どうする？」

　沖おき田たがクルクルと銃を回している。

「調べるわ。ついてきて」

　美鈴はドラム缶などを避よけて歩きだした。フェンスで囲まれたこのエリアは四百メートルトラックほどだろうか。道路を歩くとチカチカと光るものが見えた。

　真央と沖田にうなずいてから、道路を慎しん重ちように進む。

　エリアの中心付近の道路脇わきにガソリンスタンドのような施設があり、その中にぽつんとプレハブ小屋があった。小屋の電でん飾しよく看板がチカチカとピンクやブルーに彩いろどられたイルミネーションを発していた。

「あからさまに怪あやしげね」

　近づくと、ＳＨＯＰと電球で文字が作られていることが分かった。様々な色でデコレートしているのでとても見にくい。Ｐの下の部分の電球が切れていた。

　美鈴は銃を構かまえて真央にうなずいてみせた。三本立てた指を一本ずつ折っていきタイミングを合わせる。

　カウントゼロで、美鈴は身を躍おどらせプレハブの中に銃を向けた。

「……」

　美鈴は息を吞のんだまま硬こう直ちよくした。

「いらっしゃいませ」

　プレハブの中では、金髪の女性が微笑ほほえんでいた。

　銃を構えていた真央も啞あ然ぜんとしている。対たい応おうが分からずに、ちらっと美鈴に視線を向けた。

　プレハブの前面にはカウンターがあり、その後ろに女性が立っている。

「あなたは誰だれ？　ここはどこ？」

　美鈴はカウンター越しに銃を向けたまま聞いた。

「私はこのショップの店員のイデアです。ここはテストマップの街まちです」

　イデアと名乗る女性は微笑ほほえんだ。とても綺き麗れいな笑顔だった。瞳ひとみはブルーで、緩ゆるやかなカーブを描いた金髪が垂れている。黒いロングドレスを着ており、真っ白な肌はだが強調されている。

「ゲーム側ってわけね」

　美み鈴すずは油ゆ断だんせずにショップを観察した。プレハブの中は棚たなが並んでいるのみで、特に目立ったものはない。例えるなら駅のキオスクのような感じだ。

「なんか売ってんの？」

　沖おき田たがカウンターに手をかけて聞いている。全く警戒心のない沖田に美鈴は舌打ちをした。

「はい。アイテム表示いたします」

　イデアの横の空間に、長方形のウインドーが出現した。




[image: ]




「店のものは全部買えるのかい」

「はい、商品を指定してください」

　イデアがウインドーを指ゆび差さし、沖田に微笑みかけた。

「ポッキーはいくらだ？」

「百オーレです」

「ポカリスエットは？」

「40オーレです」

「君は？」

「プライスレスです」

「馬ば鹿かな会話しないでちょうだい。買うんなら弾だん丸がんとか回復キットでしょ。でも、オーレはもうなかったような」

「いや、増えてる。俺おれは１５５オーレもある」

　美鈴も資金のウインドーを開いてみる。確かに増えていた。55オーレ。ゲーム開始時には５オーレほどしか残っていなかったはずだ。

「私は増えてないよ。ゼロのまま」

「どういうことかしら。いつのまにかオーレを稼かせいだってこと？　でも、真央は増えていない」

　真ま央おとの違いは何か。また、沖おき田たと美み鈴すずのオーレの増え方にも差がある。

「敵を倒した分のオーレが手に入ったんだよ」

「そっか、そうよね。これはゲームだもの」

　美鈴はうなずいた。つまり、これは敵を倒してポイントを得るというゲームなのだ。

「弾丸たまを買う」

　沖田が言った。

「数を指定してください」

「二十発」

「購入可能なのは、十発までです」

　やり取りのあと、沖田は弾丸を十発購入した。沖田の頭上のバツマークが消えた。

「私も十発」

「購入可能なのは、八発までです」

「何故なぜ？」

　美鈴は顔をしかめた。

「撃った弾数だけ購入可能です」

　要するにこの時点で十発以上は持てないのだ。美鈴は交こう戦せんにおいて八発の弾丸を撃ったので、八発以内しか補給できないのだ。ただ、撃った弾たま数かずだけ、という言葉が少々引っかかった。

「クラブカードがあるね、美鈴ちゃん」

「でも、ここで買っても……」

「クラブカードは、ゲームの外に持ち出せますよ。ゲーム離り脱だつ後にシートの挿そう入にゆう口ぐちから出てきます」

　イデアが言った。

「なるほど」

　美鈴は唸うなった。配給のチャンスがあります、とは、このことだったのだ。こうしてゲームでポイントを稼かせぎ、クラブカードを現実へと運ぶ。

「クラブカードに替えようかしら。あ、真央の傷は？」

「きっと大丈夫だよ。数値で見るとかすり傷だから」

「ヒットポイントの回復は、回復キットか、自然回復になります」

　自然に会話に参加してくるイデアに視線を向けた。

「いくつか質問をしていいかしら。例えばさ、弾を全部使っちゃってオーレも稼げなかったら、そこでゲームエンドってことになる？」

「プレイヤー間でのオーレの受け渡しは可能です。それでもオーレが必要である場合、私が銃や所持品などを買い取ります」

「もうひとつ。現実へと戻るための扉はどこにあるの？」

「ログアウト用の扉は、このショップの後ろについています」

　イデアは背後を指ゆび差さした。

「そこから脱出すれば安全なの？　離り脱だつ中ちゆうに死ぬとかはない？」

「ほぼ安全です。仮か想そうボディーは、リプレイまで扉の中で待機することになります。リプレイは同じ扉からスタートすることになります」

「じゃあ、この街まちがあのクマに占せん拠きよされたら、扉を出た瞬間に待まち伏ぶせされたりする危険はあるわよね」

「このマップの敵キャラクターは、この街に入ってくるプログラムは搭とう載さいされておりません」

「ほぼ安全って、どういう意味かしら」

「扉の破壊は可能なのです。銃弾で破壊すると、中で保存されているボディーは失われます。しかし、扉の耐たい久きゆう力りよくは高く、先ほど言ったように敵キャラクターはこの街に入ってきませんから安心してログアウトをしてください。ちなみに、ログアウトをすると、サービスプレイも終了です。次回のログインにはクラブカードが必要となりますのでお気をつけください」

　美み鈴すずはしばし考え込んだ。

「どうする美鈴ちゃん」

「……いったん戻りましょ。オーレは全すべてクラブカードに交換するわ」

「みんなに説明してやるのか？」

「そうね。システムも分かったし、特に問題があるとは思えないわ。議論する必要はあるけど、隠かくす必要もないわ」

　美鈴は残りのオーレでクラブカードを購入した。

「それじゃあね」

　美鈴はイデアに手を振った。

「扉に案内いたします」

　イデアはそう言うと、カウンターから出て、ショップの裏うら手てへと誘ゆう導どうした。ショップの裏の壁には、真っ赤な扉がついている。

「ここからログアウトできます」

　イデアが扉を開ける。扉の向こうにはタールのようにねっとりとした黒い空間があった。

　美鈴に促うながされ、まず沖おき田たと真ま央おが中に入った。

「じゃあね、また来るから」

　美鈴はそう言って扉の中へ。

「私も行きます」

　扉をくぐった瞬間、イデアが入ってくるのが見え、その後──浮ふ遊ゆう感覚。美鈴の意識が、ぷつりと途と切ぎれた。
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　圧迫感と息苦しさ。

　美み鈴すずは目を覚ました。真っ暗な空間が見えた。

　──ログアウト完了しました。

　人工音声が聞こえた。首のロックが外はずれる音がしてヘルメットが持ち上がる。

　目に飛び込んできたのは強烈な光。視界がぐるぐると回った。何がなんだか全く分からない。様々な色と光が混こん濁だくし渦うず巻まいているような感覚。

　データだ。世界を構成するデータを処理することができないのだ。

「……じょうぶ？」

　肌はだ色の何かが目の前にある。

「美鈴、大丈夫？」

　自分の呼吸音が聞こえた。その後、自分を覗のぞき込んでいる女子生徒たちの顔が見えた。現実に戻ったのだ。そう思った。

「だ、大丈夫よ」

　美鈴はうなずき、なんとか声を出した。起きあがろうとしたが体が上手うまく動かなかった。何か勝手が違った。そうだ、ゲーム世界と混こん同どうしているのだ。体の操作方法にズレがあるからだ。

　美鈴はしばらく現実の空気に体を慣らしてから、ゆっくりと起きあがった。シートのポケットから足を出し床ゆかにつける。床はとてもひんやりとした。現実の感覚。

「私、どのくらいシートに寝ていた？」

「二十分程度だよ」

　脇わきにいる女子生徒が答えた。意外に短い時間だった。

「……真ま央お？」

　隣のシートを見ると、真央が女子生徒に体を支えられながら首を振っている。美鈴と同じく、現実と仮想世界バーチヤルのズレが凭もたれているようだ。

　女子生徒が声を上げた。シートのカード挿そう入にゆう口ぐちから、クラブカードが出てきたのだ。先ほどショップで購入した枚数だ。

「こっちもちゃんと出てきたぜ」

　顔を上げると、沖おき田たがクラブカードの束たばを持ってニヤニヤとしている。

「鈍にぶいあんたがうらやましいわ」

　美鈴は額に手を当てて立ちあがった。まだ頭がくらくらとする。

「どうだったの？」

　周囲に生徒たちが集まってくる。

「どうにか無事に帰ってこられたわ」

　美み鈴すずは周囲の生徒にウインクをしてクラブカードを見せてやった。

「すごい」

　きゃっきゃっと女子生徒たちが声をあげた。久ひさ々びさに見た女の子たちの笑顔だった。沖おき田たにも男子生徒たちが群がっていた。

「次にゲームに入る時に必要なカードもあるけど、残りは女の子たちにあげていいかな。色々あるしさ」

　美鈴が言うと、沖田は首をすくめて持っていたカードを差し出した。

「人数分はないけど、シャワーなんかは何人かで浴びな」

　そう言い、そばにいた女子にカードを配ってやった。うれしそうな表情をする女子に、男子は少々複雑そうだったが、まあ納なつ得とくはしているようだった。

　ちらりと見ると、カードを受け取った麗れい奈なが「草くさちゃんいっしょに浴びる？」などと、恋人の草加といちゃついていたので、美鈴は苦にが笑わらいをした。

「ありがとうね」

　カードをもらった女子生徒は、ゲーム世界から帰き還かんした三人に口々にお礼を言った。そんな歓かん喜きの中心の美鈴たちを遠巻きに見つめる不満げな視線も少しだけあった。

　その後、生徒たちの興味はゲームのことへとシフトした。

「そのことで話し合おうか」

　美鈴は画面方向に進んで目を見開いた。

「あれ、この子、イデアじゃん」

　真ま央おが画面を指ゆび差さした。

　現実のこの部屋の画面には、ゲーム世界のショップの店員、イデアが表示されていた。電でん飾しよく看板とカウンターもある。

「いらっしゃいませ」

　金髪のイデアは微笑ほほえんだ。

「いつから？」

「ほんのさっき前に表示されたの」

　近くにいた女子生徒が答えた。

「一いつ緒しよにこっちに来てしまいました」

　イデアは平然とそう言った。

「何しに来たの？」

　美鈴は画面のイデアに話しかけた。

「ショップの出張です。アイテム表示いたします」

　イデアは現実でも美鈴の声に反応して答えた。
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「値段はクラブカードの枚数です。購入は自動販売機を通して行います」

「ほとんどゲームと同じね」

　美み鈴すずは弾だん丸がんを見つけてどきりとしたが、売り切れ表示に安あん堵どした。菓子やジュースは本当に買えるのかもしれない。だとしたら、ほほえましい店だ。

　美鈴が考え込んでいると、イデアは後ろを向き棚たなの整理を始めた。イデアの腰が、作業にあわせてリズミカルに上下している。

「なあ、それを含めて、ゲームの説明をしてくれよ」

　いつのまにか、画面の前に立っている美鈴を生徒たちが囲んでいる。声もかけずに、全すべての生徒が集まってきたのだ。疑問と興味で生徒たちが一体になっている。

　美鈴はうなずくと、ゲームの説明をしてやった。

「──それで、プレイは慎しん重ちようを期きすべきだと思うの」

　一通り簡単に説明してから美鈴は言った。

　反論。すぐに皆で参加をするべきだと意見が続出した。クラブカードの配給。それはあまりにも魅み力りよく的てきだった。

「ゲームシステムは分かったんだろ。参加をするべきだ」

「まだ分からないことが沢たく山さんあるわ。参加をするにしても、あくまで少人数でがいいと思うの」

「各自、自由にやればいいんじゃないか。ゲームに参加をして、自分のカードは自分で取るって」

　男子生徒から意見が矢や継つぎ早ばやに出てくる。

「まだ全ては判明していないわ。ゲーム中のリスクだってあった。二時間以内に出てこないと戻れなくなるとか。他ほかにも危険はあるかもしれない」

「自己責任でいいんじゃねえか」

　草くさ加かが言った。美鈴は小さくため息を吐ついてから、イデアの表示された画面を触れた。

「覚えてるでしょ。この画面に、チェス盤ばんのような図が表示されていたことを。その時、私たちの意見はばらばらだった。だから失敗したのよ。この密室の中、重要なのは個々ではなく、ひとつの集団としての方向性なんじゃないかしら。今回こそは美しくプレイをするべきだわ」

　美鈴の意見にうなずく生徒もいたが、それでも納なつ得とくしていない生徒が半数以上いた。

　意見はゲーム参加へと流れていく。美鈴は唇を嚙かんだ。クラブカードを見せてしまったことが失敗だったのだ。目先の欲求に目がくらんでいる。前回のゲームもそうだった。目先の欲求に溺おぼれ、失敗したのだ。

「このゲームは遊びじゃないのよ」

　美み鈴すずは生徒たちを睨にらんだ。

「ゲームだろ。クラブカードをもらえるゲーム。そんなゲームを独どく占せんするつもりか？」

　反発する男子の意見。何故なぜ、この正論が届かないのだろうか。

「俺おれらは勝手にやるぜ」

　草くさ加かが言った。

「……分かったわ。ゲーム参加は個々の自己責任でいい。一いつ緒しよにログインしてフィールドの説明をするわ。沖おき田たか私がフォローするから」

　美鈴は諦あきらめそう言った。せめて、敵を倒すベースのゲームだけでも円えん滑かつに進めたい。

「まあ、奴やつらもそんなに馬ば鹿かじゃないさ。それに単純なゲームだ。ストレス解消にもなる。そうしたらぴりぴりとしたこの雰囲気もよくなるかもしれないぜ」

　沖田がポンと美鈴の肩を叩たたき、男子生徒たちの輪の中に入っていった。沖田は銃を撃つ真似まねなどをしてゲームの説明をしている。

　美鈴は複雑な思いで画面を見た。画面で微笑ほほえむイデア。本当に単純なゲームなのだろうか。そんな思いがあった。当然だ。何故、今いま更さら単純なゲームを行う必要があるのだ？

　疲労を感じた。ゲームと現実のズレもあるが、それ以上に空振りした言葉で疲労したのだ。

「元気をだしてください」

　振り向くと、イデアが微笑みかけていた。

「……ありがとう」

「どういたしまして、スマイルは０ゼロオーレです」

　美鈴は苦にが笑わらいした。

「美鈴ちゃん、私たちはどうしよっか」

　真ま央おが声をかけてきた。真央の周囲には十人ほどの女子生徒がいる。彼女たちは、少々心配げだ。

「シャワーを浴びてから考えよっか」

　美鈴は笑顔を作ると、真央の手を引いてシャワールームへと向かった。

　背後の画面では、イデアが相変わらずの笑みを浮かべていた。
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　美鈴の心配とは裏うら腹はらに順調だった。

　全すべては順調。トラブルはおろか、逆にクラスの雰囲気は良い方向へと変化していた。

　議論のあと、男子生徒のほとんどがゲーム参加を選択した。スタート地点辺あたりで美み鈴すずたちが待ち、生徒をあのショップのある街まちへと誘ゆう導どうした。ゲーム内ではそこを拠きよ点てんに行動することにした。

　その後、ターゲットとの交こう戦せん。敵はクマだけではなく、タヌキやサルやパンダなどの種類もあった。

　微妙に動きなどが違ったが、どれも割合簡単に倒せることが分かった。最初は戸と惑まどっていた生徒たちだが、慣れるに従い行動が大だい胆たんになっていった。

　そして、残りの生徒たちのゲーム参加への流れ。怖こわがっていた女子生徒も徐じよ々じよにゲームに参加をし始めた。ゲームの恐怖より、同じ体験を共有できないという、枠わくから外はずれる恐怖のほうが大きくなったようだった。

　つい先ほど、最後の女子生徒がクリスタル・ラビリンスにログインした。

「私……規律が大事だと思うのよね」

　美鈴はゲームフィールドにいた。あの自動販売機に寄りかかり、真まっ青さおな空を眺めていた。

「別にいいんじゃね、適当でさ」

　沖おき田たがべたっと砂地に座り込んでいる。近くから女子たちの黄色い声が聞こえた。

「もっと腰を低くして」

　真ま央おが数人の女子生徒に銃の扱いのレクチャーをしている。教えるほうも教えられるほうもふざけ半分だった。好奇心旺おう盛せいな真央は、暇ひまさえあれば銃を撃っているのだ。すでにターゲットを十体以上倒している。

　美鈴がこのフィールドに入ってから、現実の時間で四日ほど。その間、生徒たちは寝る間を惜おしんでゲーム世界へとログインし続けていた。一種のゲーム中毒だ。

　序盤はクラブカードを得るという単純な目的だった。しかし、徐々に目的は変化した。娯楽だった。閉へい塞さ的てきな場所でのストレスを、このゲームで解消する。例え作りものの空間とはいえ、この場所は開放感のある外だからだ。

　広がる砂さ漠ばくに空に雲に太陽。最初わざとらしい色をしていた青空も、この世界にログインし続けるうちに、これが本当の空の色だと感じるようになった。現実の空の色の記憶は、すでに遠くかすんでいた。

「ねえ沖田？」

　ぼんやりと座っていた沖田が面倒そうにこちらを向いた。

「私って美人でしょ。ジェマ・ワードに似てるって言われるしさ。スタイルもいいし、頭もよくて運動神経もいい」

「…………で？」

「なんでクラスの男どもは私をちやほやしないのかしら。ちやほやしてほしいわけじゃないのよ。でも、私の意見はもっとすんなりと聞き入れられるべきだと思うわ。いつでも正論を言っているはずなのに」

　学校生活からそれは感じていた。他ほかの生徒とのズレを。それがこの密室生活で如によ実じつに見えてしまった。

「それは難しい質問だよなあ」

　沖おき田たはへらへらと笑っている。

「戦車や戦闘機にしか興味のないあんたに質問しても仕方なかったわね。ガキの頃ころから女の子の手を握るよりも、モデルガンを握っていたもんね」

　美み鈴すずは再び空に視線をやった。しばらくしてから、沖田が口を開いた。

「……そんな美人とかの要素なら、テレビタレントやアニメや漫マン画ガのキャラクターまで溢あふれてるしな」

「アニメキャラと比べないでよね。たぶんコンテストをやったら、私が二年生の女子でナンバーワンを取れるはずだわ」

「自信家だね。でも、俺おれらが投票するんだろ？」

「あんたは誰だれに入れるのよ？　美人コンテストよ」

「……愛まな美みちゃんかな」

「愛美？　愛美は美人というより、可愛かわいい愛美って表現するべきでしょ」

「美人度を数値化したら、確かに美鈴のほうが上かもしれないけど、投票してやりたいのは愛美ちゃんかな」

「ルール違い反はんだわ」

　美鈴は舌打ちをした。同時に愛美のことを考えた。同級生の正まさ樹き愛美。愛美は、今どこで何をしているだろうか。この異い様ような夏休みをどう過ごしているのか。突とつ如じよいなくなった美鈴たちを心配しているか、それとも……。

「ねえ、美鈴ちゃん」

　いつのまにか真ま央おがそばに立っている。

「どうしたの？」

「みんながそろそろ戻ろうって」

　砂さ漠ばくに立っている数人の女子がこちらを向いている。

「そうね、いったんログアウトしたほうがいいかもね」

　美鈴は真央にうなずいてから、他の女子にも声をかけてやった。そのまま、皆で移動しあの街まちまで戻る。帰路の途中にターゲットと接せつ触しよくすることはなかったが、砂漠を歩いている男子生徒たちのグループはいくつかあった。

　あまり勝手に歩き回ってほしくなかった。見通しのよい昼間ならまだいいのだが、暗くなったら同どう士し討うちという危険もあるのだ。それらについて話し合ったのだが、結局うやむやになっていた。

　金網フェンスを開けて街まちに入ると、数人の男女がいた。笑顔で満たされた生なま暖あたたかい雰囲気。

　あのショップの前にも数人が集まっており、イデアが対応している。

　真ま央おがショップに並び、他の生徒と話していた。ショップに並んでいる男女はチームを組んでターゲットを狩かってきたばかりらしい。弾だん丸がんの補給と、クラブカードを買っている。

「忙いそがしそうね」

　美鈴はカウンターに肘ひじをついてイデアに話しかけた。

「ちょうど一段落しました」

「じゃあ出てこない？　そんな狭せまい店に引きこもってないで」

　美鈴はカウンター越しにイデアの手を引っ張った。

「仕事ですから」

　イデアの意外な力に、美鈴はつんのめった。バランスを取ろうと、ついイデアの胸をつかんでしまった。胸の柔やわらかな感かん触しよく。

「ご、ごめん」

「いいえ」

　イデアは平然としている。

「所しよ詮せんゲームキャラクターね。こういう時って、照てれたり感じたりすれば可愛かわいいのに」

「失礼しました」

「いいのよ。で、弾たまもカードも売れてるの？」

「はい。皆さん頑がん張ばっておられますので」

　生徒たちのゲームの効率は上がっていた。チームを編成し、この街を拠きよ点てんに周囲を探たん索さくする。ターゲットを見つけると、即そく交こう戦せんして、この街へと戻ってくる。ここで弾丸の補給をし、オーレが貯たまると、クラブカードに替えてから、ログアウト。そんなシステムができあがっている。ちなみに怪け我がをする生徒はほとんどいなかった。冷静に観察すると、ターゲットの動きは単純なのだ。たまに弾丸を受ける生徒もいたが、痛みも感じずダメージも低いため、ゲームの大勢に影響はなかった。

「弾やカードがソールドアウトになることはないの？」

　この順調すぎるゲームに落とし穴はないのか。

「なくなることはありません。弾とクラブカードは」

　イデアは微妙な言いまわしで答えた。

　その後、美鈴はショップの裏うら手てに回りログアウト。

　現実に戻ったあと、しばらく美鈴はシートの上で横たわり現実に体を慣らした。いきなり動くと酔よっぱらったようになってしまうのだ。

　体を起こすと、室内で笑い声が聞こえた。

　見ると生徒たちが飲み食いしながらゲームについて話している。ゲーム内でも現実でも生徒たちに笑顔が戻っていた。あの無む機き質しつな生活からの脱出。美み鈴すずも小さく笑った。

　近くのシートで雑談していた女子生徒が、起きあがった美鈴に気づいてチョコレートの箱を差し出した。

「ありがとう。でも、こんなのあったっけ？」

「あれで買ったんだよ」

　彼女が指ゆび差さしたのは画面だった。画面に映っているイデア。

　そういえば、あれもショップなのだ。画面のイデアに言えば、販売機を介かいしてコンビニエンスストアで買えるような菓子の類たぐいが購入できるらしい。

　チョコレートのパッケージには、イデアショップとプリントされている。美鈴はスティックタイプのチョコを一本だけ受け取った。

「甘い……」

　チョコレートを口に入れて吐と息いきを漏もらした。ソフトな食感とデリケートな甘味。販売機の固いチョコレートとは全く違った。

　美鈴はシートの上で味覚を堪たん能のうしたのち、画面へと向かった。お菓子の類でも買ってみようかと考えた。

　画面にはイデアが表示され、ショップにはたきをかけていた。

「あなたはさ、やっぱり二人いるってこと？」

「私はひとりです」

　イデアの表情は、ゲームで見たそれと全く同じだった。ブルーの瞳ひとみもキラキラ光る金髪も、この無機質な空間の中で、ひとつの清せい涼りよう剤ざいのようになっている。

「でも、ゲームのあなたと、ここのあなたは別の場所にいるわ」

「説明すると、この画面はゲームと現実を繫つないでいるのです」

　イデアはそう説明した。画面の向こうはゲームの世界という設定なのだろう。

「ゲーム世界のように触さわることはできないわね」

　美鈴は画面のイデアの胸を指で突いた。

「あん」

「ご、ごめん」

「冗じよう談だんです。私の体は、あのテストマップの街まちにありますので」

　美鈴は気づいた。

「最初に会った時も、テストマップって言ってたわよね。ねえ、次のマップもあるってこと？」

「あります」

　イデアは平然と言った。

「テストマップに配置された第一の扉の向こうに、メインマップが存在します」

「……それを探し出さなきゃいけないのかしら」

　美み鈴すずは声を潜ひそめた。そういえば、このゲームにも、冒ぼう頭とうの説明で一応のストーリーらしきものが存在した。三つの扉を抜けゴールを目指すと。

「その必要はないでしょう。いずれ扉は見つかります」

　イデアは少しだけいつもと違う笑みを浮かべた。

　どういう意味だろうと、美鈴が顎あごに指を添そえて考えていると、ログアウトした真ま央おが近寄ってきた。

「ご飯を食べたら、またゲームしにいこうよ」

　真央は美鈴の背中に抱きつきじゃれている。真央と同じくゲームにログインし続ける生徒たち。これから何か変化があるのだろうか。

　美鈴は少々嫌な予感がした。

　その後、その美鈴の予感は、少しだけ的中した。

　ゲームを続ける生徒たち。次第にコツをつかみ、効率良くターゲットを狩かっていく。それで得たオーレで、弾だん丸がんやクラブカードを購入。

　弾丸やカードは売り切れることはなかった。しかし、変化はあった。徐じよ々じよにターゲットが減ってきたのだ。考えられることは、マップに配置されたターゲットの数には限りがあるということだった。

　その後、生徒たちは、見つかりにくくなったターゲットを探しに、拠きよ点てんから離れた場所まで移動するようになった。マップをさ迷い、配給を得るためにターゲットを探す。捜そう索さく範囲の拡大。

　クリスタル・ラビリンスのゲーム始まってから約六日後。

　ついに、マップに配置された扉が見つかった。

　第一の扉。




　　　　　＊




　扉を発見したのは沖おき田た宗そう司じだった。

　沖田は単純なゲームにすぐに飽あきたため、ゲーム目的をマップの探索にシフトさせていた。そこで、拠点から離れた場所にぽつんと設置された扉を発見したのだ。

「その扉は、たぶんイデアが言っていたメインマップへの入り口だと思うの」

　美鈴は画面の前で声を出していた。その背後では、画面に表示されたイデアが、美鈴の声に反応して瞳ひとみを瞬まばたいている。

　沖田に扉を発見したことを知らされた美鈴は、それをクラスメイトに教えてやった。そして、現実のこの部屋で対話を持ったのだった。

「次のマップに移動するか、現状維持か。選択はそのふたつ」

　美み鈴すずは迷っていた。先に沖おき田たや真ま央おと話し合ったが結論は出なかったのだ。それゆえ、今回は生徒たちの意見を聞きたかった。

　彼らの意見は、あっさりと移動に流れた。

　言い分はこうだ。もうこのテストマップには、標ひよう的てきがほとんどいないと。どんなにマップを探しまわっても、手ぶらで拠きよ点てんに戻ることが多くなった。クラブカードの配給も少なくなってきた、と。

　美鈴も思った。選択の余よ地ちはないように思える。ゲームとして成り立たなくなっているのだ。次のマップへの移動は必然だ。しかし、だからこそ不安でもあった。それは、このゲームを作った側の思おも惑わくのうちなのでは？

「私は思うの。テストマップを歩き回るだけでも、気分転換になるでしょ。現実でもカードを使わずに、水やゼリーを取ることもできる。現状維持もありだとは思う」

　反発する生徒たちの前で、美鈴は続ける。

「いろいろイデアからも情報を聞いたわ。いったんメインマップに移動したら、テストマップには戻れないとか、メインマップの敵キャラクターのランクが上がるとかね」

　室内はざわついた。不ふ穏おんな空気が流れたわけではなかった。逆に皆は、顔を合わせて笑っていた。

　彼らは、テストマップのターゲットでは、すでに物足りなくなっていたのだ。単純なプログラムの敵の動き。敵との交こう戦せんは、作業に成り下がっていた。

　もっと面白いゲームを。それが、彼らの率そつ直ちよくな思し考こうだった。

「分かったわ。じゃあみんなで移動しましょう。テストマップに少人数だけ置いていくわけにはいかないから。……移動に反対する人はいる？」

　当然誰だれも手を上げなかった。不安を持っている生徒もいるだろう。しかし、誰も集団の行動から外はずれる人間はいなかった。まとまっているわけではない。ただ、この状況で集団から外れた行動をすることが嫌なのだ。

「扉に案内するわ。三十分後にみんなで一いつ斉せいにログインするわ」

　美鈴がそう言うと、生徒たちはそれぞれ雑談を始めたり、すでにゲームにログインする者もいた。

　美鈴は複雑な感情で後ろを向いた。

「あのマップから出ることになったわ」

「そうですか、でも私はずっとここにいますから」

　イデアは答えた。







　その後、全すべての生徒でゲームにログインをし、街まちの外に集合していた。

　美み鈴すず、沖おき田た、真ま央お以外は扉の場所を知らないため、この時点では生徒たちはまとまっている。欠けている生徒がいないか確認したのち、美鈴たちは扉を目指した。

　ゲーム世界では、ちょうど朝日が出たばかりだ。

「レクリエーションを思いだすよね」

　隣を歩く真央がくすくすと笑っている。

「春にやったやつ？」

　ハイキングコースを歩くだけのものだった。いくつかのグループに分かれてゴールを目指すのだ。途中、チェックポイントでスタンプをもらわなければならなかった。いわゆるラリー制だ。くだらないイベントだったが、それなりに楽しかったことも覚えている。クラスが替わったばかりで、初めて喋しやべる生徒と和わ気きあいあいと歩けたのだ。

　ふと思った。このゲームもラリーの体系を取っているのではないだろうか。チェックポイントの扉をくぐり、ゴールへの扉を目指す。

　そのゴールの扉の向こう側には何があるのか。

「確かあの自動販売機を南だったな」

　沖田が目め印じるしにしていた青いカラーの自動販売機から南にしばらく進むと、目標の扉が見えてきた。生徒たちから歓かん声せいが上がった。

　砂さ漠ばくにぽつんと扉だけが置かれているというシュールな光景。扉は真っ赤なペンキで塗ぬりたくられているような安っぽい感じで、Ⅰとローマ数字でナンバーが書き殴なぐってあった。

　生徒たちはその扉をぐるっと取り囲む。

　美鈴が扉に近づいた瞬間、頭上に光が飛んだような気がした。

「こんにちは」

　はっと上を見る。扉の上には、初期設定で登場した妖よう精せいが座っていた。

　妖精は扉の縁へりに座り、じっと美鈴を見ている。

「撃たないで。敵キャラクターじゃないわ」

　美鈴は銃を構えた生徒を制した。初期設定のガイドキャラクターは生徒によって違い、妖精からガイドを受けたのは美鈴を含め数人だけだった。ゲームには様々なキャラクターが用意されているようだ。

「久しぶりね」

　美鈴は妖精に言った。

「はい。次のマップに行くようだったので助言に来ました」

「ありがとう」

「いいえ、関かかわっていた別件のゲームが終わって、暇ひまになってしまいましたから」

　妖精の言葉の意味が分からず、美鈴は首を傾かしげた。

「それで、この扉の向こうが次のマップでいいのね」

「はい。メインマップです」

「向こうはどうなっているの？」

「ルールは変わりません。マップには沢たく山さんのソルジャーがさ迷っています」

「ソルジャー？　敵キャラクターのこと？」

「そんなものです。お気をつけて」

「向こうにも街まちはあるの？」

「扉を抜けたら北に向かうといいでしょう。すぐに街が見えるはずです」

　イデアがいた街のような拠きよ点てんがあるのだ。

「そう、基本的ルールは変わらないってことね。問題はないわ」

「はい、問題ないようでしたよ、ウフフ……」

　妖よう精せいは意味ありげな言葉を残して飛び去った。一瞬にして光の粒となり視界から消えた。

　美み鈴すずはしばらく妖精の消えた空を目に映しながら、気を取りなおして口を開いた。

「行きましょ。所しよ詮せんゲームだわ」

　美鈴が扉を一気に開くと、生徒たちがざわめいた。軋きしんで開いた扉の向こうは宇宙空間のように見えた。チカチカと小さな光が点てん滅めつしている。

「私から行くわ。みんなは自分のタイミングで入ってきて」

　そう言い、美鈴は一瞬だけためらってから扉を抜けた。チクチクと頭を針で刺さされるような感かん触しよくのあと、頭の中でカチンとテレビのチャンネルを変えたような妙な感覚。

　次の瞬間、美鈴はひとりぽつんと立っていた。

「……」

　目に飛び込んできたのは鮮あざやかなグリーン。緑のペンキをぶちまけたような草原だった。所々に低い木が生えている。

　美鈴はギョッと横を見た。隣にいきなり真ま央おが出現したのだ。

「あれ……？」

　真央は目をごしごしと擦こすっている。しばらく待っていると、他ほかの生徒も周囲に出現し始めた。美鈴に続いて扉をくぐってきたようだ。生徒たちはぽかんと周囲の景色を眺めている。

「すごいね、本物みたい」

　真央の言うとおり、先ほどのシンプルな景色よりは各段にリアリティーが増している。葉を揺らす木々に、遙はるか遠くに見える山々、青い空に白い雲。風に揺らめく草の一本一本もデータで管理しているのだろうか。ほんの少しだけ、草の匂においがするような気もした。

「行こうぜ、そろそろさ」

　生徒たちの中から声がでた。戸と惑まどっていた生徒たちは、妖精の言った北の方向へと進みだす。方位はウインドーを開けば分かるのだ。

「どうするの？」

　女子生徒が美み鈴すずに聞いてきた。

「行こう。まずは拠きよ点てんを探さないとね」

　美鈴は残りの生徒たちを促うながした。風に髪がさらりと流れた。

「前のマップよりもいい気分だね」

　にこにことした真ま央おが美鈴の隣を歩いている。左手を差し出してきたので手を繫つないだ。そんな様子を、最後尾を歩いている沖おき田たがちらりと見た。

　少々ばらけつつも、全員でまとまりしばらく進む。先頭を歩いていた生徒が声をあげた。

「あれじゃねえか？」

　視線を向けてみると、進行方向に灰色の何かがぼんやりと見えた。さらにしばらく進むと、それの輪りん郭かくが見えてくる。灰色の建造物。壁のようだった。あれがメインマップの街まちだろう。

「走ろっか」

　真央が先を指ゆび差さした。

　その時、風の音をかき消し轟ごう音おんが鳴り響いた。

　鼓こ膜まくを振動させたまま呆ぼう然ぜんと棒ぼう立だちする。次の瞬間、悲鳴が上がった。このフィールドにはなかった赤い色が視界に散った。

「伏ふせろ！」

　声が響いた。悲鳴を上げて倒れ込んだ女子生徒の肩から真っ赤な血が派は手でに飛び散っていた。さらに轟音。美鈴はやっと気づく。

　敵キャラクターの攻撃なのだ。妖よう精せいの言っていたソルジャーだ。

　美鈴は銃を取ろうとしてバランスを崩くずした。右手がふさがっている。状況をつかめない真央は、美鈴の右手をきつく握りしめて硬こう直ちようしていた。

　ヒュンと音がし、足に鈍にぶい衝しよう撃げきを感じた。

「きゃっ」

　悲鳴を上げたのは真央だった。呆然とする美鈴に、真央は歪ゆがめた顔を足下に向けた。

「ああっ」

　今度は美鈴が悲鳴を上げた。自分の太ふと腿ももが真っ赤に染まっている。撃たれてしまったのだ。

「伏せろって」

　どんと突き飛ばされ、美鈴と真央は草地に転ころがった。ふたりを突き飛ばした沖田も横で伏せて銃を構えている。

「痛い……」

　感じるはずのない痛みを感じた。じんじんと痺しびれるような不快な感覚。

「撃て。反撃するんだ」

　沖田が言った。

「どこ？」

　沖おき田たは答える代わりに銃を撃った。銃声と悲鳴。集団は一瞬にして制せい御ぎよを失った。血ち飛沫しぶきが舞った。敵の銃弾かは分からない。密集した中で、極めて無む秩ちつ序じよに弾だん丸がんが飛び交っている。

「落ちついて！　やたらに銃を撃ったら駄だ目め」

　美鈴は叫んだ。

「女子は口を閉じて伏ふせ。残りは敵を確認して弾たまを撃って！」

　美鈴はそう叫び、草地を転ころがるように移動する。

「大丈夫よ。頭を低くしていれば当たらないわ。悲鳴を上げると場所が分かっちゃうから静かにして」

　まずは悲鳴を上げていた女子生徒たちを落ちつかせる。徐じよ々じよに集団の混乱は収まってくる。奇き襲しゆうを受けはしたが、今までと同じゲームなのだ。

「敵はどこだ？」

　未いまだ敵の確認ができずにいる男子生徒が言った。確かに弾は飛んでくるが、姿は確認できないのだ。

「たぶん相手も伏せているのよ。でも、数は少ないわ。こっちが有利よ」

　美鈴は、真ま央おと沖田に合図を送り、草地を這はいずり慎しん重ちように移動した。別アングルから攻撃したほうが効果的だ。

　美鈴たちは激しい銃声に紛まぎれるように移動し、敵の側面へと回る。

「見えた。あそこで伏せてる。あれがソルジャーだわ」

　沖田が指を差した。美鈴はうなずき、真央と共に銃を乱射した。

　グリーンを背景に真っ赤な血が散った。

「当たった……あ！」

　その場所にいたソルジャー含め、数体の影が動いた。低い体勢で草の陰かげに消えていく。

「動きが速いわ」

「ぬいぐるみじゃなかったね。ソルジャーだっけ？　私たちと同じように迷めい彩さい服ふくを着ていたような感じ」

　真央が首を傾かしげている。

　依い然ぜん銃声が響いている。生徒たちがまだ銃を撃ち続けているのだ。

「──撃つのやめて。様子を見たいわ」

　もう数発銃声が響き、その後の静せい寂じやく。辺あたりがシーンとなった。しばらくして風の音がやっと聞こえた。

　美鈴は息を吐いてから、すっくと立ちあがった。

「もう大丈夫よ」

　近くで不安げにしている女子生徒たちに言ってやった。

「足、平気？」

　真ま央おが美み鈴すずの足を指ゆび差さす。太ふと腿ももはびっしょりと血に濡ぬれていた。ゲーム内でも恐怖と死を連れん想そうさせる赤。

「ええ……でも、なんか歩きづらいわ」

　ヒットポイントゲージのウインドーを開いてみる。数値を確認すると軽傷の部類だったので安あん堵どする。しかし妙に足が重く感じた。怪け我がに連動して、現実でも足がシートに締めつけられているのかもしれない。

「行きましょう。弾たまも少なくなったし、とりあえず街まちに入ったほうがいいわ。次に敵が来ても迎げい撃げきしやすいし」

　美鈴は先の拠きよ点てんを指差した。すでにそこを目指している男子生徒もいる。全弾を発射し、頭にバツマークを点てん滅めつさせている生徒も数人いた。

　美鈴は真央に支えられ歩きだした。

「どうしたのよ」

　脇わきで考え込んでいる沖おき田たを見た。

「あの敵、ちょっと違ったよな」

　沖田はすでにソルジャーの消えた草原を見ている。

「練習は終わりってことでしょ。敵もレベルアップするのよ。ゲームにはありがちだわ」

「それにしたって……」

「あとで考えればいいじゃない。行くわよ」

　美鈴は沖田の背中を叩たたいて先を急いだ。

　近づくと二メートルほどの高さの石壁が周囲を威い嚇かくするように建っているのが確認できた。正面に石造りのゲートがあり、そこから生徒たちは中に入っていった。

　ゲートからは石いし畳だたみの道が延のびている。道の両サイドには張りぼてのような石造りの建物が立ち並び、細い路地がいくつもあった。

　しばらく石畳を進むと開けた場所にでる。円形の広場のようなスペース。中央にキラキラと光るものがあった。見ると噴ふん水すいが光の粒を撒まき散らすように水を放出している。その中心に人にん魚ぎよのモニュメントが微笑ほほえんでいた。

　美鈴は広場に立ち、ホッと一息ついた。生徒たちは広場に散らばり、それぞれ会話をしたり周囲を観察したりとしている。先ほどの奇き襲しゆうの驚きが冷め、少々弛し緩かんした空気が流れだした。

「もういいわ、サンキュー」

　美鈴は、未いまだに体を支えてくれている真央に言った。すでに血は止まっていた。時間が経たてば、自然に治ち癒ゆするのだ。

「あれ？」

　そんな真央は、広場の片かた隅すみを見てきょとんとしている。美鈴もその視線の先を見て顔をしかめた。

　広場の端で何やら妙なキャラクターが動き回っている。

「ちょっと」

　美み鈴すずは、沖おき田たにちらっと視線をやってから、銃を構えて歩み寄る。それは石いし畳だたみに積み上げられたダンボールを、広場に面した建物の中に運び込んでいた。

「忙いそがしい、忙しい……」

　そうつぶやいて動いていたのは、ウサギのようなキャラクターだった。あの初期設定の部屋で見たウサギかもしれない。

　そのウサギは、自分に向けられた銃に気づいて、「ひゃあ」と、ダンボールを倒してしりもちをついた。

「ちょっと、待ってくださいよお」

　ウサギが美鈴に向かって首を振った。

「言葉が分かるの？」

　美鈴は銃を向けたままウサギを見下ろす。

「だって、私がこの街まちのショップの店員ですから、会話ができないと商売にならないですよお」

　ウサギは怒ったような表情で、建物を指ゆび差さした。建物には黄色いキャノピーがあり、そこにＳＨＯＰと彫ほられた鉄の看板が吊つり下がっている。中はやはりカウンターとなっていた。

「イデアじゃないのね」

「イデアさんは、テストマップの店員さんですからねえ。私はこの店の、まあアルバイトのようなものです。ついさっきまで別の仕事をしてたんですけど、トラブルでこっちの仕事につくことになったのです。これからよろしくお願いしますね」

　ウサギはぺこりと頭を下げ、美鈴に名めい刺しを差し出した。名刺にはショップとあり、下に店のだろう電話番号が表記されていた。

「ここで弾たまやアイテムを買うのね」

「はい、そうですよ。この街は先ほどできたばかりで、ショップの準備も忙しいのです」

　ウサギは再び、ダンボールをショップの中に運び始めた。

「馬ば鹿かっぽいキャラクターだな」

　沖田が苦にが笑わらいをしている。

「おまえもな」

　ウサギは店から顔を出し、むっとした様子で言い返した。




　　　　　＊




「こちらガーネット。標ひよう的てき確認。ノーマル二体、十二時方向」

　美み鈴すずは自動販売機に寄りかかりながら、小さな箱状の無線機に呼びかけた。

「こちらトパーズ、了解です」

　無線機から返答があった。

　美鈴は草原の中でひとり立っていた。脇わきには自動販売機と電話ボックスが設置されている。その障しよう害がい物ぶつに身を隠かくしつつソルジャーを窺うかがった。

　上下緑の単色の服を着た男性キャラクターが二体。ヘルメットや防弾チョッキなどの物もの々ものしい装備でこちらに歩いてくる。すでに美鈴を発見したようだった。

　このソルジャーはやりやすい。

　美鈴はもう少しだけソルジャーを引きつけ、自動販売機の陰かげから飛び出し銃を発砲する。

　銃弾は当たらず、美鈴はすぐに販売機に隠れる。ソルジャーは回かい避ひ行動を取るよりも、銃を撃ちながら距離を詰めてきた。しかし、その動きは美鈴たちに比べて各段にのろい。

　ソルジャー二体が販売機に接近した時、その背後で立ちあがる人影。草の陰に潜ひそんでいた真ま央おが、ソルジャーの背後から銃を乱射した。

　背中から銃弾を受けたソルジャー二体は、のけぞるように地面に倒れると、真っ赤な血を撒まき散らしながら消滅した。

　美鈴はもう一度周囲を窺ってから、真央に向かって親指を立てた。真央も、にこりと笑い返す。

「余よ裕ゆうだね」

「ノーマルはね」

　美鈴はうなずいた。

　このメインマップに移行し現実の時間で二日ほど経過した。このマップの状況は詳くわしく分からなかったが、生徒たちに混乱はなかった。シートからログインをし、ゲームを続ける。それだけのことだった。

　美鈴も変わらずゲームを続けている。街まちの近くにあった、この自動販売機のポイントを利用し、ソルジャーを狩かり続けていた。

　しかし、ゲーム内容は微妙に変化していた。

　最大の違いは、敵の変化。テストマップとは違う敵の強さ。メインマップに入り、奇き襲しゆうを受けた時の敵の強さは尋じん常じようではなかった。そして、その後も、その敵との小こ競ぜり合あいは数回ほどあった。こちらに死者がでることはなかったが、こちらも敵を倒すことはできなかった。

　さらに、ゲームを進めることで別のタイプのソルジャーも発見した。それは、先ほど美鈴と真央が協力して倒したそれだ。テストマップの着ぐるみよりは複雑な動きをするのだが、反応は少々鈍にぶいのだ。割合に簡単に倒すことができた。

　二種類の敵。

　美鈴たちはそう解釈していた。このマップには、強さの違う二種類のソルジャーが存在する。

　強い側は、表現するなら美み鈴すずたちと同じような印象だった。交こう戦せんで正面から顔を合わせることはないので確認がしにくいが、服装は迷めい彩さい柄がらが多く美鈴たちに似ていた。反応も素早く状況の判断力が高い。さらに、仲間同士綿めん密みつなコミュニケーションを取っているようで、チームワークよく襲ってくるのだ。

　それに対して、先ほどの敵は反射神経に欠かける。言うなら、弾丸たまの危険を感じずに襲ってくるような感じだ。ボディーは例えるなら人形のようだった。シンプルなボディーと顔。粗あらいポリゴンで構成されたかのようだった。服装もバラバラで、戦闘服からジーンズやパーティードレスまであった。

　生徒たちは、強いほうのソルジャーをエクストラ。弱いほうのソルジャーをノーマルと呼んで区別していた。

　美鈴たちは、もっぱらノーマルをターゲットにしていた。ただし、標ひよう的てきの数は少なかった。マップを歩いても、そう簡単に遭そう遇ぐうしないのだ。

　ノーマルを倒しにフィールドを探しまわりたいのだが、エクストラに遭遇してしまうため、狩かりはもっぱら拠きよ点てんの周囲に限定された。

　そのため、最近の生徒たちはオーレを稼かせげていない。稼いだオーレも弾だん丸がん補給やクラブカード交換できゅうきゅうとした現状がある。

　美鈴は稼いだオーレをクラブカード購入には当てず、アイテムや弾丸購入に費ついやしていた。

　ショップでは様々なアイテムが売られるようになっていた。例えば美鈴が利用している無線機。それは、離れている仲間と連絡が取れるアイテムだ。使用の際、五桁ケタの数字のナンバーを合わせる。周波数のようなもので、同じナンバーの無線機とコミュニケーションが取れるのだ。他ほかにも夜に使う暗あん視しスコープや、遠くを警戒するための双そう眼がん鏡きようなど。

「向こうに行くと、もっとノーマルがいるらしいよ」

　真ま央おが西の方向を指ゆび差さした。

「でも、そっちはエクストラも多いでしょ」

　美鈴はフィールドを見つめた。西側に傾きかけた太陽が見えた。西側に行くほど、エクストラとの遭遇率が高まるのだ。美鈴も数回遭遇していた。

　他にも気づいたことがあった。

　エクストラとノーマルのソルジャーは、お互い敵同士のようなのだ。二つの種類のソルジャーが交こう戦せんをしている場面を見たのだ。基本的に味方同士でも戦えるこのゲームシステムなのだが、あの場面はどういった意味なのだろうか。

　同時にエクストラの知能の高さにも驚く。相手は、美鈴たち生徒の強さを察さつ知ちし、強ごう引いんに襲ってこなくなった。交戦はするものの、自らを守るため、とそんな感じだった。高度な学習能力もあるのだ。

　そんな状況下で、生徒たちはなんとかバランスを保っていた。生徒サイドも、無理にエクストラを攻撃することはなかった。エクストラとの交こう戦せんは、弾たまを消費するだけで得るものは何もないのだ。

　エクストラとの交戦を避ける理由は他ほかにもある。それは、交戦において死の可能性があるということ。未いまだに生徒に死者はでていない。しかし、死の恐怖だけは増ぞう殖しよくしていった。

　ゲームオーバーのペナルティーは？

「ねえ、暗くなる前に戻ろっか」

　真ま央おが言った。

「そうね。ログアウトして、シャワーでも……」

　美み鈴すずは街まちのほうを向いて顔をしかめた。

「どうしたの？」

「銃声が聞こえるのよね」

「街の周辺でやってるのかな」

「それにしては大げさね」

　銃声は散さん発ぱつ的てきなものではなかった。連続した発砲音が響き渡っている。

「まさか……」

　美鈴はきびすを返して、自動販売機に走った。販売機の脇わきにある電話ボックスに駆け込みボタンをプッシュする。

　美鈴は緑色の受話器を耳に当てたまま、数回のコールを聞いた。

「はい、こちらショップ」

　五コール後に電話に出たのは、ショップのウサギだった。

「ねえ、私だけど」

「あのう、ちょっと忙いそがしいんですけどお」

「いいから、沖おき田たいる？　沖田宗そう司じ」

「えっと……あ、今、弾丸たまを買いに来ましたけど」

「電話に出しなさい」

　美鈴はウサギを怒ど鳴なりつけるように言った。数秒の保ほ留りゆう音おんの後、沖田の声が聞こえた。

「はい俺おれ。今ちょっと忙しいんだけどなあ」

「沖田？　ねえ、何か変わったことない？　街の方向で銃声が聞こえるんだけど」

「あー、エクストラが徒党パーテイを組んで襲ってきてさ、みんなでゲートを守ってる」

　美鈴は目を見開いた。そこまで攻撃的なプログラムが組まれているというのか。真央も気になるのか、美鈴の隣で受話器に耳を近づけている。

「大丈夫なの？」

「ちょっとまずいな。守備の布ふ陣じんがバラバラでさ。戻ってきて、いつものようにまとめてくれよ」

「あんたがやんなさいよ」

「俺おれはそんなキャラじゃないし──あ、レベル１の弾丸たま十発ね」

　分かりましたー、とウサギの声が聞こえる。ショップも忙いそがしそうだ。

「ヘボ野や郎ろうね。いいわ、私と真ま央おでフォローする。あんたもいつまでも電話で喋しやべってないで戦いなさい」

　美鈴はガシャンと受話器を叩たたきつけると銃を手に取った。

「行くの？」

「ええ。クラスメイトを助けないと」

　美鈴はうなずいた。それに、もしもエクストラにあの場所を占せん拠きよされてしまったら、との思いもあった。その場合、美鈴たちはログアウトの扉を使えなくなってしまうのだ。エクストラにそこまでの知能があるとは思えなかったが、そんなプログラムを組んである可能性も否定できない。

　美鈴と真央はうなずき、腰を低くし移動を開始した。

　近づくにつれて、徐じよ々じよに銃声が大きくなる。

「見えた。やっぱりエクストラ」

　街まちのゲート付近で激しい銃撃戦が行われていた。木や草の陰かげに隠かくれつつ攻撃しているソルジャーに対し、生徒たちはゲートの陰から迎げい撃げきしている。

　美鈴はソルジャーの背後から忍しのび寄り、慎しん重ちように照しよう準じゆんを合わせる。

「結けつ構こう数がいるね」

「静かに……」

　美鈴は戦闘状況を窺うかがいつつ目を見開いた。

　エクストラと美鈴たちが呼んでいるソルジャーは、あまりに自分たちに似すぎていた。自由な服装やリアルに再現されたボディーや顔のパーツ。

　もともと疑問があったのだ。あのシェルターのような密室に閉じ込められているのは、美鈴たち二年二組の生徒だけなのかと。

　バラバラに砕くだけていた思し考こうの断だん片ぺんが集まり始めた。

「美鈴ちゃん」

　真央が顔を歪ゆがめている。交こう戦せんはさらに激化し、街を防衛する生徒たちにも被害がで始めた。戦い慣れているのか、攻撃側のコンビネーションは整っていた。

　美鈴はうなずき、ソルジャーの背後から銃を乱射した。

　背後からの攻撃に一気にパニックに陥おちいるソルジャー。愕がく然ぜんと立ちあがった一体のソルジャーに対し、美鈴はさらに銃を撃つ。弾だん丸がんは足に直撃し、ソルジャーは膝ひざを折って地面に転倒した。

　美鈴は真央に合図を送りながら、さらに銃を撃ち続ける。統とう制せいを乱すソルジャーサイドの状況を察さつ知ちした生徒も反撃にでる。無む造ぞう作さにばら撒まかれる弾丸に威い嚇かくされ、徐じよ々じよに攻撃サイドは後こう退たいする。

　ついに、エクストラソルジャーは、街まちの攻略を諦あきらめ、銃を撃ちつつ逃走を選択した。

「逃げたよ」

　真ま央おが親指を立てた。

「まだいるわ」

　美み鈴すずは立ちあがりかけた真央を制し、草地を移動し銃を撃った。

　悲鳴が上がり、草地につんのめったソルジャーがいた。足を撃たれてバランスを崩くずしたのだ。美鈴はゆっくりと立ちあがり、標ひよう的てきへと歩み寄る。

「危ないよ」

「大丈夫。もう弾たまはないわ」

　ソルジャーの頭上には、弾だん丸がんが尽きたことを知らせるバツマークが点てん滅めつしていた。

　美鈴は街から状況を窺うかがう生徒たちに手を振り合図を送ると、銃を構かまえながら逃げ遅おくれたソルジャーに近づいた。

「動かないで。逃げなければ撃たないわ」

　美鈴は銃を向けつつ、草地にうつぶせに倒れているソルジャーに言った。

「言葉が通じるわけないよ」

　真央が顔をしかめている。

「言葉が分かるのか？」

　そのソルジャーは振り向き言った。その顔を見て、真央と美鈴は声をあげた。

「あんたって……」

　同時にソルジャーも声をあげた。

「君は……」

　知っている顔だった。話したことはないが、顔を見たことはある。

「よお、ナイスだったな」

　呆ぼう然ぜんとしている中、沖おき田たがへらへらと笑いながらこちらに向かって歩いてきた。

「あれ、変な雰囲気だな。なんか捕まえたの？」

　沖田は美鈴と真央の表情を見て首を傾かしげている。

　そんな沖田を見て、ソルジャーが顔を上げた。

「沖田」

「……三組の司し馬ばじゃねえか」

　沖田がさすがに啞あ然ぜんと声をあげた。







　彼は三組の司馬という男子生徒だった。

　それで全すべては判明した。エクストラと呼んでいたソルジャーは、敵ではなく、二年三組の同じ学校の生徒だったのだ。彼らは、美み鈴すずたちと同様に、不ふ条じよう理りにシェルターに閉じ込められ、同じく配給が停止した。そして、このゲームに参加をしたのだ。

　もちろん三組も他ほかに生徒がいるとは知らずにいた。ゲームに介かい入にゆうしてきた美鈴たち二組に脅きよう威いを感じ、こうして攻撃をしてきたということだった。

「メインマップに入ったのは四日ぐらい前だったかな。それから敵を倒してオーレを稼かせいでいたんだけど、突然強力なタイプの敵が出現したんだ。だから、僕らも警戒していた。それが、君らだったとは分からなかったよ。それにしても、同じ立場の友達がいてよかった」

　ここはまだゲームの世界。逃げ遅おくれた司し馬ばを、二組の拠きよ点てんの街まちに連れてきたのだ。生徒たちは司馬を囲むように、噴ふん水すいの広場で話している。皆は興奮気味だ。それは当然だった。この状況に押し込められたのは自分たちだけではないという事実発見と安あん堵ど感かん。

「ねえ、全部のクラスがこの状況なの？」

「それは……分かりませんねえ」

　ショップのウサギが首を振った。

「本当は知ってるんでしょ」

　美鈴はショップのカウンターに寄りかかりながら生徒たちの輪を眺めた。

「でも、よかったね。これ以上争あらそわないですむし、いろいろ相談できるよ」

　真ま央おの表情は明るかった。美鈴はそんな真央を見つめて、逆に自分の思し考こうの温度低下を感じた。二組の他の生徒も、真央と同じように笑みを浮かべている。そんな無む邪じや気きな思考に対する冷え。

　これはゲームだ。ゲーム中の要素が、すべて自分たちがコントロールできるとは限らない。ポーカーの相手は、友達であって、同時にゲームでの敵ではないか。

「……とにかく戻って伝えるよ」

　司馬の声が聞こえた。

「ちょっと待ってほしい」

　美鈴は生徒たちの輪の中に入っていった。

「いろいろ質問があるのよ」

「そんなのは、あとでいいんじゃねえか」

「ちょっとだけよ」

　美鈴は生徒を制して司馬と向かい合った。

「三組の状況はどう？　ゲームは順調？」

「ああ、敵が沢たく山さんくる場所があって、そこで戦ってる。だから、オーレとかは稼げてるよ」

「誰だれか、ゲームで死んだ人はいる？」

「いや、慎しん重ちようにやっているから誰もいない。だから、死んだらどうなるかは分からないんだ」

「三組は……誰だれを中心にゲームをしているの？　中心ていうか、リーダー的な……」

「伊い集じゆう院いんかなあ」

　司し馬ばは考え込んでいる。伊集院という男子生徒は知っている。シンプルに表現すると、評判のよい生徒。教師からも好すかれる模も範はん的てきな生徒だ。

「じゃあ戻っていいかな。ゲームマップを歩いて戻ってもいいけど、ログアウトしたほうが早いかな。扉、あるんだろ？」

「駄だ目めよ」

　美み鈴すずは司馬の言葉に首を振った。

「え、なんで？」

「マップを戻るのも、ログアウトも駄目。勝手に強制シャットダウンをしたら残ったボディーを銃で撃つわ」

　美鈴の言葉に生徒の表情が固まった。一瞬の沈黙の後、周囲は騒そう然ぜんとする。

「おまえ、なに馬ば鹿かなこと言ってんだよ」

　目の前にいた草くさ加かが睨にらんでいる。

「議論をしたい。私たちはそうしなければいけないわ」

　美鈴は周囲の生徒を威い嚇かくするように視線を投げた。それから沖おき田たを呼び、司馬を生徒たちから離してもらう。

「……聞いたでしょ。三組は私たちと同じ状況だった。要するに、あのチェス盤ばんを使ったゲームをやっていた。あの時、私たちは協力した？　違うでしょ。攻撃しあっただけ。あのゲーム、今振りかえれば人間の感情を表現していたように思えるわ。攻撃的な人間の感情をね」

「だからって、どうするんだよ。対話をしないわけにはいかないだろ」

「三組とコミュニケーションは取るわ。だから、そのことについてこれから話し合う。……でなきゃ、今回もゲームに敗北することになる」







　美鈴の背後には、相変わらず画面に表示されたイデアがいる。メインマップへの移行に伴ともない、売り出されるアイテムの種類も増加していた。

　美鈴の前では、生徒たちが座り、じっと視線を向けている。真ま央おは困ったように美鈴の横に立っている。

　綿めん密みつな話し合いを持ちたかったので、美鈴たちは現実へとログアウトしてきたのだ。司馬は、ゲーム世界で沖田に見張らせている。

「ねえ、美鈴は何を心配しているの？」

　女子生徒が戸と惑まどったように口を開いた。

「三組を攻撃しようってのか？」

　草くさ加かが吐き捨てる。

「その選せん択たく肢しはないわ」

　美み鈴すずは首を振った。周囲の安あん堵どしたような空気。

「……少なくとも、私たちはそれを選択はできない」

　不ふ穏おんな風が流れた。

「どういう意味？」

「三組の立場なら、その選択はありだったわ」

「三組が攻撃してくるっていうのか？」

　美鈴は質問にうなずいた。

「でもさ、さっきの三組の攻撃は、ここにいるのが二組だって知らなかったからよ。司し馬ば君だって、驚いていたもん」

「そうね──でも、それがなんの関係があるのかな」

「でも……」

「あの事実は、三組にとって私たちが邪じや魔まだった。そう表現しているのよ。それは、あのゲームの中で紛まぎれもない現実。あのチェスのようなゲームと同じくね」

「あれとは違うだろ」

　草加が声をあげた。隣には山やま本もと麗れい奈ながちょこんと座っている。

「同じだわ。例えば前回のチェスのようなゲーム、相手が三組だからって協調できたと思う？　きっとできなかったわ。だって、別の場所にいる彼らを、どうやって信用すればいいの？　今回のバーチャルゲームも同じ。ゲームを介かいして交流しているけど、基本的にはチェスの駒こまを介してコミュニケーションをしているのと、なんら変わりないわ。必ずまた争あらそうことになる。今回も同じ失敗を繰り返すつもり？」

「友達同士で争うわけないだろ」

「そう思う？　現に争うべき要素は存在するわ。ノーマルのソルジャー。それが、メインマップの唯ゆい一いつの標ひよう的てきだわ。エクストラは三組の生徒だったからね。でも、それはテストマップと同様に限られたパイであったとしたら」

　総数が限られている。でなくとも、数はコンピューター側に厳げん格かくに管理されている可能性が高い。

「まだあるわ。ゲームのゴール。それが何かははっきりと分からないけど、争い勝ち得るべきものだとの可能性がある。そして、一番大きいのは怯おびえ」

「……どういうこと？」

　誰だれも口を開かないので、真ま央おが聞いた。

「ゲームで負けたペナルティー。まだ判明していないわ。でも、ゲームに参加をせざるを得ないわよね。配給もあるし。……私は怖こわいわ。ペナルティー云うん々にんよりも、ゲームだとはいえ、死ぬってことはね」

「だからこそ、争あらそうわけないよ」

　生徒たちはその意見にうなずく。

「だからこそ、恐れの元げん凶きようをなくそうって考えもあり得るんじゃないかしら。考えてみて。誰だれだって人と争いたくはないし、傷つけたくもないわ。でも、世の中に争いはなくならない。それは、恐れからだわ。恐怖が人を突き動かす。傷つけられるのが怖こわくて、人を傷つけるのよ」

「……だから、先に攻撃する？」

　沈黙の中、ぽつりと男子生徒がつぶやいた。

「そんなつもりはないわ。私は友達を裏切りたくはない。それに、現実的に争うにはコストが掛かりすぎる。だって、あれだけ争って、死者はでていないでしょ。それに、さっき言ったとおり、私たちは争いを選択することはできないって」

「だから、それはどういう意味だよ」

　焦じれた声が上がった。美み鈴すずは目にかかった前髪を人差し指で払いのけ言った。

「交こう戦せんのカードを提示できないということよ。さっきの交戦で、私たちの弾だん丸がんはほとんど尽きているはず。みんなクラブカードに変えたりして、オーレの貯金だってないでしょ。一方三組は──聞いたでしょ。豊富なソルジャーを倒して満たされている。オーレも相当に貯ためているはずだわ」

　状況は圧倒的に不利なのだ。先ほど三組を撃退した代だい償しようはあまりに大きかった。

「もう一回攻め込まれたら、私たちは何もできない」

　美鈴の言葉にクラスは沈黙した。重い空気と、不安げな生徒たちの表情。美鈴はそんな光景を見て、一種の満足感を得た。丁てい寧ねいに言葉を紡つむいでやり取りした結果。自分の言葉は、クラスメイトの心に浸しん透とうするのだと。

「じゃあ、司し馬ば君を解放しないってこと？」

　真ま央おがちらりと美鈴を見た。

「それは危険よ。取り返しに来るかもしれないじゃない」

「解放して、争う気がないことを伝えてもらう？」

「でも、それだと、こちらの情報を与えてしまうだけになるわ。それはさらに危険だわ」

　生徒たちの視線が美鈴に注がれた。不安と不満が入り混じった視線。美鈴は、そんな視線を受け止め、ゆっくりと口を開いた。

「交渉をするわ。誰も争いは望んでいないはず。だから、三組と協定を結ぶ。そして、その交渉は私がやる」
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「ごめんなさい。ただ、慎しん重ちようにしたかったの」

　美み鈴すずは司し馬ばに言った。議論後、間を置かずにゲーム世界にログインしていた。

「いや、それはいいけど……」

　困こん惑わくした表情の司馬は噴ふん水すいの縁ふちに座っている。その隣では沖おき田たが、やり取りに興味なさげに銃を触さわっていた。

「二時間の制約は大丈夫？　大丈夫だったらもう戻っていいわ」

　美鈴は微笑ほほえみかけてやった。そんな美鈴を見て司馬はホッとした表情を取り戻す。

「それで、伊い集じゆう院いん君に伝えてほしい……」

　美鈴は司馬と石いし畳だたみを歩きながら言った。その報告内容を聞き、やはり司馬は複雑な表情をしている。

「それはどういう意味？」

「もちろん信頼し合いたいということよ。私たちは友達じゃない」

　美鈴はそう言いゲートの下に立つ。外に人影は確認できない。

「ひとりで戻れるでしょ。弾丸たまは一発だけで充分よ。バツマークさえ消えれば大丈夫。ノーマルタイプなら、交こう戦せんしなくても逃げ切れるわ」

「分かった」

　司馬はためらいながらも、ゲートの外に出ていった。

　そんな司馬の立ち去る後姿を、沖田がゲートに寄りかかって見つめている。

「一いつ緒しよに行って、事情を説明するって手てもあったよな。この境遇は私たちだけじゃなかったのね、って涙を流すとか」

「馬ば鹿か言わないで。そんなやり取りがなんの役に立つっていうの。大事なのは目に見えるものだけだわ」

「目に見える銃弾だけ？」

「何か文句があるの？　私はクラスメイトのためを思ってやっているのよ。だから、私自身が危険を冒あかすの」

「へいへい。交渉が上手うまくいくといいな」

「上手くやるのよ」

「伊集院だっけ。あいつは結けつ構こういい奴やつなんだよな。学校の中庭でモデルガンの撃ち合いやって怒られた時に、かばってくれたんだよなあ」

「教師受けがいいからね」

　美鈴は伊集院というキャラクターを回想した。笑顔を振りまきクラスの中心にいる人物。彼を語る時に引き合いにだすべき出来事がある。それは、伊い集じゆう院いんと付き合っている彼女との馴なれ初そめのエピソード。

　伊集院から告白をしたのだ。それも、二年生で行った弁論大会の時だった。テーマは恋愛について。その場面で、伊集院は彼女に告白をし、弁論大会の最優秀賞のトロフィーと彼女のハートを奪った。

　そんな場面は、周囲の生徒たちには純真な行為と目に映った。リアルで行われる恋愛ドラマに胸を打たれたのだ。

　ただし、美み鈴すずはそれに付け加えるエピソードを持っている。

　美鈴が所属するパソコン同好会での出来事。それはあの弁論大会の約十日前。放課後に真ま央おや沖おき田たとフットサルの練習をしてから、帰り際ぎわにパソコン同好会の部室に顔をだした時のこと。

　部室から出てくる男子生徒の後姿を見た。それが伊集院だった。入れ違いに中に入ると、パソコンデスクに座っている女子生徒がひとりだけいた。

　彼女はこのパソコン同好会を立ち上げた蒼あお井い典のり子こだった。蒼井はフィルターグラスをかけて平然とキーボードを叩たたいており、美鈴に気づくと微笑ほほえんでみせた。

　美鈴が机に腰をかけていると、作業の終わったらしい蒼井が窓際に歩み寄り、オレンジ色に染まった外に視線を向けた。美鈴は立ちあがると、蒼井を背中から抱くような恰かつ好こうで身を寄せ、先ほどのことを聞いた。

　蒼井は振り向きくすりと笑った。蒼井の前髪が美鈴の唇をくすぐった。

「相談を受けたのよ。一年の時、同じクラスだったからね」と、蒼井は言った。

「彼はクラスメイトの女の子に告白されたんだって。それで、どうしたらいいかなってね」

　蒼井はそう囁ささやき、美鈴の耳に息を吹きかけた。ぞくっと全身が痺しびれた。

「彼は臆おく病びようなのよね」と、そう言い、それ以降蒼井は伊集院のことを話題に上げなかった。その後、美鈴と蒼井は窓の外が暗くなるまでふたりきりで部室にいた。

　それだけのことだったが、美鈴は伊集院のあの行動の意味を理解した。

　伊集院は告白されたことを相談する振りをして、蒼井の反応を見たのだ。

　美鈴は、ふふっと笑った。

「な、なんだよ、気持ち悪いな」

　横を向くと、沖田が啞あ然ぜんと美鈴を見ていた。

「うるさいわね。ちょっと考え事をしてたのよ」

　蒼井を好きだった伊集院は、蒼井に告白するという方法を選ばず、歪わい曲きよくな行動を取った。その行動で蒼井が自分に好意を持っていないと気づいた伊集院が彼女にしたのは、あの時告白されたと言った彼女だった。

　要するに、伊集院はいつでも自分を安全圏に置きたがる臆病な人間なのだ。その上、ドラマチックで派は手でなシチュエーションを求めるタイプ。自分の評価はスマートでいて派手でありたい。

　だとしたら、そんな場面を用意してやればいい。

「やらしいこと考えてたんだろ？」

　沖おき田たがにたりと嫌な笑い顔を作った。

「そうね。そっち方面よ」

　美み鈴すずは平然と言った。もう一度蒼あお井いのことを考えた。三組がいるのなら、六組の蒼井だってここにいる可能性はあるのだ。蒼井と触ふれ合あう時の痺しびれるような感覚が少しだけ蘇よみがえった。







　ゲーム世界の時間は生徒たちの焦じれと共に少しだけ進んだ。

　美鈴は夕暮れの草原にひとり立っていた。データ化されゲーム世界に取り込まれたオレンジ色の太陽は、西の山の山頂に重なっている。

　そろそろ約束の時間だった。風が吹き、草と美鈴の髪を揺らす。同時に皮ひ膚ふが風を感じた。その感覚は、直接感じたというより、過去の感覚の再現のような薄っぺらいものだった。

　美鈴は髪をかきあげ正面を見つめた。ゆっくりとこちらに歩いてくる人影がった。緑ベースの迷めい彩さい服ふくの上下。茶色い長髪が風に流れている。

　こちらを見て、小さく手を上げた彼は伊い集じゆう院いんだった。約束どおりひとりでこの地点に来たようだ。

「中なか山やまさんだよね」

　伊集院が美鈴から二メートルほど開けて立ち止まった。

「そうよ、伊集院君」

　美鈴はうなずきつつ周囲を観察した。

「大丈夫だよ。約束どおり、俺おれ以外は二十メートル以内には入ってこない」

　伊集院はそう言った。この条件は美鈴が提示したものだ。まずはゲーム時刻の午後六時にこのポイントでふたりで会う。それ以外の生徒はポイントから二十メートル以内には近づかないと。

　連れてくるな、ではないのだ。つまり、二十メートル地点に生徒たちを待機させろと、そう言ったようなものだ。おそらく、伊集院の二十メートル後で、三組の生徒たちは銃を構かまえて待機しているだろう。美鈴が条件提示でそう誘ゆう導そうしたのだ。当然、美鈴の背後にも生徒たちが待機している。

「隠かくれてないで姿を確認させて。こちらもそうする」

　美鈴は左手を上げた。ちょうど二十メートル後で、二組の生徒たちが体を起こした。

　伊集院は無線機を取り出し指示を出した。少し経たって、同じように生徒たちが身を起こす。ずらっとこちらを向いて並んでいた。

　少々不ふ穏おんな雰ふん囲い気きになった。まるで、銃を向け合い対立しているような構こう図ず。そんな中心に美み鈴すずと伊い集じゆう院いんが立っている。

「話し合いだよね」

　伊集院が言った。

「そうよ、もちろんだわ」

　美鈴は平然と言った。

「ありがとう。話し合いに応じてくれて」

「それは当然だよ。でも、なんでこんな形で話し合いを？」

「こっちの立場からすれば当然なの。だって、私たちは、いきなり拠きよ点てんを襲われたわ」

「それは、知らなかったからだよ。二組の生徒たちだって分かってたらそんなことするはずない。俺おれたちは他ほかのクラスの人たちがいたことを知って、すごい喜んだよ。この状況にいるのは自分たちだけじゃないってさ」

　伊集院は美鈴に微笑ほほえみかけている。データの世界での笑顔の表示。自分は味方だとアピールしている表情。

　美鈴は思った。この場が最後のイーブンの状況だと。これを逃せば、ずっと三組にイニシアチブを握られ続けることになる。そして、まかり間違って交こう戦せんすることになれば、必ずこちらは負ける。

　弱みを見せた人間は、最初は優やさしく受け入れられるが、その後は利用されるだけなのだ。美鈴はちらりと父と母のことを思いだした。もう会うことのできないだろう美鈴の両親。

　六十近くの銃に囲まれる中、美鈴は心を落ちつけ口を開いた。

「論点を言うわ。まずはお互いの関係をどうするか。できれば協調をしたいのだけど。お互い情報交換をしてね」

「それは当然だよ。敵対する理由なんてない」

「そうよね。戦ってもお互いに弾だん丸がんを浪ろう費ひするだけ。だったら、弱い敵をターゲットにしたほうがいいわよね」

「もちろん、そうだよ。協力して敵を倒そう」

「協力？　敵を倒すことに関しては協力はできない気がするの。だってそうでしょ。現実の私たちは、それぞれ別の場所にいるのよ。そこでクラブカードを使って配給を得ている。だから、このゲーム世界では、どうしても摩ま擦さつが起きるわ。どっちが倒すかとか、数の限られたソルジャーの取り合いになって」

「それは、話し合えばいいじゃないか」

「そうね。例えば狩かりのガイドラインを作るとか。お互い拠点を基き点てんとして、境界線を作ったりとね」

「そのほうがいいと思う？　自由に行き来したりせずに」

「私は規則がないほうがいいとは思うわ。でもね、うちのクラスメイトは怯おびえているの。あの奇き襲しゆう攻撃でね。だから、ルールを作り、そのうちに信用できるようになったら、自由に交流しようと。そう話し合ったの」

　伊い集じゆう院いんはうなずいた。強ごう引いんに攻撃を仕し掛かけたという負おい目めもあるようだ。

「それで、境界線とかの具体的な意見はあるのかい？」

「ここがお互いの拠きよ点てんからの中間地点だから、ここにラインを引けばいいと思う。一定期間はお互いの領りよう域いきを侵おかさないとね」

「そうだね。それでいいと思うよ」

　伊集院はあっさりと返答した。もともと彼に確固たる意見などないはずだ。ただ、クラスの代表として、この場に出てきて意見を交わした。そんな事実だけが必要なのだ。

　だが美み鈴すずはそんな生なま温ぬるい話し合いをする気はなかった。場に賭かけられたチップは彼の意思とは無関係にレイズされる。

「ありがとう。そう言ってくれると思ったわ」

「当然だよ」

　伊集院は笑顔で手を差し出し握手を求めた。美鈴は首を振った。

「でもね、そういう約束って口約束だけじゃ駄だ目めだと思うわ。私は言葉は信用できない。目に見えないものだから」

「でも、信用しなくちゃ。俺おれらは友達だよ」

「友達だからこそだわ。この異常な状況で、私たちの関係を少しでも崩くずしたくない。そんな気持ち」

　美鈴はじっと伊集院を見つめた。

「どういう意味？」

　伊集院もさすがに笑みを消した。

「提案したいの。クラスメイトの交換を」

「人ひと質じち？」

「お互いのクラスからひとりずつ生徒を交換する。その人質が、規則を守る抑よく止し力りよくとなるわ」

「そんなことできない」

「人質っていう言葉が嫌なら、もっとソフトに表現してもいいわ。交換したところで、乱暴するわけはないし、ルールを破ることもない。目に見える安心を得ることができるだけ。信用しなくちゃ。私たちは友達よ」

　ひゅうっと風が吹いた。ふたりの間にしばしの沈黙。

「……断るよ。やり方が強ごう引いんすぎるよ」

　伊集院は首を振った。

「どうしても？」

「うん。そんなことをしなくても信頼できるはずだよ」

「交渉決けつ裂れつ？」

「そんなことはないよ。俺おれは戻って、みんなに二組と協調するよう伝えるつもりだよ」

「あなたは戻ることはできないわ」

　伊い集じゆう院いんの表情が引きつった。

「……どういう意味？」

「私の意見が受け入れられないなら、この場で銃をあなたに向けて撃つつもり」

「ちょ、ちょっと待ってよ」

「もちろん待つわ。私はひとを無意味に撃ちたいわけじゃないもの。それに、ゲームオーバーのペナルティーもまだ判明していない。それは、ちょっとした恐怖だわ」

「そんなことになったら、中なか山やまさんだって」

「そうね、確実に私とあなたは死ぬわね。ここで交渉決裂して撃ち合いが始まったら、当然後に控えている生徒たちも銃を撃つはずだわ。この銃の射しや程ていは約二十メートル。射程ぎりぎり。私たちは両サイドから射撃を受けて蜂はちの巣すになる」

「中山さんは何をしたいの？」

　伊集院が少しだけ声を荒らげた。

「話し合いよ」

　美み鈴すずは穏おだやかに答えた。

「これは公平じゃないよ」

「フェアだわ。同じ条件じゃない。ただ、私とあなたでは、賭かけようとしたチップの額に違いがあっただけ」

　美鈴は伊集院を凝ぎよう視ししたまま、腰のホルスターに手をかける。

「……分かった。とりあえず意見を聞くよ」

「そう。よかった。分かってくれて」

「人ひと質じちっていうのは？　俺おれと中山さんが？」

「まさか。三組は伊集院君が欠かけたら混乱するでしょ。そんなことはしないわ」

「じゃあ、誰だれを？」

「私は、佐さ藤とう春はる香かちゃんを指名するわ」

「春香を？」

　伊集院が啞あ然ぜんとしている。

「そう、あなたの恋人の春香ちゃんをね」

「そんなこと……」

「できない？」

「……」

「春はる香かちゃんは、クラスのためにもその役を買ってでるはずよ。そんな女の子だもの」

　美み鈴すずは伊い集じゆう院いんの暗い表情を見て、この交渉の成功を確信した。彼の悲しげな表情は、別れ別れになった恋人の絵を想像している。ドラマチックな悲劇に顔を歪ゆがめているのだ。

「無線機持ってるわよね。それでここに呼んでほしい」

「……そっちの人ひと質じちは？」

「私が選んでいいの？」

　伊集院はしばし考え口を開いた。

「神かん田だ真ま央おさんを指名するよ」

　美鈴はどきりとした。伊集院は沖おき田たを選択すると思ったのだ。二組において、美鈴と一番距離が近く見える男子は沖田だからだ。しかし、伊集院は美鈴に一番近い女子を選択した。それは少々誤ご算さんだった。

「……分かったわ」

　美鈴はうなずき、無線機を取り出した。ここで断るわけにはいかない。

「沖田？」

「どうした？　行けばいいのか？」

　無線機越しに沖田の声が聞こえた。

「真央をよこして」

「神田なのか？」

「そうよ、そうなったのよ」

　美鈴は腹立たしさを抑おさえて言った。横目で見ると、伊集院もぼそぼそと無線機に口を当てている。美鈴は無線機をしまって息を吐いた。

「呼んだよ」

　伊集院も顔を上げて無線機をしまった。

　背後を見る。前に進み出た生徒の姿がある。真央だった。

　向こう側。間を置いて、やっと進み出てくる生徒が現れた。間違いなく佐さ藤とう春香だった。

「……美鈴ちゃん」

　美鈴の背後に歩み寄り、真央が声をかけてきた。

「オーダーが変更されたの」

「そっか」

　真央の声はいつもどおりだ。

　続いて春香が辿たどり着いた。訳わけが分からず伊集院に寄より添そうようにしている。三組の教壇にはいつも花が飾られているという。花屋でアルバイトをしている春香が、いつも教室に花を持ってくるらしい。気の利きく優やさしい女の子、と表現するべきなのだろうか。恋人にするには疲れそうだな、と、美鈴は思った。

　そんな美み鈴すずの目の前で、ふたりは手を握り語らっている。気が済むまで時間は与えてやってもいいが、夜になる前には終わらせたい。

「ねえ、そろそろいいかしら」

　美鈴はふたりに呼びかけた。

「やっぱり行かせられないよ」

　伊い集じゆう院いんは春はる香かに視線を向けたまま言った。

「大丈夫だから。私が人ひと質じちになってすむのなら、それがいいよ」

　気き丈じように笑う春香。

「春香ちゃん、こっちに」

　美鈴は再び呼びかけた。ふたりはまだ手を握り合っている。

「これでよかったのかな」

　真ま央おがつぶやいた。

「あの恋人たちの悲劇のシーンに胸を打たれたの？」

　美鈴は声を潜ひそめて笑った。

「違うよ。私が疑問に思っているのは、美鈴ちゃんだよ」

「なんで？　これしか方法はないのよ」

「美鈴ちゃんは本当にそう思う？　例えば……ちゃんと話し合えば理解し合えるって思ったりしないのかな。言葉を交わしてさ」

　美鈴は目にしたことのない真央の冷たい表情に困こん惑わくした。

「言葉だけなんて信用できるわけないわ。それはただのコミュニケーションの道具よ。都つ合ごうのいいように変化させて使う道具」

「ねえ、美鈴ちゃん……」

「私はクラスのために良かれと思ってやっているのよ」

「そうだよね」

　真央は諦あきらめたようにうなずいた。

「ごめんね。交渉の道具になるのは嫌よね。それは、私もつらい」

「違うよ。それは構かまわないよ。三組のみんなが危ないことするわけないし、でなくても、私は一番の友達として美鈴ちゃんの役に立ってあげたいから」

「ありがとう、真央」

　美鈴は真央の手を握った。

「行かなきゃ」

　真央は軽く美鈴に抱きついてから、伊集院の方向に向いた。

「春香ちゃんも来な。大丈夫だから」

　真央は春香に向かって呼びかけた。その呼びかけに、春香はもう二言三言、伊集院と言葉を交わしてからこちらに向いた。

「真ま央お……」

「安心して、美み鈴すずちゃんの正義は守ってあげる」

　真央は美鈴に微笑ほほえみかけてから歩きだした。同時に春はる香かもこちらに向かって歩き始めた。ふたりは中間点で視線を絡からませてから、それぞれ相手のクラス側へと歩んだ。

「春香ちゃん、おいで」

　美鈴は、不安げな春香の手を握った。

　春香は美鈴に手を取られながら、悲しげに伊い集じゆう院いんへと視線を投げた。そんな表情を見て、少しだけ胸が痛んだ。

　美鈴は真央を見つめたが、真央は向こう側を向いたままだった。

「行くわ」

　美鈴は春香の手を引き、慎しん重ちように後こう退たいした。伊集院も下がり、その距離はどんどん広がっていく。

　交渉は成功したのだ。協定の確かく約やくは美鈴の手にしっかりと握られている。

　日は沈み、周囲を黒く染めていった。真央の姿は闇やみの中に消えた。

　美鈴の心の中も暗くなった。

　その後、春香を連れ二組の街まちまで戻った。これで、今後三組はここを攻めてくることはないだろう。少なくとも、弾だん丸がんを補給するだけの時間は確保できるのだ。

　美鈴は生徒たちと議論を交わした後に、いったん扉からログアウトをした。

　現実のあの部屋で目を覚ます。

　しかし、真央はヘルメットを被かぶり、シートに横たわったままだった。ゲームの世界に存在しているのだ。彼女の心はこの場所にはない。

「……遠くなったね」

　美鈴は真央を見つめた。




　　　　　＊




　美鈴の思おも惑わくどおりに、二組の機能は安定し始めた。

　作られた対立の構こう図ず。二組と三組は決して協調できる集団ではない。そんな事実の中、ただ協定を結んでいる。

　クラス内での役割分担は細分化された。人ひと質じちの春香の見張り。双そう眼がん鏡きようを持ち襲撃を見張る生徒。ソルジャーを狩かりに行く生徒。ログアウトしいったん現実に戻る者。

　そんな役割を交代しあいながら、ゲームを進めていった。

　牽けん制せいする敵ができたことで、二組はシステマチックにまとまりだしたのだ。

　ただし、狩りの成果は芳かんばしくなかった。やはりこちら側のフィールドではソルジャーの数自体が少ないような気がする。それは何故なぜなのか。

　二組の生徒たちは、少ないソルジャーを倒して得たオーレを貯ちよ蓄ちくしだした。今後の有事の危機のために、弾だん丸がんの購入資金を確保しているのだ。

　オーレをクラブカードに回せない状況。生徒たちは一時、節制を強しいられた。しかし、その状態はすぐに解決された。

　弾丸の買い取り。

　ショップが弾丸を買い取ってくれることが判明したのだ。所有している弾丸を一発売れば、しばらく狩かりに出なくて済むほどのクラブカードと交換をしてくれた。

　特に女子はその制度を利用し始めた。美み鈴すずも試しに弾丸を一発だけ売って様子を見た。弾丸はオーレで買い取ってくれなかったのでアイテムと交換した。
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　美鈴はアイテムウインドーを開いて確認する。持てるアイテムは四つまで。

　無線機は一定距離内にいる仲間と連絡が取れる。暗あん視しスコープは夜戦のための保険として持っている。

　アビリティーカウンターとは、対象に合わせると、その対象の価値が表示されると説明を受けた。ソルジャーに使用してみると、オーレが表示された。その数値は、倒したことで得られるオーレだった。試しに生徒に向けてみると、10発、と、弾丸数が表記された。生徒の価値。それは、弾丸で表現されていたのだ。

　さらに気づいたことがある。ショップに売った弾丸の数量は回復することができなかった。美鈴は一発売ったため、九発までしか補ほ充じゆうできないのだ。美鈴の価値も九発ということだ。

「撃った弾たま数かずだけ購入可能です」との、序盤のイデアの言葉はこんな意味だったのだ。

　美鈴は思った。弾丸の総数は、生徒の人数×十発で表現されていた。しかし、ショップに売った弾丸はどこにいくのだろうか。

「大丈夫？」

　美鈴は噴ふん水すいの縁ふちに腰掛け、隣に座る佐さ藤とう春はる香かに話しかけた。春香には首輪がはまっており、鎖くさりが繫つながっている。これは囚しゆう人じんの鎖くさりというアイテムだ。自分で外はずすことはできずに、鎖の範囲以内でしか動き回れない。

「平気だよ。変なことされるわけじゃないし」

　春はる香かは噴ふん水すいの水を触さわりながら笑い顔を作った。

「伊い集じゆう院いん君とは会ってる？」

「なかなかタイミングが合わなくて。でも、こうしていても同じ部屋にいるからいいの」

　春香のはにかんだような表情は可愛かわいらしかった。

「シャットダウンしていいのよ。ボディーさえここにあればいいんだから」

「……でも、あの部屋でひとりだけ起きているのは怖こわくて。ゲームの世界にいれば、美み鈴すずも優やさしくしてくれるし」

「そっか。でも、もう少しで元通りにしてあげるから」

　いつまでもこうしておく必要はないのだ。クラスメイトに危機があるとの前ぜん提ていが受け入れられ、弾だん丸がんや装そう備びなどが充実していった時点で、この形態を終了させればいい。

　お互いにルールを守ったという事実。マイナスの行動とはいえ、ルールに則のつとり共同作業を行ったのだ。この行為が無事に終われば、信用と対等の関係を築くことができる。それプラス、ある程度の距離感。これが重要だ。今後ゲームを進める上でも、ある程度のストレスがあったほうが、クラスをまとめやすいのだ。

　その上で、このゲームを調査する。

　なんのためにこのゲームが存在するのか。それは、未いまだに判明してはいない。そして、ゲームのゴールについても。

　美鈴はその後、春香の見張りを他ほかの生徒に代わってもらい、現実世界へとログアウトした。

　しばらくシートに寝たまま現実の空気に体を慣らす。その時間は徐じよ々じよに長く必要になってきた。ふと思った。自分にとって、どちらが本物なのかと。

　シートから立ちあがり、シーンと静まり返った室内を見つめる。全すべての生徒がゲーム世界にログインしているのだ。皆は、ここでトイレを済ませたり、睡眠や最低限の栄養摂せつ取しゆだけをして、すぐにログインをするのだ。ここで過ごす時間はとても短かった。

　室内は灰色に淀よどんで見える。春香が恐れるのも分かる気がした。カラフルで開放感のあるゲームフィールドのほうがよほど現実感がある。

　隣を見た。真ま央おは相変わらず目を覚ましていない。二時間の制約があるため、一定サイクルでログアウトしているのだろうが、そのタイミングが合ったことはなかった。

　画面を見ると、イデアがこちらをうかがうように視線を向けている。微笑ほほえみながら瞳ひとみを瞬まばたいた。

　美鈴は頭を振りながら画面に近づいた。視界がチカチカとした。

　イデアが売るアイテムはメインマップの移い行こうに伴ともない増加していたが、現在それを購入する生徒はほとんどいなかった。割高感があり、でなくとも、現在の生徒たちはゲーム内でオーレを貯ちよ蓄ちくしている。弾丸を買うための資金としてだ。

「ご利用ですか？」

　イデアが声をかけてきた。

「必要ないわ」

　美み鈴すずは首を振って、給水タンクに歩きかけた。

「アイテムを入荷しました」

　画面にアイテムウインドーが開いた。美鈴は何気なく視線を向けてから、はっと動きを止めた。

　売り出していたのだ。




　弾丸　一枚




　売り切れ表示だったはずの弾だん丸がん。それが売っていた。

「弾丸を売っているの？」

「はい、最近入荷いたしました。数に限りがありますので先着順です。続々と入荷はいたしますが」

「……買うわ。それをひとつ」

　美鈴は販売機にカードを一枚挿そう入にゆうした。取り出し口から転ころがり出てきたのは、黒くペイントされた鉄の塊かたまりだった。小指の先ほどの大きさの弾丸。

　美鈴はそれを手に取り凝ぎよう視しした。手のひらでころころと転がしてみる。ゲーム中の弾丸とは違う、重さと硬かたさを感じた。

　弾丸はぞくりとするほど冷たかった。手に握ったそれは、不安と恐怖と混乱を凝ぎよう縮しゆくしているかのようだった。

　ただ、弾丸を握っていると、妙な安あん堵ど感かんが生まれる。

　そんな美鈴を見て、イデアが微笑ほほえんだ。










　　　　　＊




　美鈴は再びゲーム世界に戻り、フィールドの調査を続けた。

　調査するべき事項は沢たく山さんあるのだ。そのうちのひとつは、他ほかのクラスの生徒の探たん索さく。

　現在このフィールドに存在するのは、二組と三組だけだとは限らない。他のクラスもこのゲームに参加をしてくる可能性はある。だとしたら、できるだけ早さつ急きゆうに交流を取りたい。

「あのノーマルのほうも何か違うような気がすんだよな」

　沖おき田たが言った。美鈴は沖田と共に、探索と狩かりを兼ねてフィールドにいた。

「そりゃそうよ。三組の生徒と比べたら全然だわ」

　美鈴はフィールドの木に寄りかかりながら答えた。右手で銃をクルクルと回す。最近は銃の扱い方も様さまになってきた。

「そういう意味じゃない。例えば、テストマップの着ぐるみキャラクターと、エクストラと呼んでいた三組の生徒。どっちに近いと思う？」

「どっちかというと、着ぐるみじゃない？」

　ソルジャーの反応の鈍にぶさはそう警戒するものではない。慎しん重ちように戦闘を行えば、ダメージを受けることはなかった。

「俺おれはそうは思わないな。着ぐるみのほうは、パターンみたいのがあったんだ。でも、このフィールドのソルジャーは、なんていうか気まぐれなんだよな。たまに予想外の動きをしたりする。そのおかげでちょっとやばい時もあった」

　沖おき田たはサバイバルゲーム好きなので、ゲームシステムに意見でもあるのだろう。

「じゃあ、行動が生徒に近いっていうの？　まさか、あんなにとろくて」

「あくまで行動パターンだよ。こんなゲームには攻撃パターンなんかが確立されてんだけど、ソルジャーはそこで凡ぼんミスをしたり、意外な行動を取ったりするんだ。言うなら、人間が操作しているような」

　美み鈴すずは考え込んだ。沖田の言うことも分かるような気がするのだ。

「例えばさ、私たちはリアルな体感システムを使って、このゲーム世界のボディーを自分の体のように操作できるでしょ。でも、本来ならこんなゲームは、テレビゲームのようにコントローラー操作よね。小さな画面を見ての」

「いい答えだね」

「ふざけないでよ。要するに、あのソルジャーは人間が操作している可能性もあるってことね。そして私たちのように体感システムを使えてない可能性が高い」

　想像するに、他ほかのクラスの生徒が、訳わけあってソルジャーとして参加をしているのだ。シートを利用しているのかもしれないが、あくまでコントローラーを介かいしたゲーム的な操作だろう。

　確かにソルジャーとは交流を取ろうとしたことはなかった。撃たれる恐怖から、コミュニケーションは攻撃のみだった。銃弾のコミュニケーションはシンプルなのだ。

　ソルジャーの恰かつ好とうを思いだした。思えば、着ぐるみとは違い、多種多様だった。服装も戦闘用以外もあり、性別の違いもあり、顔もそれぞれ微妙に違っていた。

「コミュニケーションを取る方法はないかしら」

　美鈴にとって、探したいクラスはいくつかあった。

「とにかく、ソルジャーを見つけることが先決だな」

　沖田は言った。

　その後、ふたりはフィールドを歩き回り、手ごろな目標の発見に成功した。

「聞こえる？　見つけたわ」

「オーケー。こっちも確認した」

　美み鈴すずは無線機を手に持ち様子を窺うかがった。二十メートルほど先に一体のソルジャーを確認したのだ。草原を無防備に歩いているソルジャー。グリーンのシャツとショートパンツというシンプルな恰かつ好こう。帽子を被かぶっているのでよく分からないが、たぶん女性だろう。

　ソルジャーから距離を置いて沖おき田たが立ちあがった。そのまま一発だけ発砲する。

　ソルジャーはその場に身を屈かがめると、銃を撃って反撃する。いつもなら、この状態で美鈴が背後に忍しのび寄り攻撃するのだが、今回は様子を見る。

　沖田は一定距離を取りながら、動き回りソルジャーを威い嚇かくする。そのうちに銃声がやんだ。

　美鈴は周囲に他ほかのソルジャーがいないことを確認し、体を起こしてソルジャーの背後に忍び寄る。

　ソルジャーの頭上には、弾だん丸がんを失ったバツマークが点てん滅めつしていた。

「動かないで」

　美鈴はソルジャーの背後から銃を向けて言った。

　ソルジャーの反応は鈍にぶい。どこから声が聞こえたのか分からない様子でキョロキョロと首を動かしている。

「あなたの後ろよ」

　ソルジャーが振り向く。見たことのない顔だった。というより、ポリゴンで作られたゲーム用の顔のように見える。戦闘ゲームにそぐわない可愛かわいらしい顔立ちではあった。

　目の前のソルジャーは、表情を変えずにゆらゆらと体を動かしている。弾丸がないため反撃できないのだ。

「どうだった？」

　沖田が近寄ってくる。美鈴は首を振った。

「駄だ目めよ。やっぱり私たちとは違うわ。言葉も分からない」

「そっか。じゃあ撃つか」

　沖田もソルジャーの様子を見て違うと判断したようだった。

「……撃たないで」

「なに？」

「俺おれじゃないよ」

「撃たないで」

　電子音のような平へい坦たんな声が聞こえた。美鈴はソルジャーを凝ぎよう視しした。

「あなたが喋しやべってるの？」

　質問の後、しばしの間があく。

「……ゲームのキャラクターなのに喋れるの？」

　逆にソルジャーは美鈴にそう質問した。アクセントがないため、とても聞きづらい。

「何を言ってるの？　ねえ、あなたは何組？」

「……え？」

「私は二組の中なか山やま。ほら、女の子からもけっこう人気がある中山美み鈴すず」

「あんたも胸や尻しりをタッチされたことがあっただろ？　ちょっと仲良くなった女子にはすぐに抱きついたりするからな」

「うるさいわね、それはスキンシップよ。こいつは沖おき田た。弓きゆう道どう場じようでモデルガンを乱射して学年集会で怒られていたでしょ。その馬ば鹿かよ」

　美鈴は彼女の肩をつかんで揺すった。石のような手て触ざわりだったが、心は人間なのだ。

「私は……一組だけど……」

「一組？　愛まな美みのクラス？　愛美は無事？」

　美鈴は目を見張った。やはり一組もここにいるのだ。

「愛美って誰だれ？」

　そんな答えが返ってくる。

「正まさ樹き愛美よ。お菓子作りが趣味で、石のように固いクッキーをクラスメイトに配ったりしているでしょ。一組の生徒って、それに関して突っ込まないわよね。愛美を甘やかさないほうがいいわよ」

「あのクッキーか。俺おれも感想を聞かれたから、シュールなクッキーだねって微妙な感想を言ったら、褒ほめられたと勘かん違ちがいしてたよなあ。でも、あの笑顔を目の前に、それ以上の感想は言えねえ」

「フットサルやった後にあれは食べられないわよねえ。ただでさえ、口がカラカラなのに。通常でも唾だ液えきで溶かしながら、食べるのに三十分近くかかるのに」

「でも、あのストーンクッキー、二年男子では人気があるんだぜ。裏では硬こう貨かがわりに流通してるって噂うわさだ」

「……私、一年です」

　囁ささやくような声。美鈴と沖田は顔を見合わせた。

「他ほかの学年もここに入れられているの？」

「一年は──どうやって？　学校に呼び出されて、その後シェルターに押し込められたのか？」

「それにしても、一年生でも愛美は知ってるでしょ。新入生歓迎会のパンフレットの表紙で、氷の微笑のシャロン・ストーンの真似まねして椅子に変な座り方している女の子よ」

「……私、最近学校に行ってないんです」

「そうなの。でも、こんなことになったら、それは関係ないわよね。それで、あなたの名前は？」

「私は、ハギワラマイですけど……」

「マイちゃんね。つらい状況だけど、私がなんとかしてあげるから安心して」

　美鈴は目の前のハギワラマイというキャラクターに微笑ほほえみかけた。しかし、彼女は言葉を迷っているように沈黙している。

「大丈夫よ。私の後輩じゃない」

「……※※高校の生徒なんですか？」

「え？　なに言ってるの？」

　美み鈴すずと沖おき田たは啞あ然ぜんとした。全く違う学校の名前だ。まさか、他ほかの学校の生徒も、同じく閉じ込められているというのか。

「他の学校がいてもおかしくはないわ。閉じ込められている状況には変わりないし」

「……さっきから何を言ってるんですか？」

　マイのキャラクターが無表情にこちらを見つめている。美鈴はやっと、何かがおかしいことに気づいた。どうもずれている。そう感じた。

　口を開きかけた沖田を制して、美鈴は言った。

「質問していい？　今、マイちゃんはどこで、このゲームをやっているのかしら」

　しばしの間のあと、マイは答えた。

「家のパソコンからですけど」







　これが事実なら、美鈴たちにとって衝しよう撃げき的てきな出来事だ。人類は月へ行くために、ジャンプするわけでもなく飛行機に乗るわけでもなく、ロケットエンジンを発明した。それほどまでの飛ひ躍やくと発見だった。

　美鈴はそれから、マイと現状についての情報交換を慎しん重ちように行った。ゲーム世界で夜になる頃ころには、ある程度の背景が分かった。

　マイは、自宅のパソコンからこのゲームに参加をしているようだった。キーボードで会話文を打ち込むため、レスポンスにズレがあったようだ。

「……知ってますよ、その学校。外では大変なことになってますもん。アメリカの地下鉄やスタジアムが爆破されたり、イギリスではビック・ベンに旅客機が突っ込んだり、世界で同時にテロがあったんです。日本もそうで、国内便の飛行機がハイジャックされ、爆破され海上に墜つい落らくしました」

「また反アメリカ的なテロなのかしらね」

　強ごう引いんな世界戦略を取るアメリカは宗教的な観念からも、恰かつ好こうのテロのターゲットだ。また、それに追つい従じゆうする日本も。

「アメリカほどいい国はないと思うけどなあ。あれほどの戦闘兵器を持っていながら、世界征せい服ふくしないお人好しな国なんだぜ。さすがスーパーマンの国だよな」

　ニヤニヤと沖田が言った。マイの話を、テレビ画面の向こうのニュースのように聞いている。

「私たちが誘ゆう拐かいされたっていうのも、ニュースになってるの？」

　それもテロの一いつ環かんなのか。

「いいえ……墜つい落らくした飛行機に乗っていて、全員行方ゆくえ不明となってます」

　美み鈴すずは頭上の月を見上げた。彼女の言葉が真実なら、私たちは死んでいるのだ。体は存在しても、社会的なデータは消滅した。

「アメリカやイギリスに比べたら、規模は小さかったらしいですけど、ニュースでも、修学旅行の高校生の悲劇って、センセーショナルに取り上げていました」

　美鈴は思った。彼女の言葉を真実だと、どう証明すればいいのだろうと。

「なに笑ってんのよ」

　美鈴は沖おき田たを睨にらんだ。

「いや、墜落して海にどぼんよりはよかったじゃんか。ここがどこだか分からないけど。宇宙船だっけ？」

「墜落が本当だとしても、どうして私たちはここに入れられたのよ。相当な労力がいるはずよ。それに、飛行機には乗ったことになっているし」

「……本当にあの学校の生徒なんですか？」

　マイが言った。

「本当よ」

「あまり信じられません」

「ビック・ベンに旅客機が突っ込んだほうが信じられないわよ」

「本当ですよ」

　美鈴はイラッとした。

「まあまあ、疑っても仕方ないだろ。こんな時は、お互い信じることを前ぜん提ていに会話をするもんだ。その後、矛む盾じゆんが見つかれば疑っていけばいい」

「沖田のくせに意外にいいこと言うわね。ねえ、もう一回質問していいかしら。マイちゃんはどこに住んでいるんだっけ？」

　と言いつつも、美鈴はマイを疑っていた。これはゲームのプログラムの一部なのでは？

「東京都府ふ中ちゆう市です。東京競馬場がある場所です」

「三億円事件があった場所よね。おじいちゃんが言ってたわ。痛つう快かいな事件だったって」

「府中にも自衛隊の基地があるんだぜ。見学しに行ったことがある」

「それで、家のパソコンからゲームに参加をしてるの？　なんていうゲーム？」

「ネットに流されていたフリーゲームで、クリスタル・ラビリンスというゲームです。人間狩がりができるっていうストーリーでした。徐じよ々じよに噂うわさになって、興味を持たれてますよ。異常に複雑な操作性と、強い敵キャラクターがいるって」

　美鈴は苦にが笑わらいをした。だとしたら外の人間は、自分が標ひよう的てきであると知らないのだ。美鈴たちを狩るために、外の世界の人間はゲームに参加をしている。標的ではなく、ゲームプレイヤーとして。

「どんな操作方法なの？」

「基本はキーボード操作です。すごい複雑です。移動や会話の他ほかに、銃を撃ったり、しゃがんだりします。細こまかい動きもキーボードに割り振られていて、首を動かしたり瞬まばたきをしたりもできますよ」

　そう言い、マイは右目をウインクして見せた。

「その顔と恰かつ好こう、私たちとはずいぶん違うわね」

　美み鈴すずはマイの野球キャップのような帽子を取った。真っ黒な大きな瞳ひとみ。ピンクのルージュに真っ白い肌はだ。整っているがのっぺりと見える。ライトブラウンの髪もごわごわと大おお雑ざつ把ぱだった。

「そんなキャラクターが用意されているの？」

「用意されたパーツを組み合わせてアバターを作りました。髪型から目や眉まゆ毛げ、服装なども百種類以上用意されてましたよ。この顔、結構私に似てますよ」

「アバターって？」

「仮か想そう空間を動き回る、プレイヤーの分身的なキャラクターのことをそう呼びます」

「私たちの声はどう聞こえるの？」

「そのまま声で聞こえますよ。美鈴さんの声は綺き麗れいですね」

「ありがとう、正直ね。私は声も綺麗なの」

「あ、もちろん顔も綺麗ですよ」

「それよりさ、私たちの現状を知らせてほしいわ。警察とかに」

「現状って？」

「えっと、閉じ込められているとか、とりあえず生きているって。だから、捜さがし出してほしいと」

「それでマイちゃんが、病院を薦すすめられる、と」

　美鈴は口をはさんだ沖おき田たを睨にらみつけた。とはいえ、こちらの情報が少なすぎる。誰だれがゲームの中に、死んだはずの高校生がいると信じるだろうか。

「せめて、学校の先生とか、仲の良い友達とか、その辺から伝えてもらえないかしら」

「……私、友達がいないんです」

　その平へい坦たんなセリフは、少しだけ寂さびしく聞こえた。

「どうして？　こんなにキーボードを打つのが速いのに」

「パソコンは得とく意いなんですけどね。学校に行かなくなってから、ずっと家でパソコンをやっていましたから」

「なんで学校に行かなくなったの？」

「集団生活が苦にが手てで」

「それで引きこもりか。多いよな、最近」

「沖おき田た。気にしないで、こいつ馬ば鹿かだから」

「いいんです。本当のことだから。でも、ママも行きたくない学校なんかに行く必要ないって言ってくれます。ネットで世界と繫つながれるし、部屋の外に出なくていいって。守ってくれます」

　美み鈴すずは複雑な気持ちで、聞き取りにくいマイの言葉を聞いた。壁の中にいる少女。その壁は例え善ぜん意いであっても、中にあるものは、いつか腐くさり腐ふ臭しゆうを放つことになる。

「なあ、何があったか知らねえけど、学校には……」

　美鈴は沖田を小こ突づいた。

「大丈夫。私たちが友達になってあげるから」

　美鈴はにこりと笑い、マイの手を握った。

　マイは笑った。表情を作ることもできるようだ。

「私の体とあなたの体は遠く離れているかもしれないけど、こうして目の前で言葉を交わしている。私たちはもう友達よ」

「ありがとう。うれしいです」

　そんな横で沖田が左手首を指で叩たたく仕し草ぐさをした。

「私たち──いったん戻らなきゃいけない。この世界には連続していられないの」

「また会えます？」

「ええ、そうしなきゃいけない。あなたもいったん戻ったほうがいいかも。ここにいたら撃たれちゃうわ。時間を合わせて、また会いましょう。それまでに、外に伝える最善の方法を考えるわ」

　美鈴は密会の時間を擦すり合あわせてから、マイのボディーを抱きしめ別れた。沖田が示し唆さしたとおり、リミットの二時間が近づいていたのだ。

「じゃあ、またこの場所でね」

　街まちへと戻っていく美鈴と沖田に、マイはずっと手を振っていた。マイの姿が見えなくなると、沖田が声をかけてきた。

「どう思う？」

「信用できないわ。でも、本当に外から参加しているっていう可能性もあるわね。会話でボロは出さなかったし」

「会話は人間ぽかったけどな」

「人間でしょ。でも、言葉どおり引きこもりの女の子とは限らない。この状況を仕組んだ側がやっているのかも。からかっているのか、罠わななのか」

「外の参加が本当だとしても、実は男だったりする可能性もあるよなあ」

「ネカマならばんばんざいよ。パソコンオタクの引きこもりよりはね」

「お友達を悪く言うなよ」

「そうね。彼女の言うことが真実だった場合、私たちの命いのち綱づなだわ。仲良くせざるを得ないものね」

「みんなに教えてやるんだろ。単純だから喜ぶぜ」

　沖おき田たは街まちを指ゆび差さしてから、見張りに向かって手を振った。

「黙っておきましょ。もう少しはっきりするまで。でないと、余よ計けいなトラブルを抱えることになるわ。私はまだ、彼女を信じたわけじゃないわ」

　疑わしいことが多すぎる。伝えるのは、ある程度の概がい要ようが判明してからでよい。

　それから、美み鈴すずはマイとの密会と並へい行こうして、沖田と共にプレイヤーが操作をするアバターの生いけ捕どりを試みた。マイと同じように、弾丸たま切れにさせて生け捕るのだ。そして、交流を持とうと。

　しかし、それは上手うまくいかなかった。アバターは大半が徒党パーテイを組んでおり、弾だん丸がんがなくなりかけるとすぐに退たい却きやくしてしまうのだ。たまに上手く弾丸を撃ち尽くさせても、交流を取る前にゲームを終えてしまった。つまり、リセットボタンを押してしまうのだ。

　そんな失敗の連続に焦じれつつも、美鈴はマイとコミュニケーションを取った。

　不自然なまでに収しゆう束そく傾向の日本国内のテロ関連ニュース。アメリカがテロの報復を始めたこと。乱らん高こう下げする株価。アイドルのできちゃった婚。インサイダー取引。花火大会の知らせ。食中毒の流行。楽らく天てんイーグルスがこの時期に三位につけていること。

　──全すべては疑わしい。

　無む秩ちつ序じよに混ざり合った情報が現実世界で氾はん濫らんしていた。マイを通して聞いた情報の信しん憑ぴよう性せいは定かではなかった。しかし、それはずっと同じだった。現実社会の情報の信憑性など、元からあっただろうか。

　美鈴は、目の前のポリゴンのようなキャラクターと仲良く交流を取ることに違和感がなくなってきた。接するにつれ、チャーミングにも見えるようになった。

　コンタクトを繰り返すうちに、マイは徐じよ々じよにスムーズに動けるようになっていた。キーボードに配置されたボディー操作に慣れてきたらしい。会話にあわせて、表情を作るまでになってきた。

　しかし、それは同時に、他のゲーム参加者にも言えることだ。マイと同じように、操作に慣れ始めたとしたら。今までのように、簡単に倒せるとは限らない。

　そして、そのアバターの増加。マイが言うには、ネットを介かいしてこのゲームが流行はやりだしているようなのだ。彼らは主に三組側のフィールドで交戦しているらしい。ネットで交戦ポイントが広まっているのだ。

　こちら側にはなかなかアバターが入ってこなかった。相変わらず、ターゲットの供給が不足している。そんなこともあり、二組の生徒は自分の弾丸を売ってカードを稼かせいでいた。

　そんな沢たく山さんの問題を目の前に、美鈴は重要なことを忘れていた。いや、美鈴が面する問題に比べると、大したことはない些さ細さいな問題だった。

　しかし、そんな些細な問題は、すこしずつ加熱され、ついに火を吹いた。

　美み鈴すずは目の前の問題に、親友の真ま央おのことさえ忘れていたのだ。
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　美鈴はゲーム世界のフィールドを歩いていた。

　最近の美鈴のスケジュールは、ゲームフィールドを探たん索さくし、アバターとの交こう戦せん。生いけ捕どりが目的だったが、それは相変わらず成功していない。ログアウトをしての食事や睡眠。それは最低限にとどめておく。睡眠などは三時間ほどで充分なのだ。それはこのゲームシステムと関係があるのかもしれない。

　変化を感じていた。ほんの少しばかりのアバターの増加。二組側に来るアバターが徐じよ々じよに増えてきた気がする。また、美鈴の目に映るフィールドの風景も変わってきた。序盤、粗そ雑ざつな絨じゆう毯たんのように感じた草も生命の息吹いぶきを感じる。太陽の光、暑さ、風。現実の外もこんな感じだったのではないかと思った。

　そんな美鈴の前に、木に凭もたれて座っているアバターが見えた。ボーっと視線を宙に投げ両足を伸ばしている。木の脇わきにはぽつんと電話ボックスがある。

　美鈴は銃を手にしながらも、無防備にそちらへと近づいた。アバターがちらりとこちらを見て、笑顔を表示した。

「待ってたの？」

「はい。美鈴さんが来るのを待ってました」

　マイは座ったまま答えた。戦闘を放ほう棄きしたかのような白いワンピース姿。判別しやすいように、最近のマイはこの恰かつ好こうで統一していた。

「ぼんやりしていると危ないわよ。クラスメイトも来るだろうし」

「危なくはないですよ。やり直せばいいだけです」

　狩かりの場所から離れた、電話ボックス脇のこの場所をランデブーポイントにしてから、マイがクラスメイトに攻撃されたことは一度もなかった。

　そのことについての疑問もあった。生徒たちはどのように配給を得ているのか。女子は分かる。持ち弾丸だまを売っている。十人ほどの男子は狩りだ。彼らはゲーム好きな沖おき田たと共に行動をしている。沖田はこのポイントを避さけ、ほかのクラスメイトを誘ゆう導どうしているはずだ。

　残りの男子は何をしているのだろうか。四、五人ほどは、アバターを狩っているようには見えない。しかし、オーレは潤じゆん沢たくなようだった。その矛む盾じゆんは何故なぜか。

　最近街まちで生徒と交流する暇ひまがないので、美鈴の勘かん違ちがいなのかもしれないが。

「最近は、こっち側にも敵キャラがいるってことで、探索を始めたっていうプレイヤーが多いですよ」

　マイは言った。ネットのオンラインゲーム攻略掲示板で、このゲームのことが書かれているらしい。外からのゲーム参加者もまとまり、このゲームの攻略を始めているのだ。

「第二の扉は見つからない？」

「はい。フィールドを調査しましたけど……私たちには見えないんじゃないですかね」

　美み鈴すずはマイに扉探しを依頼していた。アバターサイドのマイなら、交こう戦せんを避けつつフィールドを探しまわれるからだ。アバター同士の交戦もできるのだが、最近は暗あん黙もくの了解でそれはないらしい。戦っても、ボーナスなどはないのだ。

　扉はアバターのスタート地点側にあるだろうと予測していた。しかし、弾だん丸がんの数の問題もあり、そこの場所を調査しに行くには危険すぎた。

「ゲームフィールドに配置されたキャラクターを倒せば、ショップで売られているアイテムや弾丸もだんだんとレベルアップルっていう説明なんですよ。だから、プレイヤーは協力しているんです」

　美鈴たち生徒が強すぎることも、アバターサイドの絆きずなを強めた一因でもあるだろう。

　ある意味オーレは稼かせぎやすくなるのだが、リスクも高まっていく。ただし、このゲームが有名になれば、チャンスもあるのだ。

「私、ずっとパソコンやっていろいろ調べてるんですけどね。最近はこの複雑な操作にすっかり慣れました」

　マイは立ちあがると、くるっと回って微笑ほほえんでみせた。白いワンピースの裾すそがふわっと舞った。

「ずっとゲームをしてるの？」

「はい、そうです」

「外に遊びに行ったりはしないの？」

「……あまり、部屋の外には出ません」

「そっか」

　マイは美鈴の隣に座り、しばらく沈黙した。

「外に出たほうがいいですか？」

　マイは言った。変わらないトーンだが、弱よわ々よわしくも聞こえた。

「それは、自由じゃない」

　美鈴は思った。その本人の現実はどこにあるのか。美鈴たちの場合もそうだ。このゲームの世界と、あの閉へい塞そくしたシェルター。どっちが現実なのだろうか。それとも、現実はその外にあるのか。

　美鈴がボーっと空を見ていると、突とつ如じよ電話ボックスからベルが鳴り響いた。音での空間認識ができないマイはキョロキョロとしている。

「ボックスから。ちょっと待ってて」

　美み鈴すずは立ち上がると、電話ボックスに入り受話器を取った。

「もしもし？」

「美鈴か？　俺おれだけど、戻ってきたほうがいい。なるべく早く」

　沖おき田たの声だった。声のトーンが低い。

　美鈴は受話器を置くと、マイの元へと戻った。

「マイちゃん、私いったん街まちに戻らなきゃ。またゲーム時間での明日あしたにここで会いましょう」

　美鈴はマイの頭を撫なでながら言った。

「分かりました。でも、明日までずっとここで待ってるかもしれません」

　マイは答えた。

　その後、美鈴はできるだけ急いで街へと帰き還かんした。

　そして、トラブルの原因を知った。

　噴ふん水すいに座っているはずの彼女がいなかったのだ。噴水の縁ふちには春はる香かを繫つないでいたはずの鎖くさりと黒い首輪だけがぽつんと残されていた。

「俺おれらが狩かりから戻ってきた時にはこうだったな」

　噴ふき出す水に視線を向けたまま沖田が言った。噴水広場には生徒たちが集まっている。最近会話をしていないクラスメイトが沢たく山さんいることに気づいた。

「状況を知っている人は？」

　美鈴は周囲を見た。

「逃げたんじゃないかな。さっきまではいたような気がするんだけど」

　女子生徒のひとりが答えた。それはないはずだ。囚しゆう人じんの鎖くさりは、自分自身では外はずせないアイテムなのだ。そんなルールが破られるのなら、ゲームも破は綻たんをきたす。

「結論はひとつよ。誰だれかが裏切った」

　美鈴は鎖を手に取りながら言った。

「春香ちゃんを逃がしたってこと？」

「同情して逃がしてあげただけなら、まだマシだわ。きっと、それだけじゃない」

　クラスメイトを確認する。女子は全員揃そろっていた。この時間はゲーム世界で活動しているのだ。フィールドを散歩したり、街で遊んだりと。一方、男子は数人が欠かけている。

　美鈴は真ま央おのことを思い浮かべた。最近、ゲームの中では真央を思いだしてなかったことに気づいた。

「でもさ、いつまでもあんなことをしておくわけにはいかないじゃん。これでよかったんじゃないかな」

「そうだよな。ずっと鎖に繫いどくのはひどかったよな」

「かわいそうだったしね」

　生徒たちは口々に意見を言った。外の世界の情報から取り残された人間たちの勝手な正論。

　この状況の真の意味を見つけなければならない。場合によっては、最悪の事態も考えられる。

「ねえ、本当に誰だれも知らないの？　誰が彼女を逃がしたか。考えてみて。彼女がいなくなったということは、協定が終わってしまったということなのよ」

　美み鈴すずは周囲の生徒に視線を投げかけた。

「でも、美鈴のやり方は強ごう引いんだったと思う。これで良かったんじゃないかな」

「でも、それしかやり方がなかったの。それに、そろそろ人ひと質じちを返すべきだとも思っていた」

「じゃあ……」

「真ま央おは返ってきていない。明らかにこちらが不利な状態だわ。ルールに則のつとっていない。約束をすべて完了して、信頼が生まれるはずだった。でも、その計画は破は綻たんした」

「でも、善ぜん意いで逃がしてあげたんだからさあ、三組にそれが伝わるんじゃないかなあ」

　言ったのは麗れい奈なだった。確認すると麗奈の彼氏の草くさ加かの姿はここになかった。

「……本当に善意なのかが問題よね」

　美鈴はじっと麗奈を見つめた。

「ねえ麗奈。防弾チョッキを着てるわね。それに、羽根つきブーツ。それって、少しだけ速く歩けるのよね」

「そうだけど、なんで？」

「私も買おうと思ったけど、そういうアイテムって高かった。オーレはどうしたの？　麗奈は狩かりには行ってないわよね」

「……弾丸たまを売ったの」

「一発だけよね。それに、弾丸は基本的にスペードカードとの交換だわ。アビリティーカウンターで確認すると、麗奈の価値は九。つまり、所有弾丸は九発まで。他ほかの女の子はもう三、四発程度は売っているのにね」

「だから、どうしたの？」

　麗奈は困こん惑わくしたような表情を作った。

「オーレを誰かからもらっているはずだけど、それは誰？　その行為は別に悪いことじゃないから言えるでしょ」

「草加君だけど」

「そっか。草加君は、どうやってオーレを稼かせいでたのかしら。コンスタントにオーレをもらってたんでしょ？」

　美鈴はカマをかけてみた。

「そうよ。オーレは狩りで稼いでたんじゃないかなあ」

　美鈴は唇を嚙かんだ。この状況の概がい要ようがつかめてきた。

「どうした？」

　近づいてきた沖おき田たが耳打ちした。

「水みず漏もれよ」

　たぶん、草くさ加からと三組は繫つながっている。現在ここにいない男子の全すべてだろう。

「そういえば、奴やつらの装そう備びは異常に良かったな」

「三組のオーレで手なずけられた。それから春はる香かを……」

　最初はこちらの情報を流してオーレを受け取っていた。その後、交流を深めて、三組は春香を要求した。もちろん多額のオーレと交換に。

　この行為こそ裏切りなのでは。草加たちのことではない。三組の裏切り行為。真ま央おとの再交換を選択せずに、春香だけを取り返そうとした。明らかな悪意。

　また、情報漏れについても厳きびしい。こちらの状況。ソルジャー不足でオーレ稼かせぎに足搔あがいている状況。それは、全て三組に伝わっていると考えたほうがいい。

「正直に言ってほしい」

　美み鈴すずは麗れい奈なを抱き寄せ言った。

　周囲の生徒たちが目を見開いた。美鈴は麗奈の頭に銃口を突きつけていた。

「なんでそんなことをするの？」

　麗奈が顔を硬こう直ちよくさせる。

「状況を正確に知りたいから。ただ、それだけ。草加君が春香を連れ出したんでしょ。正直に話して」

「銃を下ろせよ」

　男子生徒の非難の声。

「私を撃って銃を下ろさせれば？」

　美鈴は平然と言った。

「頭を撃てばたぶん死ぬわ。ゲームオーバーのペナルティーはまだ判明していない。私はあなたを責せめているわけじゃないのよ。ただ、見たことを言えばいいだけ」

「……そうよ。草加君たちが連れ出したの」

　麗奈は叫ぶように言った。美鈴が離してやると、小走りに友達の女子の胸の中に逃げた。

「中なか山やまのやり方はひどいぞ」

「聞いたでしょ。ひどいのは私じゃないはず」

「でも、草加君たちは、春香ちゃんに同情して連れ出したのかもしれないよ。それって、責められないんじゃ……」

「三組だって、春香ちゃんを心配してだろうしさ」

　遠えん慮りよがちに女子生徒が意見を言った。うんざりだった。ピントのずれた発言をするクラスメイト。

「そうね。それぞれの行動には大たい義ぎがあるのかもしれない。でも、考えてみて。歴史上醜みにくい戦争は数え切れないぐらいあったけど、大たい義ぎのない戦争なんてなかった。戦争した国、それぞれに正義が存在した。だから、誰だれの行動が正しいかなんて、今は判断できないかもしれない。でも、私が言っているのは、その結果どうなるかの事実だけ」

「どうなるんだよ」

「たぶん、もう三組との協調は無理ね。ふたつのクラスで作ったルールは破られたのだから。もしかしたら、春はる香かちゃんを取り返した時点で、こちらの街まちを襲ってくるかもしれない」

　もとから協調は不可能なゲームなのだ。それを、厳げん格かくなルールに則のつとり、ただ足並みを揃そろえていた。そんなルールが破られた今、保証はもうどこにもない。緩ゆるい思し考こうと行動から、再びゲームは失敗することになる。前回のゲーム同様に。

「そんなことは……」

「ないって言いきれる？　三組はもう、こっちを敵だと認識している。だから、あんな行動を取ったのよ」

「それは中なか山やまの行動にも責任があるよな。最初から強ごう引いんすぎた」

　美み鈴すずに向けられる批ひ判はんじみた視線。美鈴はそれらを平然と受け止める。

「だからって、もう戻すことはできないのよ。私たちはこれからのことを考えるしかない。一番重要なのは、これからの行動と選択」

　美鈴は思考をめぐらせながら広場を歩いた。迅じん速そくな決断と行動が必要だった。

　手に持った鎖くさりを見つめた。春香を繫つないでいた囚しゆう人じんの鎖くさり。美鈴はそのままショップへと歩いた。

「あなた見てたんでしょ。止めてくれればよかったわ」

　美鈴はショップのウサギに言った。

「私は、そんな権利ありませんからねえ」

　ウサギは首を振った。

「でも、傍ぼう観かんも同どう罪ざいだわ」

「そんなこと言われても……あ、何するんですかあ」

　美鈴は囚人の鎖の輪ををウサギに向かって投げつけた。鎖の先の首輪はウサギの首をがっちりと捕らえる。

「このアイテムは、あなたにも効果があるようね」

　美鈴はにやっと笑った。

「ちょっと、やめてくださいよお」

　ウサギは鎖をつかんでじたばたとしている。

「抵てい抗こうしなければ、命は助けてあげる」

「何をしてるの？」

　美鈴の行動に、困こん惑わくした生徒たちが集まってくる。

「麗れい奈なに質問があるわ。春はる香かちゃんとオーレの交換場所と時刻は？」

　美み鈴すずは麗奈に視線を向けた。

「……」

「聞いているはずよ」

　美鈴に促うながされ、麗奈は渋しぶ々しぶ口を開いた。場所は二組と三組の中間地点辺あたりだった。時刻はもうすぐだ。

「どうするの？」

　女子生徒たちが美鈴を見つめている。

「移動するわ。それしか方法はないわ」

「移動って、どこに？」

「ここを捨てて、三組の街まちを占領する。今後、そこを私たちの拠きよ点てんとする」

　生徒たちは顔を見合わせざわついた。

「そんなことできるはずがない」

「できるわ。たぶん三組の生徒は、ほとんどオーレ受け渡し場所に行っているはず。街の防衛が甘あまくなっている今しかチャンスはないということ」

　他ほかにもフィールドでソルジャーと戦う生徒もいるはずだ。街の近くに狩しゆ猟りよう場所があるのだ。ソルジャーを街の近くまで来させないためにも、交代制でそこに生徒を配置しておくらしい。それは春香から聞いていた。

　要するに、現在の三組の街は、今までで一番防衛力が低い状態のはずだ。

「三組の生徒は、自分たちが作戦の主導を握っていると思い油ゆ断だんしている。そこを突つく。そうしないと、たぶん私たちは、ゲームから排除されることになる」

　生徒たちは戸と惑まどっている。防衛力が低いといっても、ここにいる生徒たちに協力を求めなければ作戦は成功しないだろう。

「移動できるでしょ。店のアイテムも全すべて運んでね。あんたがいないと、ショップも使えないでしょ？」

　美鈴は鎖くさりに捕らえたウサギに言った。

「移動できますけど、乱暴ですよお」

「あっちの街で、ショップを開けばいいのよ」

「ショップも移動させるの？」

　生徒が聞いた。

「そうよ。せっかく三組の街を占領しても、ここにショップを残したら、ここを奪われて意味がなくなるわ。ショップがなければ、フィールドの自動販売機でしか弾丸たまを補給できなくなる」

　自動販売機の弾だん丸がんは、威い力りよくの低い弾丸しかなく、すぐに売り切れるのだ。売り切れた弾丸は時間が経たたないと補ほ充じゆうされない。

　美み鈴すずは強ごう引いんにウサギを引っ張った。ウサギは「ひゃあ」としりもちをつく。

「それで、選んでいいわ。私と一いつ緒しよに行くか、ここに残るか。選択は自由。私は強制はしない」

　美鈴は生徒たちに言った。

　結論はすぐにでた。二組の生徒たちは、まとまって行動を起こすことになった。それしか術すべはないと悟さとったのだ。
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　春はる香かを連れ出した草くさ加から五人を抜かした、全すべての二組の生徒はゲームフィールドを移動した。

　草原を隠かくれながら移動し、ついに三組の街まちを発見する。ぐるりと街を囲む壁が確認できた。

「どう？」

　脇わきで双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている沖おき田たに声をかけた。

「ゲートを見張っている人影もないな」

「やっぱり油ゆ断だんしているのね」

　すでに街突入後の役割分担は済んでいる。クラスメイトは危機的な状況に、美鈴を中心に結けつ束そくしていた。

「そろそろ行くわ。交こう戦せんはやむなし。でも、真ま央おは無事に取り戻したい」

　これはゲームだ。向こうはもう踏み込んだのだ。こちらだけ指をくわえて見ているわけにはいかない。

　合図と同時に、美鈴たちは突入を開始した。鎖くさりに引っ張られたウサギもダンボール箱を抱えてあたふたと付いてくる。

　美鈴は生徒と共にゲートへ走る。ゲートには誰だれもいない。銃を撃たずにゲートの中へ駆け込むことに成功した。

　すぐに周囲を確認。二組の街と同様、石いし畳だたみの道が延のびている。その両サイドには街路樹や花壇と、中には入れない石造りの建物もある。人影はなかった。

　沖田を含む数人はそのままゲートで待機。美鈴たちは銃を構かまえて駆ける。道の先にはやはり広場があった。噴ふん水すいが太陽の光を浴びてキラキラと光っているのが見えた。

　美鈴は背後の生徒たちを制し立ち止まる。広場は三組の女子生徒たちの笑い声が響いていた。彼女たちは、黄色い声をあげながら噴水の中で遊んでいる。水をかけあったり泳いだりと。

　十人程度。女子生徒のほとんどがここにいるだろう。美鈴は指示を出して素早く噴水を囲む。

　そんな異い変へんに気づいた三組の女子生徒たちは動きを止めた。

「動かないで。変なことはしないわ」

　美鈴は銃を構えて言った。

「……中なか山やまさん？」

　面めん識しきのある女子の顔。やはり三組の生徒たちだ。

「そうよ。これから言うことを聞いてほしい。ひとりずつ噴ふん水すいから出てこっちにきて。その他ほかの生徒は動かないこと。質問は後で受け付けるわ」

　美み鈴すずは早口でまくし立てた。考える暇ひまを与えてはならない。

　美鈴は生徒を指名し、ひとりずつこちらに来させる。そして空に向かって弾丸たまを撃ち尽くすよう命令する。

　混乱している女子生徒たちは、言われるがままに弾丸を撃っていく。

　美鈴はその間、この街まちのショップを探した。すぐに広場の脇わきにあるショップを見つけた。黄色と白のストライプのひさしの下のカウンターには、蝶ちようネクタイをしたクマのキャラクターがぼけっと突っ立っている。

「あなたがここのショップの店員？」

「はい、そうでございます。ご入用は？」

　クマは丁てい寧ねいに頭を下げた。テストマップの着ぐるみの敵キャラクターに似ている。キャラクターは使い回しなのだろう。

「ねえ、あんた、ここで一いつ緒しよにやればいいじゃない」

　美鈴はウサギに言った。

「狭せまくなっちゃいますねえ。それに、クマさんとはフィーリングが合わないっていうか……」

「わがまま言わないで。それとも、どっちか銃で処分しよぶんしろってこと？　撃つとしたらあんたよ」

「わ、わかりましたよお。もう、乱暴ですねえ」

　ウサギは渋しぶ々しぶショップに入っていき、持ってきていた商品の整理を始めた。それを見て、美鈴はウサギの鎖くさりを外してやった。

「ここを見張っていて。三組の彼女たちには絶対買わせちゃいけない」

　美鈴はそばにいた二組の女子生徒たちに言った。このショップさえ管理しておけば、全く問題はない。

　見ると三組の女子たちは全すべて弾丸を撃ち終えたらしく、噴水の外で並んでいる。未いまだに状況がつかめずに呆ぼう然ぜんとしている状態だ。

「質問させてもらうわ」

　美鈴は並んだ三組の女子生徒たちを確認する。人数は十二人。

「女の子、二人足りないけど、どこに？」

　三組の女子の人数は十五人。人ひと質じちとなった佐さ藤とう春はる香かを抜かして、二人ほどいない。

「ログアウトしているけど……」

「伊い集じゆう院いん君は春香ちゃんを受け取りに行ったのよね。男子全員で行ったの？」

　その行動を女子に教えているかは分からないが、美鈴は強ごう引いんに話を進めた。

「五人ぐらいだったかな。春香ちゃんを取り返してくるって言ってたけど」

　お互いに顔を見合わせたあと、そう答えた。

「他の男子は？」

「狩かりに出かけているわ。この先に交こう戦せんする場所があるから」

　美み鈴すずはうなずいた。オーレ稼かせぎの理由もあるが、常にそこに人員を配置しておかないと、ここまでアバターが攻め込んできてしまうのだろう。

「最後の質問。真ま央おはどこにいるの？」

「真央ちゃんは……たぶん、伊い集じゆう院いん君と一いつ緒しよだと思う」

　状況を整理する。現在三組はゲームフィールドで三つのグループに分かれている。春はる香かを奪い返しに行ったグループ。アバターと交こう戦せんをしているグループ。そして、街まちに留とどまった女子グループ。その女子はすでに押さえた。

「それで、ここに何をしに来たの？」

　三組の女子が不安げにこちらを見つめている。

「この街を占せん拠きよしに来たの。だから、あなたたちは、今後私たちの指示に従ってもらうことになるわ」

　美鈴の言葉に、やっと女子は状況を理解した様子だ。顔を歪ゆがませて口々に非難をしだす。

「協定を破ったのは三組の男子なの。残念だった。私たちもこんなことをしたくなかったの。指示に従っていれば変なことはしないわ。でもね、勝手な行動を起こしたら容よう赦しやなく撃つわ。二回目の裏切りは許さない」

　美鈴は、銃を抜いて視線を投げた。女子生徒たちは息を吞のむように黙りこくった。

　美鈴はそれから、残ざん弾だんを失い攻撃力のない女子生徒たちを噴ふん水すいの縁ふちに座らせた。こちらの行動を下手へたに隠かくす必要はないのだ。明確な指示を与えてやれば従う。彼女たちは、そう教育されてきたではないか。エンプティーエデュケーションの成果がここにある。

　美鈴はそれから、三組の女子の見張り、ショップの見張り、ログアウトドアの見張りなどの分担を確認してから無線機を取り出した。

「そっちはどう？」

「異常なし」

　ゲートを見張っている沖おき田たの返答が聞こえた。まだフィールドに出ている男子生徒は帰ってこない。

　そんな時、ショップからベルの音が聞こえた。

「……はい、こちらショップです。はい、代わります」

　ショップのクマが呼びかけてきた。電話が掛かってきたらしい。

　二組の生徒たちが美鈴に視線を向けた。美鈴はうなずき、口に人差し指を当てた。

「恵けいちゃんだっけ、あなたに電話に出てもらうわ」

　美鈴は、三つ編みの女子生徒を立ちあがらせ、ショップの電話へと誘ゆう導どうする。

「分かってるわね。トラブルはなし」

　美み鈴すずは他ほかの生徒に見えないよう、恵けいに銃を突きつけ囁ささやいた。恵は顔を歪ゆがませながらもうなずいた。

「もしもし」

　恵は受話器をクマから受け取った。美鈴は恵と共に受話器に耳を近づける。

　──あ、吉よし田ださん？　そっちはどう？

　伊い集じゆう院いんの声だった。

「大丈夫だよ」

　恵の唇が微かすかに震えている。

　──今から戻るよ。春はる香かも一いつ緒しよに。

　やはり交換が行われたのだ。

　ちらっと恵が美鈴を見た。

（真央のことを聞いて）

　美鈴は唇を動かした。

「……真ま央おちゃんはどうしたの？」

　──一緒に戻るよ。

「そう、分かった。よかったね、春香ちゃんが戻って」

　──どうしたの？　ちゃんとゲート見張ってる？

　伊集院の声のトーンが下がった。

（もう切って）

「問題ないよ。じゃあ、早く戻ってきてね」

　恵はそう言い、受話器を置いた。

「頼まれたとおり、ゲートを見張っていなかったのは失敗だったわね。こっちにとってはよかったけど」

　美鈴は恵の肩を叩たたくと、再び噴ふん水すいの縁ふちに座らせた。それから、周囲の二組の生徒に声をかける。

「五人ほど戻ってくるわ。変にためらうと、こっちが撃たれるわよ」

　美鈴は広場にいる生徒たちに、対応を伝えていく。ここからが重要なのだ。

「──ここまできたら、もう引き返せないわ」

　美鈴は言葉をそう結んだ。

「来たぜ」

　無線機から沖おき田たの声が聞こえた。

　美鈴は返答し、周囲の生徒に目め配くばせをしてから、ゲートへと走った。

　ゲートには沖田たち数人がいる。

「もうすぐ入ってくる」

「何人？」

「六、七人くらいだな」

「じゃあ問題ないわね」

　美み鈴すずはうなずき、ゲート脇わきの壁に身を隠かくした。他ほかの生徒も、街路樹や路地に身を隠す。

　自分の心臓の音が聞こえた。緊張感で強こわ張ばる体も乾かわく唇も現実と同じだった。美鈴は一回だけ深呼吸をした。

　足音が聞こえた。笑い声を含む会話が風に乱れながらもこちらに流れてくる。

　ついにゲートをくぐり人影が現れた。美鈴は苦にがい唾つばを吞のみ込む。

　目を見開いた。数人の人影に混じって真ま央おの姿があった。真央はあの鎖くさりに繫つながれ歩いている。

　そして、真央を鎖で繫いでいる生徒。やはり、彼が真央を見張っていた。

　美鈴は手を上げ合図を送ると、目標めがけてダッシュした。続いて、周囲の陰かげから二組の生徒が身を躍おどらせた。

「動かないで！」

　美鈴は真央の鎖を持っていた生徒にタックルをしかけた。

　突然の混乱に、空間が一瞬だけスローに流れたような気がした。乱れたデータがまるでバグを起こしたかのようだった。

　続いて悲鳴と怒ど号ごう。甲かん高だかい叫びは春はる香かのものだった。石いし畳だたみに倒れ込んで叫んでいるのが見えた。銃を抜きかける三組。二組はそんな生徒の背後に回り銃を突きつける。

　銃声が聞こえた。混乱での発砲。雑音に混じって真央の悲鳴が聞こえた。

「抵てい抗こうしないで」

　美鈴はタックルをした生徒に、銃を突きつけながら囁ささやいた。

　周囲の確認。ほとんどが石畳に倒れ込んでいる。銃を突きつけているのは二組側。

「馬ば鹿か、私よ！」

　美鈴は顔をしかめた。

　訳わけが分からずに、逃げ出した生徒がいた。石畳を転ころげるように走ったのは真央だった。鎖の端をつかもうと手を伸ばしたが、美鈴の左手は空転した。

　さらに銃声。鮮血が散った。悲鳴を上げたのはこちら側の生徒。

「春香！」

　伊い集じゆう院いんはとっさの対応をみせ、押さえていた生徒の腕を銃で撃ったのだ。さらに、呆ぼう然ぜんとしていた春香を立ちあがらせると、そのまま広場方向へと走った。

「私が追う。他は押さえたままで」

　美鈴は確保していた生徒を強ごう引いんに立ちあがらせると、そのまま伊集院を追い広場へ。

　美鈴が広場に入ると同時に、爆音のような悲鳴が上がった。噴ふん水すいの周囲にいた三組女子がパニックになっている。

「広場の出口を押さえて！」

　美み鈴すずは広場にいた二組の生徒に叫んだ。

「……真ま央お」

　騒そう然ぜんとした雰囲気はすぐに収しゆう束そくした。美鈴は、確保した生徒の手をつかみながら、噴ふん水すいから距離を取り立ち止まった。

　噴水の中央では、伊い集じゆう院いんが人にん魚ぎよのモニュメントに身を隠かくすように立っている。右隣には春はる香か、そして、左隣には鎖くさりに繫つながれた真央がいた。春香と真央の頭上には、弾丸たま切れを示すバツマークが点てん滅めつしている。

　そんな噴水の周囲には不自然に体を硬こう直ちよくさせている女子生徒。その周囲には二組の生徒。そんな配置で、この場所はフリーズしたかのように固まっていた。

「何故なぜ、こんなことを？」

　伊集院は銃を真央の頭に突きつけている。真央は瞬まばたきもせずに美鈴を直視していた。

「あなたが約束を破ったから」

　美鈴は銃の照しよう準じゆんを伊集院に合わせながら答えた。

「春香を取り返そうとしたのは、当然のことだろ。ずっと、あの状態が続いていて、なんのアクションもなかった」

「だから、裏切ったの？」

　確かに、別のことに注意を奪われていた美鈴にも責任がある。しかし、どのような大たい義ぎがあろうと、ルール破は棄きのペナルティーは負わなければならない。

「裏切ったわけじゃない」

「もういいわ」

　美鈴は伊集院を制した。この場面での議論はすべて平行線だ。時間だけを浪ろう費ひしてしまう。そして、こちらには時間がない。狩かりに向かっている生徒が帰ってきてしまうからだ。

「真央を放しなさい。でなければ撃つわ」

「断る。解放は、二組が街まちを解放することと引き換えだ」

　伊集院は依い然ぜん真央に銃を突きつけている。膠こう着ちやく状態。美鈴は焦じれた。

　美鈴は覚かく悟ごを決めた。この時この場所で、選択するべきコミュニケーションは言葉ではなく弾だん丸がんだった。それが最善の交流方法なのだ。

　美鈴は伊集院の頭に照準をつける。

「銃を下ろせ」

　その時、美鈴の頭に銃が突きつけられた。横を見ると、確保した男子生徒が、注意を逸そらした美鈴に銃口を向けていた。

　そんな様子を見て、伊集院がにやりと笑った。

「サンキュー、里さと見み」

「分かったわ。あなたたちも下ろしていい」

　美み鈴すずは素直に銃を下げ、周囲の二組の生徒にもそう言った。

「議論をしましょ。言葉を使ってね」

　美鈴は、三組の里見という男子生徒に銃を突きつけられたまま噴ふん水すいへと進んだ。噴水の周囲の石いし畳だたみには、三組の女子生徒が伏ふせた状態で視線だけを向けた。

「こっちから条件提示をする。このまま二組は二組の街まちに戻ること。そうすれば、神かん田ださんも返す。もとからそのつもりだった」

　伊い集じゆう院いんは毅き然ぜんと言った。

　美鈴は噴水の縁ふちに立つと、大きくため息を吐ついた。

「元通りじゃないか。春はる香かはこっちに、神田さんはそっちに」

「……だから嫌なのよ」

　美鈴は小声でつぶやいた。噴水の外の生徒に聞こえないように、声量を調整する。

「春香ちゃんと伊集院君が元通りになることが嫌なの」

　美鈴が言うと、伊集院と春香は困こん惑わくげに顔をしかめた。

「私、ずっとあの日のことを覚えているわ。伊集院君を放課後の用具倉庫に呼び出した日のことを」

「なに言ってるんだ？」

「そうよね。あの時のことは心にしまってこうって、約束したものね。でも、忘れられない。私の告白を断ったかわりに、あの倉庫で一回だけという約束で私を抱いてくれたこと。ずっと……覚えていた、部屋の埃ほこりっぽい匂においやマットの感かん触しよく、乱暴な愛あい撫ぶも」

　真ま央おが目を丸くしている。伊集院と春香はさらに啞あ然ぜんとしていた。

「何を……」

「本当なの？」

　春香が伊集院に詰め寄った。

「伊集院君を責せめないであげて。私から言ったことなの。春香ちゃんと付き合ってることを知っていて、告白したんだもの。抱かれて終わりのつもりだった。でも、だんだんとあなたへの気持ちが……だから、春香ちゃんを……」

「ひどいよ……美鈴だってかわいそう」

　春香が、呆ぼう然ぜんとしている伊集院を揺すっている。

「違う、噓うそだ、そんなことは……信じてくれ」

　伊集院が春香の両肩をぎゅっとつかんだ。

「信じてあげて」

　美鈴はそう言いトリガーを引いた。

　銃声と同時に伊い集じゆう院いんが派は手でにバランスを崩くずした。血ち飛沫しぶきが舞い上がり、春はる香かが絶ぜつ叫きようした。

　噴ふん水すいに倒れ込んだ伊集院の肩が真っ赤に染まっている。さらに美み鈴すずは伊集院の右腕に向けて銃を三発。

「あ、あ、あ……」

　伊集院の右腕が銃弾に弾はじけ血飛沫を撒まき散らす。手からポロリと銃が落ちた。

　周囲の悲鳴の中、美鈴は自分に銃を向けていた里さと見みを向いた。

「上手うまい演技だったわ。おかげで助かった」

　里見は不満げに首を振った。

「演技じゃなかった。俺おれは本当に、美鈴に議論で解決してほしかったんだ。だから、ああしたんだよ」

「言葉で解決する場面じゃなかったもの」

　里見は憮ぶ然ぜんと銃を下ろした。美鈴は、噴水に倒れ込んでいる真ま央おを呼び寄せようと視線を動かした。その時、視界に入ったのは、左手で銃を構える伊集院の姿だった。

「危ない！」

　叫びと同時に銃声が響く。硬こう直ちよくする美鈴が見たのは、美鈴の前に立ちはだかる真央の姿。銃声と同じ数だけ、真央の体は痙けい攣れんするようにのけぞった。

「……」

　目を見開く美鈴に、ゆっくりと真央の体が倒れる。

　美鈴はそんな真央を支えると、すでに弾丸を撃ち尽くした伊集院に、自分の弾丸の全すべてを撃ち込んだ。

　伊集院の体は噴水の中を派手に跳ねまわり、動きを停止した。噴水の水がトマトジュースのように真っ赤に染まった。

「……真央」

　美鈴は真央の体を抱きかかえると、噴水の縁ふちにそっと横にした。まだ意識はある。

「傷は浅いわ」

　美鈴の言葉に真央は首を振る。

「もうヒットポイントが残り少ないの。それも、血が流れると共に減ってる。もうすぐなくなっちゃう」

　噴水の縁からはだらだらと鮮血が流れている。

「誰だれか、回復キットを！」

　美鈴は周囲に向かって叫んだ。呆ぼう然ぜんとしている生徒たちは、美鈴の声など耳に入っていないように立ち尽くしている。

「いいから、手を握ってほしい」

　美鈴は顔を歪ゆがめて、真央の手をきつく握りしめた。

「ごめん、私が油ゆ断だんしたから」

「平気、ゲームだもん。ただゲームが終わるだけ」

「そうよね。たかがゲームよね」

　美み鈴すずは真ま央おに笑いかけてやった。

「でも、ちょっと怖こわい。だんだんと意識が薄くなっていくのが分かる。死ぬってこんな感じなのかなあ」

「真央」

「美鈴ちゃん……」

　真央は目を閉じた。

　唇を嚙かみ締める美鈴の前で、真央の体は徐じよ々じよに霧きりのように薄くなっていった。この世界からの消滅。

　たかがゲームなのだ。しかし、美鈴の胸は強烈に痛んだ。喪そう失しつ感かんと虚きよ脱だつ感かん。この胸の痛みは、現実の痛みと全く同じだった。

　美鈴は立ちあがった。真央の体は完全に空間から消失していた。ちらりと横を見る。同じく消滅した伊い集じゆう院いんの脇わきでは、春はる香かが呆ぼう然ぜんと座り込んでいる。

　すぐにでも現実に戻りたかった。ゲームで死んだ真央は、現実で無事にいるのか。それだけが心配だった。しかし、その気持ちを必死でこらえた。まだここでやらねばならないことがある。

　周囲の生徒たちは、言葉を失い美鈴に視線を向けている。美鈴は、噴ふん水すいの縁ふちから降りると、そんな生徒たちに微笑ほほえんでみせた。

「たかがゲームよ。でも、油断したらペナルティーを負わなきゃならない。だから、私たちは自分たちを守るために、やらなきゃいけないわ」

　生徒たちの顔色が変わっていた。彼らは、この世界のルールと現実を受け入れたのだ。

「作戦を続けるわ。狩かりから帰ってくる三組の生徒を迎げい撃げきしなきゃいけない。それが、最後の仕事」

　美鈴は、広場にいる生徒たちに役割分担の指示を出した。ゲームとはいえ、実際の死を間近で見た三組の女子生徒たちは、恐怖に抵てい抗こうを止やめた。

「俺おれはどうすればいい？」

　美鈴の隣にいた里さと見みが言った。

「そうね。こうしておくわ」

　美鈴は里見に囚しゆう人じんの鎖くさりを使用した。がっちりと首輪が里見の首にはまった。

「ひどいな。チームメイトにこの扱いは」

「だからよ。こうしておけば、他ほかの生徒にも言いい訳わけが立つでしょ。おとなしくしてなさい」

　美鈴は里見に耳打ちした。

　その後、沖おき田たたちが確保していた三組の男子生徒も、女子同様に弾丸たまを撃ち尽くさせ捕ほ虜りよにする。

「あれ？　フットサルができそうなメンバーじゃねえか」

　広場に戻ってきた沖田が里さと見みを見てにやっと笑った。

「強ごう引いんなプレイだったよ」

　里見は皮ひ肉にくを言い、美み鈴すずと沖田を睨にらんでいる。三組の里見幸こう太た郎ろうは、フットサルチーム、ホーネットのメンバーなのだ。美鈴の近所に住み、幼稚園時代からの顔見知りなので、チームに組み込んだのだ。

「おしゃべりしてないで、さっさとゲートに戻りなさい。そろそろ、帰ってくるわ」

　美鈴はショップで弾だん丸がんを購入した。変化に気づく。弾丸が二十五発まで購入できたのだ。すぐに察した。伊い集じゆう院いんを殺したことで、持ち弾丸たま数が増えたのだ。

　アビリティーカウンターで確認した伊集院の価値は十発。伊集院は六発の価値の真ま央おを倒しているため、十六発に増えていた。それを美鈴が倒しため、その数がプラスされた。生徒同士の戦いは、そんなルールがあるようだ。

「守備は結けつ構こうしんどそうだな」

　沖田が言った。

「大丈夫よ。みんなのやる気が出てきたようだからね」

　必死で戦うはずだ。人数も場所もこちらが有利で、心もひとつになっている。負ける要素は存在しない。

「それで、神かん田だはどうした？」

「真央は死んだわ」

　美鈴はそう言い捨て、ゲートへと向かった。




　　　　　＊




　ゆっくりと目を開けると、こちらを覗のぞき込んでいる彼女と目が合った。

「真央……」

　美鈴は、自由の利きかない体を動かし真央を抱きしめた。抱きしめた感覚がほとんどなかった。匂においも温あたたかみもなかった。それでも、目の前の真央は現実のものだった。

「よかった。無事だったのね」

　美鈴は安あん堵どに脱力しながら、シートに身を起こした。久ひさ々びさに現実の世界で見る真央の顔が目の前にあった。ゲームの世界で死んだために会えたとは皮ひ肉にくなことだった。

「うん。ゲームオーバーになっただけ」

「ペナルティーはそれだけなのね。ゲームにはまた参加できるのかしら」

「それは無理っぽい」

　真ま央おは首を振り、左手をアピールした。しばらくして気づく。

「腕輪は？」

　真央の腕には、あの腕輪がなかった。

「起きたら外れてたの。きっと、ゲームオーバーのペナルティーなんだね」

　これがソフィアが言っていたゲームのリスクなのだ。失敗した生徒は、腕輪が外れてしまう。

「腕輪が外れるとゲームができないの？」

「色々試してみたんだけど、ゲームだけじゃなくて、シートも自動販売機もシャワーも使えなくなっちゃった。やっぱり腕輪は、外しちゃいけないものだったんだね」

　美み鈴すずは、シェルターに入った序盤の討論を思いだした。生徒たちと、外すべきか現状維持かで議論になったのだ。はめたままがいいとの結論になったのだが、それは正しかった。だが、この程度のペナルティーですんだことは幸運だったのではないか。たかが腕輪だ。

「問題ないわ。自販機は腕輪をしている人が買ってあげられるし、シャワーだって私と浴びればいいでしょ。シートが使えないのはちょっと困るだろうけど」

「うん、しょうがないね。でも、あのショップだけは使えるんだよね」

　真央は画面を指ゆび差さした。画面で微笑ほほえむイデア。

「腕輪がなくても？」

「うん。ほら」

　広げた真央の手のひらには、真っ黒い弾だん丸がんが載のっていた。その弾丸を見て、美鈴はどきりとした。

「なんでそれを買ったの？」

「意味はないよ」

「……真央」

　美鈴は真央のスカートのポケットを触さわった。じゃらっと弾丸の感かん触しよくがあった。

「試しに買ってみただけだよ。それより、あれからどうなったの？」

　真央は不自然に話題を変えた。

「真央が死んでから？」

　美鈴はゲーム世界の状況を話してやった。真央が死んだ後、捕ほ虜りよを広場に集め見張り、その他の生徒はゲートの守備に回った。

　真央の死が生徒たちを変化させた。そう思った。もう彼らに迷いはなかった。

　狩かりから帰ってきた生徒たちに、容よう赦しやなく弾丸を浴びせたのだ。狩りで弾丸をほとんど失っていた彼らは、散ちり散ぢりに逃げだした。

　数人が死に、残った生徒は、街まちを占せん拠きよされたことを察し、二組の街へと敗走した。そこで防衛はできるが、弾丸やアイテムの補ほ充じゆうはできない。この時点でゲーム世界の勢力図は決定された。

　その勝利に、二組の生徒たちは一体となった。迎げい撃げきに成功した時の歓かん喜きの輪。学校生活において二組はこれほどまでに結けつ束そくしたことはなかっただろう。

　ゲームの成功は、クラスの状況もプラスに転じさせた。

「だから、もう心配はいらない。クラスメイトも協力しあえる」

「そっか」

　真ま央おはほんの少しだけ複雑な表情を見せた。

　それからしばらくすると、ログアウトの生徒が続々と起きはじめた。見張りなどの役割は、美み鈴すずを中心に分担を決めた。

　死んだ真央は同情を受ける対象だった。戦いにおける犠ぎ牲せい者しや。そんな立場だった。

　同情を買う真央。それも、クラスをまとめる要素のひとつであった。現実に戻ってきた生徒は、腕輪が外れた真央を優やさしくケアをした。

　同時に、クラスをまとめる逆ベクトルの要素も存在した。それは、敵の存在。真央を撃ち殺した三組。さらに、春はる香かを連れ出した草くさ加かたち五人。

　ゲーム世界の街まちで議論が交わされた。彼らを許し、ここに連れて来てやるかどうか。

　美鈴は特に意見を言わなかったが、すぐに結論は出た。クラスメイトは、彼らを拒きよ絶ぜつしたのだ。裏切りの要素は排除するべきだと結論づけた。草加の彼女の麗れい奈なでさえも同調した。彼女は、大きな枠わくに入ることを選択したのだ。

　確かつ固こたる生徒たちの意見。勝利による自信がそうさせている。

　ログアウトした草加たちの立場も否定された。起きて顔を合わせても、誰だれも言葉を交わすことはなかった。五人は現実の世界でも、枠から排除された。

　そんな状態のまま、美鈴はログインを繰り返しゲームを継続させていった。

「売っているアイテムが増えたわね」

　美鈴はショップのウサギに話しかけた。

「時間経過と共に増えますからね。あと、隣のクマさんと商品の差さ別べつ化かをしないとやってけません」

　カウンターではクマとウサギが並んでいる。クマは弾だん丸がんやゲーム用のアイテムなど、通常の販売。一方ウサギは、防具などを中心に売り出していった。

「防弾チョッキのバージョン３はいかがですか。ちょっと重くなっちゃいますけど、レベル１の弾丸はほとんど防げますよ」

「いらないわ。アイテムは四つまでしか持てないから、空あきがないのよ。それに、あなたの防具、高いわ」

「弾丸と交換でもいいですよ。みなさんそうしてます」

　確かに他の生徒は弾丸と引き換えに防具を手に入れている。防弾チョッキやヘルメットやシールドなど。ゲームの死を目まの当あたりにしたことで、自己防衛の重要さを確認したようだ。

　美み鈴すずはショップから離れて広場の中に入った。

　噴ふん水すいの縁ふちには三組の女子生徒が並んで腰をかけている。下着姿の生徒もいる。彼女たちはオーレを得るためにショップに衣服を売ったのだ。弾だん丸がんもほとんどショップに売り払っている。従うことを条件に、そんなオーレやクラブカードは奪うことなく、自由にさせていた。

　そんな捕ほ虜りよ的てきな扱いを受けている彼女たちだが、それでもこのゲーム世界にログインし続けていた。どんな状況でも、あの灰色の現実よりはマシなのだ。

　捕虜にした三組の男子生徒は、二組の生徒と一いつ緒しよに外のフィールドでソルジャーとの交こう戦せんをしている。ただし、仲間に入れたわけではなく、弾丸も厳格に管理し、監かん視し下かに置いている。

　ゲームの勝者による支配。それが現状だった。

　美鈴たち二組は、ゲームをこなすことによって、無む駄だな肉が削そげ落ちスリムに変へん貌ぼうした。万ばん事じ順調だ。

　美鈴はしばらく広場を監視し分担された役割を果たしてから、街まちの外へ出ることにした。

「三人でソルジャー狩がりか？」

　沖おき田たと里さと見みが付いてきている。外は朝日が出たばかりだ。

「ちょっと遠とお出でするわ」

　三人で向かったのは、二組が以前拠きよ点てんとしていた街方向だった。多少危険ではあるが、行かねばならない理由があった。

　街を迂う回かいし、目的地に辿たどり着いた時には昼を過ぎていた。

　目め印じるしの電話ボックスの脇わきの木の下を確認する。そこには誰だれもいない。

「結けつ構こう時間が空あいちゃったからね」

　美鈴はがっかりとしつつ、木の幹に寄りかかった。彼女を里見に会わせたかった。本当に外からの介かい入にゆうなのか、意見を聞きたかったのだ。

「待ってましたよ、美鈴さん」

　すっと、木の陰かげから顔を出した少女はマイだった。黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみを瞬まばたき笑って見せた。いつもと同様に白いワンピースを着ていた。

「マイちゃん。来てくれたのね」

　マイは首を振った。

「ずっと待ってたんです」

「あれから？」

　マイはこの前に別れてから、ずっとこの木の下にいたようだ。美鈴は、目の前のポリゴンのキャラクターを少しだけ愛いとしく感じた。

　美鈴は、里見にマイを紹介しつつ、ざっと経緯いきさつを話した。

「なるほどね。あり得る話だね」

　里さと見みは平然とうなずいた。

「どう思う？」

「システム的にはこんなゲームはあるけど、最大の問題は、何故なぜ、外の人間を参加させたかだね。そうすることで何かをしたかったのか、それとも、これは思おも惑わくのほかだったか」

「思惑のほかって、それはないでしょ」

「それは分からないさ。俺おれたちを管理するこれだけのシステムを完かん璧ぺきに作ったんだ。そんな歪ゆがみがどこかで出るかもしれないよ」

「分かるように言ってよ」

　美み鈴すずは、クールに考え込んでいる里見を睨にらんだ。里見は表情が薄いため、何を考えているのか分からない時がある。コンピューターなどが得とく意いで、たまに美鈴の所属するパソコン同好会の手伝いをしてもらっている。学校のパソコンのデータをいじり、生徒同士で麻雀マージヤンができるように環境設定したのも里見なのだ。

「情報が少なすぎるよ。このゲームの概がい要ようもまだ判明してないし。ただ、現実でも調べる要素は残っている」

「現実で？　シェルターのこと？」

「そう。扉の外。腕輪を外さないと出られないという扉がある。美鈴のところもそうだろ。うちもある。外はどうなっているのか、今なら調べられる」

　確かにそうだ。シェルターには、ハンドル付きの扉があった。その扉は開けることができるのだが、その先は腕輪を外さねば進めず、連絡通路の先にあるもうひとつの扉は開けることができなかった。その扉の向こうには何があるのか。

　再び沸わき上がってきた疑問。そして、現在は腕輪が外れている生徒がいる。真ま央おだ。真央なら……。

　しかし危険も伴ともなう行動だ。美鈴は真央にそれを強きよう要ようできなかった。

「あっち側の奴やつらはどうしてたよ」

　沖おき田たが街まち方向を指ゆび差さし言った。ショップのない街に逃げ込んだ生徒のことを言っているのだ。

「細々とやってるらしいよ。街の外に出て、点在する自販機で弾丸たま購入。買ったらすぐに街に戻って防衛。引きこもっているらしいね。ちなみに、二組の彼らも一いつ緒しよらしい」

　追つい放ほうされた草くさ加かたち五人も合流したようだ。敗北者たちのグループ。クラスは現実の所属を無視し、強ごう引いんに再編成されたのだ。

「ねえ、三組にも腕輪が外れている生徒が数人いるはずよ。死んだじゃない。伊い集じゆう院いんとか」

「この前ログアウトした時に見たけど、彼らはぐったりと寝てるだけだったね。表現するなら無気力状態かな」

「役に立たないわね。やっぱり口だけ野や郎ろうね」

　たかがゲームの死だけではなかったのかもしれない。自分の存在意義をも失ってしまったのだ。

「そういえば、私たちは、現実ではもう死んでいるらしいわよ。飛行機事故でね」

　美み鈴すずは里さと見みに言った。

「あり得るね。そのほうがシェルターに押し込めるのに都つ合ごうがいい」

「でも、そんなことできるの？」

「本当ですよ。ネットも新聞もテレビもそう言ってたんです」

　マイが口を挟はさんだ。

「マイちゃんを疑っているわけじゃないけど」

「テロなんかを起こした組織はネットのように広がっているってことだよ。回線を通じて情報が広がるようにね」

「日本国内にも協力者がいるってこと？」

「だろうね。だとしたら簡単だよ。飛行機だって、データを書き替えれば乗っていたことになる。そうじゃないか。帳簿だって、実際の金額よりも、上うわっ面つらのデータのほうがよっぽど重要なのさ。そして、マスメディアや警察関連の中にも、そんな組織と繫つながった人間がいるのかもしれない」

「そんなはずは……」

「ないと断言できる？　思想なんかに国境はないよ。インターネットに国境がないようにね」

　問題は、この状況は何を意味するのか。死んだことにされた美鈴たちは、どのような感情の下にいるのか。悪意なのか善ぜん意いなのか。

「どうにか、この状況を伝えないと」

「キャラクターと交流してみようとか、周囲のアバターに呼びかけているんですけど。でも……」

「効果ないわよね」

「ゲームとして人気は出てきてますけど。美鈴さんたちキャラクターに懸賞金がかかったりして」

　美鈴は苦にが笑わらいをした。そんな状態では交流など望めるはずがない。

　空を見つめる美鈴の横で、里見とマイが会話をしている。

「そろそろ、奴やつらにも教えていいんじゃねえか」

　沖おき田たが言った。クラスメイトに、外からの介かい入にゆうを教えるかどうか。確かに、最近はシステマチックにまとまっている。教えても混乱はないだろう。しかし、美鈴はまだマイを信用しきれてはいなかった。外からの介入の真しん偽ぎ。

「とにかく、そろそろ戻りましょ、マイちゃんも。今後、会うポイントとしてはここは遠い。別の密会場所を見つけないと」

　美鈴たちは、マイを連れて移動をした。現在の拠きよ点てんの街まち近辺の交こう戦せんポイントからずれた場所を選び、そこを密会場所とする。

「じゃあ、また明日あしたね」

　美み鈴すずたちは、いったんマイと別れてから街まちへと戻った。街の石いし畳だたみは夕暮れの朱しゆ色に染まっていた。

　広場の入り口で、美鈴ははたと立ち止まる。

　広場では、悲鳴のような声と、笑い声が入り混じり響いていた。広場では逃げる三組の女子生徒を、笑いながら追いかける二組の男子生徒の姿があった。

　他の三組女子たちは、噴ふん水すいの中で身を寄せ合うように硬こう直ちよくして立っていた。

　そんな光景を見つめている二組の女子生徒は誰だれも止とめなかった。顔をしかめながらも、光を帯びた視線を向けている。

　美鈴はため息を吐ついてから、広場に背を向け引き返した。

「止めねえの？」

　沖おき田たが横目で美鈴を見た。

「ゲームの中での遊びでしょ。あれが嫌だったら、三組の女子たちにも選択できる行動がある」

　所しよ詮せんゲームなのだ。死も偽にせ物ものだった。ゲーム内で仮か想そうボディーの女子を追いまわしても遊びの範はん疇ちゆうだ。

　それでも、あの光景は美鈴を強烈に疲労させた。

　美鈴はショップの裏うら手てに駆け込むと、扉からログアウトした。シートから体を起こし、現実感のないまま真ま央おの体を抱きしめた。

「ねえ、美鈴ちゃん」

　真央の声は、遠くの潮しお騒さいのように聞こえる。

「なあに？」

　ろれつの回らない口調で返事をする。ログアウト後、しばらく間を置かないと、自分の体のコントロールが上手うまくできない。

「私、外に出てみようと思う」

　真央は、あのハンドル付きの扉を指ゆび差さし言った。







「やっぱり心配だわ。ひとりで行かせるなんて。あんた、腕輪外しなさいよ」

「無む茶ちや言うなって」

　沖田はさすがに首を振った。

　美鈴は現実の部屋の中で唇を嚙かんでいた。他ほかにも数人の生徒が目を覚ましている。真央が外に出る決心をしたことを知っているのだ。

「いいよ、大丈夫だから。様子を見て戻ってくる。それだけのこと」

　真ま央おは平然としている。

　外に出るには二つの扉を抜けねばならない。片方の扉をロックしなければ、もう片方は開かない。そして、ロックされた扉は、外からは開けられないのだ。

「連絡通路を通って、二つ目の扉を開けてから、閉まらないように靴を挟はさんでおくよ。そして、外を調べて戻ってくる。そうしたら、美み鈴すずちゃんが、この一つ目の扉を開けてくれればいいからさ」

　理り屈くつは分かるのだ。しかし、外に何があるか分からないのだ。本当にひとりで行かせていいものか。

「もしかしたら、ドッキリでしたってプラカード持った美女が入ってくるかもよ」

「慎しん重ちように行動するのよ」

　美鈴は沖おき田たを無視して真央の手を握った。なんにしろ、調べないわけにはいかないのだ。

　真央はうなずくと、扉のハンドルを回した。きりきりと不快な音が鳴り扉が開いた。

「すぐに戻ってくるからさ」

「戻ってきたら、扉を叩たたくのよ。すぐに開けるから」

　真央はうなずき扉をくぐる。美鈴はしばしためらってから、扉を閉めた。カチッとロックの音が聞こえた。共有していた空間が遮しや断だんされたような気分だった。

　しばらくしてから扉のハンドルを回してみたが、すでに扉は開かなかった。二つ目の扉が開いているためだ。すでに、真央は外に出ている。

　美鈴は扉の前で待機し続けた。時とき折おりハンドルを回してみたが、やはり開かない。異常に時間が長く感じる。

　いつの間にか十人以上の生徒が扉の前にいた。やはり外がどうなっているのか気になるのだ。

　帰ってこない。美鈴はガリガリと腕を引っかき焦じれた。何もなければ、すぐに戻ってくるはずだ。と、すると、やはり何かがあったのだ。だから時間がかかっている。

　周囲の生徒たちも不安げに視線を交こう差ささせた。

「遅おそい……」

　胃がチクチクとして、苦にがい液が口に広がった。そんな時、「あっ」と誰だれかが声をあげた。扉を叩く音がほんの微かすかに聞こえたのだ。

　美鈴はうなずき、扉のハンドルを回す。カチンとロックが外はずれた。

「真央、大丈夫……」

　美鈴が扉を引き開けると、笑みを浮かべた真央が見えた。

　美鈴は啞あ然ぜんと目を見開いた。これは現実なのか？　背後にいた生徒たちも言葉を失っている。

　扉の向こうにいたのは、真央だけではなかった。もうひとりの女子生徒。彼女はゆっくりと扉をくぐり美鈴の前に立った。

「久しぶり」

　彼女は笑いかけた。

「愛まな美み……」

　美み鈴すずはただ呆ぼう然ぜんと目の前の正まさ樹き愛美を見つめた。




　　　　　＊




　扉の開放。二組がひとつの国だとしたら、歴史上に燦さん然ぜんと刻きざまれるべき出来事。漆しつ黒こくの海の向こうには別の国があったのだ。

　美鈴は薄暗いフロアに立っていた。

「いろんなことがあったの」

　愛美がこちらを見た。滑なめらかな肌はだ、ふわりと広がる髪、葡萄ぶどう色の瞳ひとみ。仮想世界バーチヤルではない現実のこの場所に愛美がいる。

　美鈴は愛美から、おおよその状況を聞いていた。

　二組と同じように、愛美の一組もここに閉じ込められていたこと。愛美はすぐに腕輪を外し、部屋の外に出たこと。そこで四組や六組の生徒を発見し交流を取ったらしい。

　さらに上のフロアの発見。トイレの個室のファンの向こうに隠かくし通路があり、そこから上に行けたのだ。上のフロアには、四つの部屋があり、同じく配給を受けられたらしい。

　状況を整理すると、発見されているクラスは、一、四、六、八組。プラス美鈴の二組と、まだ部屋の外に出てきていないが、ゲーム世界で交流した三組。

　現在、クラスの枠わくはなくなり、集団は再編成されている。基本的に腕輪をはめている生徒は上のフロアに、腕輪を外した生徒は下のフロアに。

　上のフロアの部屋は、下の部屋よりも設備も配給される物資も良いようだ。なので、ほとんどの腕輪をしている生徒は上の部屋で過ごしている。

　腕輪をしていない生徒たちは、男子は四組がいた部屋、女子は六組がいた部屋、と現在はクラスに関係なく分けている。八組の部屋は、フリールームとなっている。

　一組の生徒はほとんど腕輪をしているのだが、変わらず下の部屋で過ごしている。その部屋で配給を受け、腕輪を外した愛美が扉をくぐり、他の部屋に物資を運んでいるのだ。そんな体制ができている。

　下のフロアで配給を受けることができるのは一組だけだった。あの最初に行われたチェスのようなゲーム。あのゲームの勝者は一組だったのだ。他の七クラスの受けるはずだった配給は、すべて一組が独どく占せんした。

　しかし愛美は事実を知り、その配給を還かん元げんしようと尽力した。だからこそ、この場所はぎりぎり安定している。

　美鈴たちがゲームに興じているうちに、外の世界は急激な変化を遂とげていた。

　また、上と下のフロアの交流は、極力なくしているようだ。腕輪をしている生徒としていない生徒、同じ価値観と感情を共有できない。そう結論づけたらしい。

　美み鈴すずは、そんな考えを受け入れた愛まな美みに驚いた。彼女はもっと無む邪じや気きな正義感を持っている女の子だった。

　愛美を変化させる、いろいろなことがあったのだろう。

　美鈴は円形のベンチに立ち頭上を見た。この場所は、美鈴たちが過ごしていた部屋の扉の外。円形のフロアの周囲に部屋が設置されている、という位置関係だったのだ。

　美鈴は、部屋の隠かくし通路から上のフロアに上がり、さらにこのフロアのトイレに降りるといった順じゆん路ろでここに来たのだった。ここと部屋を繫つなぐ連絡通路は、腕輪をしている生徒は通れないからだ。

「気になる？」

　愛美が言った。

「……」

　蒼あお井い典のり子このことも聞いていた。上のフロアで、もうひとつのゲームが行われたらしい。そのゲームのエンディングは、蒼井の消失だった。

　ゲージに入れられた蒼井は、この施設の上部へ引き上げられた。そして、それから姿を見た生徒はいない。確認する術すべはないのだ。何故なぜ、上に？　どのような意味があるのか。

「心配なの？　蒼井さんのこと」

　愛美が美鈴の隣に寄より添そうように立った。

「蒼井のことは、ずっと心配だったわ」

　美鈴はぼんやりとかすむ闇やみを目に映した。

「そっか」

　愛美は視線を落とした。

「愛美のことも心配していた」

　美鈴は愛美の髪を撫なでてやった。愛美は硬かたい表情のまま、頭を美鈴の胸に押しつけた。

「別に心配してくれなくてもよかったよ。私が美鈴を心配していたから。私のほうが沢たく山さん心配したい。でも……心配してくれてもいいけど」

　美鈴はくすっと笑うと、愛美の肩をそっと抱いた。

「……本当は、どっちのほうを心配してた？　あのシェルターで、どっちのことを多く考えていたの？」

　しばらくの間のあと、愛美はそうつぶやき上を向いた。

「……」

　美鈴は目を閉じ蒼井を思い浮かべた。自らの感情や行動をコントロールしていた蒼井。精密な管理で、華か麗れいで優美な蒼井を出力している。

　青で揃そろえた下着やアクセサリー。長く伸ばした髪。それらは、美み鈴すずの目には、蒼あお井いのストレスの具ぐ現げん化かのようにしか見えなかった。いつか彼女は崩ほう壊かいしないだろうか。そう心配しながら、ずっとそばにいた。

「どっちが好き？」

　沈黙する美鈴に、愛まな美みが言った。目を開くと愛美がこちらを見つめていた。

「蒼井」

　愛美はぐっと唇を嚙かんだ。

　──好きな色はピンクです。初めて会った時、笑顔で愛美が言ったのを覚えている。長く伸びた髪は、愛美の無む邪じや気きさを表現しているようだった。笑っている彼女は、ただ可愛かわいらしかった。

「顔も性格も蒼井のほうが好きだけど……恋人にするなら愛美です」

　愛美ははにかむように笑った。

　美鈴は、瞳ひとみを閉じた愛美に顔を近づけ、ぴたりと動きを止めた。足音が聞こえた。ふたりは、すっと距離を取った。

　柱の陰かげから顔を出したのは、沖おき田たと里さと見みと真ま央おだった。沖田は上のフロアに行っていたらしく、もらったらしいレトルトの焼きそばを食べている。ソースの匂においに、美鈴の心臓がどきどきとした。

「やらねえよ」

「いらないわよ」

　美鈴は沖田を睨にらみつけた。

「そろったね」

　愛美がくすっと里見に笑いかけた。

「言われたとおりにトイレを調べたら見つけたよ。あとで、みんなにも教える」

　三組で出てきたのは里見だけだ。この場所に三組が本当に存在したことは、美鈴にとっては誤ご算さんだった。あの強ごう引いんな戦略は、仮か想そうゲームが前ぜん提ていだったのだ。

　ちらりと横を見る。里見の手を取りうれしそうにはしゃぐ愛美。三組が出てきたら、愛美にフォローしてもらうしかないだろう、と、美鈴は考えた。

「こんな場所で五人そろうと、フットサルの帰りに公園でジュース飲んだりしたこと思いだすよねえ」

　真央が言った。ここにいる五人は、フットサルチーム、ホーネットのメンバーなのだ。近所のスポーツジム主しゆ宰さいの男女混合チームのリーグに登録している。成績は中の上程度だが、このメンバーでやるゲームは楽しかった。

　自主的に作った枠わくなのだ。学校のクラスでもなく職場でもなく家族でもない枠組。こんなシンプルな枠が一番信用できるものではないだろうか。この枠の中では、自分自身の存在価値がある。美鈴はそう思っていた。







　その後、美み鈴すずは自らの目で状況を調査した。

　すでに二組の生徒は、外に別のクラスがいたことを知り、外のクラスの生徒と交流をしたり、情報交換をしていた。ただし、並へい行こうしてゲームのログインは続けていた。

　三組にも情報は伝えられた。外に出てきた三組だが、美鈴たち二組とは少々距離があった。ゲームとはいえ、争あらそいは事実だったからだ。それでも、愛まな美みのフォローにより、現実での争いは火種のままで維持されていた。

　さらに変化があった。それは画面のイデアのショップ。二組同様、三組は元から画面にイデアのショップが表示されていた。しかし、扉の開放と共に、ショップは全すべてのクラスの画面に表示された。上のフロアの部屋も同様だった。

　悪いことではなかったが、例えるならウイルスに感かん染せんしたようなイメージを受けた。イデアの流出、感染、拡大。

　ちなみに、ショップで売っていた弾だん丸がんはすでに売り切れになっていた。弾丸を買った生徒がいるのだ。弾丸はまた入荷されるのだろうか。その入荷のシステムはどうなっているのか。

　ゲームのことについては、愛美に話した。クリスタル・ラビリンスについて。配給ルール、ゲームシステム。マイのことも話した。外から参加しているだろう人間がいること。この現状を打開させるチャンスなのだ。

　しかし、愛美は現状での安定を求めていた。まずは、この世界の安定が先だと。この現実の場所でお互いに手を取り合って、状態を安定させようと。

　美鈴と愛美のズレ。

　美鈴は思った。この場所こそ現実ではないのだ。偽にせ物ものだ。自分たちがいるはずのないこの場所。この場所には自分たちの存在価値はない。まだ、あのゲームの世界のほうが希望のある現実だ。

　全ての生徒たちで議論を持つ必要があった。腕輪をしてゲームに参加できる生徒に、真実を伝える時がきたのだ。外からの介かい入にゆうがあると。

　美鈴はフロアを動き回りながら、そんなタイミングを図っていた。別の部屋にも行ってみた。

　そして生徒たちの違いを見つけた。腕輪をしている生徒は精神を保っている。表情も感情も維持している。一方、腕輪をしていない生徒たちの表情は失われていた。シートに座り込み、ボーっとただ上を見つめているだけ。

　配給の面や設備使用の理由もある。しかし、その両者の根本的な違いが、美鈴には分かるような気がした。

　──私はこの場所に必要とされているのか。

　美鈴は思いだした。屋上の手すりにもたれて、下の景色を見ていたことがある。高層マンションの上から、ただ夜の東京を見下ろしていた。

　道路を走る車は、まるで東京という体に養分を運ぶ血液のように見えた。眼下で動いているものは、東京という場所に必要とされているのだ。

　しかし、ここにいる自分には、存在価値があるのだろうか。美み鈴すずはずっとそんな自問自答を繰り返していた。

　今でもたまに思う。私の存在意義はどこにあるのか、と。

　腕輪が外れてしまった生徒。この場所での存在価値がなくなったことを敏びん感かんに感じ取っているのだ。そんな無力感と脱力感。

　腕輪を外した愛まな美みが精神を保っているのは、この場所に自分が必要とされていることを知っているからだ。腕輪はなくとも、存在価値を持っている。

「ゲームをやらないでほしい」

　静まり返る室内の中、愛美が言った。

　ここは二組のシェルターの中。他ほかの生徒はシートからゲームの世界にログインしている。そんな光景を愛美は冷たく見つめていた。

「やらないわけにはいかないわ」

「外からのアクセス？　でも、それは真実だか分からないよ。だとしても、交流は未知数でしょ」

「その理由だけじゃないのよ。みんなで協力してログアウト用の扉がある街まちを守らなきゃいけない」

　美鈴は濡ぬれた髪をタオルでぬぐいながら言った。先ほど愛美と一いつ緒しよにシャワーを浴びたのだ。久ひさ々びさに見た愛美の裸ら体たいは少しだけ細くなっていた。

「気づいてないの？」

「なにが？」

「ゲームをしている人たちはみんな変だよ。せっかく他のみんなと会ったのに、あまり嬉うれしそうじゃなかった。感情が希き薄はくっていうか、体もふらふらして、なんかおかしい」

「ゲーム中の操作のズレよ。戻って時間が経たてば、変わらず動けるようになるから問題ないわ」

「ゲームをしている人たちは、この場所から逃げている気がする」

「逃げてないわ。私たちは現実を受け入れてる。配給の問題もあるわ」

「こっちが現実だよ」

　愛美は寂さびしそうに美鈴を見た。

「……美鈴は、私が見えてる？」

「目の前にいるじゃない」

「配給なんていいじゃん。この状況を受け入れて、声を掛け合っていこうよ。美鈴も私のそばにいてほしい」

　目の前で語りかける愛まな美みは、何故なぜかぼんやりと見えた。

「行かなきゃ」

　美み鈴すずはシートに横になった。

　ヘルメットを被かぶると、愛美の気配はなくなった。

　最初の頃ころ不快だった降こう下か感覚は、今では快感の部類に入る。酩めい酊てい感覚と共に美鈴はゲームの世界にログインした。

　現実は革命的な変化を遂とげたが、このゲーム世界はほとんど変わっていなかった。

　二組の生徒たちは役割分担をし、体系を維持していた。狩かりに行く者、街まちを見張る者。そして、捕ほ虜りよを監かん視しする者も。

　捕虜は未いまだに解放してはいない。下着姿の三組の女子たちは、二組の生徒の玩具オモチヤのようになっていた。それでも、彼女たちはここにログインし続けている。オーレをもらえるという理由もあるが、やはりゲーム世界に慣れた人間はあの灰色の現実が耐えられないのだ。

　そして、三組の残ざん党とうとの対立も解消されてはいない。愛美を仲ちゆう介かい役やくに現実で意見が交わされたのだが、議論は平行線をたどった。この世界の対立は、この世界で解消しなければならないのだ。

　美鈴は、里さと見みを誘さそって街の外へ出た。ソルジャーとの交こう戦せんポイントを迂う回かいし目的の場所へと進む。

　大きな広葉樹の下に、白いワンピースを着たマイが待っていた。相変わらずマイとの密会は続いている。

　マイはネットやテレビで得た情報を美鈴に流すだけで、この状況が変化することはなかった。ただ、里見とマイはウマが合うようで、パソコンやゲーム機などについて会話している。

「里見さんはどんなハードを持ってます？」

　木の下にちょこんと座っているマイが言った。

　美鈴は下くだらない世間話をするふたりにため息を吐ついた。だが、建設的な話があるのかといったら、そうでもないのだ。

「最新バージョンですか？」

「初代のやつ。中古のソフトは安いし、バリエーションも豊ほう富ふだし」

「このひと、ゲームオタクなのよ」

　美鈴は口を挟はさんだ。里見はインドア派はなのだ。こんな夏休みでなければ、クーラーの効いた部屋でずっとゲームをやっていたことだろう。ただし、運動が苦にが手てかといったらそうではなく、フットサルではスタミナはないが意外にテクニシャンなのだ。

「なんのゲームをやります？」

「恋愛シミュレーションとかかな」

「なにそれ。恋愛のシミュレーション？　でも、あんたそのシミュレーションを現実に生かしてないじゃない」

「ゲームのジャンルだから」

「ゲームの女の子キャラクターと恋愛をするんですよね。会話をしたりデートをしたり」

「ああ、上手うまくいけばセックスできるやつね」

「家庭用ゲーム機だから、そこまでしない。上手くいったら告白して彼女になってハッピーエンド」

「はあ？　なんのために恋愛を成じよう就じゆさせるのよ。歪ゆがんだ欲望を解消するためのゲームでしょ。私のやったパソコンゲームはセックスできたわ」

「そんなの必要ない。純粋な恋愛なんだよ」

「純粋な恋愛だったら、現実でやりなさいよ。あんた、彼女のひとりもつくらないで」

「里さと見みさんって、かっこよくてもてそうですけどね。話し方もソフトだし」

「このひと、理想だけは高い夢見る少年だから」

「里見さんは、どんな女の子がタイプなんですか？」

　質問された里見は、美み鈴すずから不自然に視線を逸そらした。

「好きな女ひとがいるの？　聞いてないわよ」

「……ミドリかな」

「誰だれ？　三組の？」

「美み登ど里りってゲームの女の子じゃないですか。スレンダー美人の子ですよね」

　マイがクスクスと笑っている。美鈴はため息を吐ついた。

「ゲームキャラクターに恋するなんて馬ば鹿かね。言っておくわよ。その美登里って子、性生活は奔ほん放ぽうなのよ」

「そんなことはない。彼女は清せい楚そで純真なんだ」

「でも、全国のゲームプレイヤーに妄もう想そうでレイプされているわ」

「もうやめてくれ」

　里見が怖こわい顔をするので、美鈴はそのへんで許してやった。

「このゲームが恋愛ゲームだったらよかったですね」

　マイが里見をフォローしている。

「あれはどう？　イデアって子がいるでしょ。あれって可愛かわいらしくないかしら。どう里見、二次元の女の子は得とく意いなんでしょ」

「うーん、可愛いとは思うんだけど」

「会話して攻略しなさいよ。もしかしたら、ゲーム中でやらせてくれるかもしれないわよ」

「彼女と色っぽい方向の会話にいかないから」

「でも、複雑な会話はこなせるのよね。私の質問にも的確に返答するし、ジョークも言う。やっぱり人間よね。イデアとかソフィアとか、キャラクターを介かいして、人間が私たちと会話してる」

　生徒たちを管理している人間が、イデアやソフィアを操作しているのだ。

「それは分からないと思う。どっちかというと、プログラムの可能性が高いと思うんだけどな」

「機械があんなにスムーズに返答できるわけないじゃない」

「例えば、俺おれたちをデータとして取り込み管理してワンクッション置いているとか。画面のイデアと会話している美み鈴すずは、データの世界でシンプルに変へん換かんされて表現される。その世界でイデアがその言葉に対応。そして装そう飾しよくした言葉を画面から出力する、とかさ」

「……はあ？」

　美鈴は顔をしかめた。

「要するに、人間かコンピューターかなんて、こっちが判断できるもんじゃないんだよ」

「そうね。他ほかに調べなきゃいけないことは山積みだしね」

　現実でもゲームでも。

「愛まな美みはこの施設は船だって言ってたけど、本当かしら」

　愛美は実際に見たわけではないが、他の生徒からそんな情報を得ていたらしい。上のフロアにある扉が外に通じており、海だったと。しかし、その扉は現在閉ざされていた。

「もともとシェルターとして作られた船かもしれないね」

「船？　シェルターは地下でしょ？」

「辺へん境きようの海に面した国だったら、シェルター船はありだと思うよ。例えばソ連とか」

「ソビエト？　とっくに崩ほう壊かいしたじゃない」

「崩壊前に作られたのかも。あの国は何でもありだったじゃないか。というか、軍事関連の施設だとしたら、こんなの作るのは旧ソ連しか連れん想そうできないよ」

「シェルターだったら、こんな複雑なシステムは必要ないじゃない。生徒たちを争あらそわせるような」

　里さと見みは顎あごに手を添そえて唸うなっている。そんな時、マイが発言した。

「こんな噂うわさを知ってます？　船のような施設に人間を閉じ込めて……」

「続けて。気を遣つかわなくていいわよ」

「それで、殺し合わせて楽しんだりしたって。そんな娯楽が、中東の富ふ豪ごうたちの間にあったとか。まあ、ネットの都市伝説の類たぐいですけどね」

　マイは言った後に、ごめんなさいと謝った。確かに美鈴たちにとっては不快な噂でしかない。

「そうだとしたら婉えん曲きよくよね。ナイフでも配ればよかったわ」

「そうかな」

　里見が真剣なトーンで口を挟はさんだ。

「考えてみなよ。銃やナイフを渡されて、殺し合いをしろって言われても、俺は無理だよ。どんなに脅おどかされてもね。正義感から言っているんじゃなくて、精神的にってことだけど」

　確かに里見の言うことはうなずける。いきなり強きよう要ようされても、そんな精神状態にはならないだろう。

「真面目まじめに答えないでよね。殺し合いは飛躍しすぎだわ」

　美み鈴すずは首をすくめてみせた。

「そうだね。まずは目の前のゲームだね。調べることは」

「このゲームのゴールも調べなきゃいけないわ。外への呼びかけと並へい行こうして、次の扉を探したい」

　このゲームにもクリアーがあるのだ。クリアーによって、このゲームがなんであるか判明する可能性もある。

「でも、最近は敵も多くなってきたし、強くなってきたらしいよ。ずっと、沖おき田たも戦いっぱなしだし」

「あいつは好きでやってるのよ」

「ネットを通して広まってますからね。参加するひとが増え続けてますよ。敵の拠きよ点てんが二つあるとか、いろいろ情報が流出してます」

　マイが言った。確かにアバターは増加傾向だ。操作に慣れたり、アバター同士の協調などで、倒しにくくなってはきている。

「他ほかの生徒に協力してもらおうかしら。ゲームに参加してもらい、私たちと協力してゲームを進める」

　すでに上のフロアの数人は参加をしていた。彼らは美鈴たちの街まちにいる。

「シェルターの配給システムがあるだろう。あれって、基本的には十二時間に一回でダイヤポイントが配給される。そのポイントは、腕輪をしている生徒の数が総量なんだ。でも、このゲームに入ると、その分が差し引かれるようだよ。つまり、現実で配給のポイントに換かん算さんされるか、ゲームでの配給を選択するか。両方は無理なんだってさ」

「その上、このゲームは腕輪が外れる可能性があるものね」

　それらの理由で、生徒たちのゲーム参加は慎しん重ちようになっている。愛まな美みの意見も慎重派だ。

　愛美は現実のフィールドを安定させようと尽力している。下の部屋を動き回り生徒たちのケア。腕輪をしていない生徒たちの求めに応じてクラブカードも配っていた。画面に出現したイデアのショップは腕輪をしていなくても利用できるからだ。最近のショップは、さらにアイテムが増え、コンビニのようになっていた。

　美鈴は愛美の行動は彼女らしいと思ったが、そこまで平等にする必要もないとも感じていた。近いうちに、全すべての生徒を交えて議論する必要があると思った。

「なんか疲れちゃったわ」

　美鈴は大きく伸びをして、マイの膝ひざに頭をのせた。マイはそんな美鈴の頭を撫なでながら笑顔を表示した。

　慢まん性せい的てきな脱力感があった。ゲーム世界ではまだ緩かん和わされているが、現実では体が鉛なまりのように重く感じる。

「そろそろ戻るかい？」

　里さと見みが周囲を警戒しながら言った。

「戻っちゃいます？」

「そうね、そろそろ……」

　体を起こそうとした美み鈴すずに、マイが唇を重ねた。

「……そんなこともできるのね」

　美鈴は立ちあがり、指で唇を触さわった。ポリゴンのマイの唇は意外に柔やわらかだった。

「また、ここで待ってますね」

　マイは座ったまま言った。

　美鈴はマイに手を振り、その場を離れた。

「そろそろみんなに言うべきかしら。外からの介かい入にゆうについて。本当だって可能性は五分五分だけど」

　美鈴はチラッとマイを振り向きつぶやいた。

「九割以上は本当だと思うな」

　里見が言った。

「何を根こん拠きよに言ってるのよ」

「色々会話をして、そう判断したよ。例えばさっきの会話覚えている？　美み登ど里りの話」

「恋愛ゲームキャラクターの下くだらない話ね」

「実は三組にも名前がミドリっていう子がいるんだ。美しい鳥の美み鳥どり。目立たないけど、性格の良い子」

「……その子が好きなの？」

「違うよ。でも、最近このゲームの中で話しかけるようにしていた。それでさ、マイちゃんがここを管理している人間やＡＩだった場合、俺おれが口にしたミドリという言葉をクラスメイトの女の子だと受け取ると思う。でも、彼女は瞬しゆん時じに恋愛ゲームのキャラクターだと判断した。あの恋愛ゲームで、美登里はメインキャラクターでもないのにね」

「なるほどね。だから、美登里なんていう二次元の間ま抜ぬけなキャラクターの名前をだしたのね」

「美登里の悪口を言うな」

「なによ、怖こわいわね」

　里見が声を荒らげたので、美鈴はそっぽを向いた。美登里好きは本当だったようだ。

　さらに歩くと、二組の生徒たち数人を見つけた。彼らは交戦場所から、街まちへと戻るところらしい。

「沖おき田た」

　美鈴が呼びかけた。四人の後ろを歩く沖田の動きはどこかぎこちなかった。よく見ると、手足が真っ赤に染まっている。

「あんた、ぼろぼろじゃない」

「ちょっとな」

　沖おき田たは苦にが笑わらいをしている。

「しょうがないわね、ほら」

　美み鈴すずは沖田に肩を貸してやって街まちの中へと入った。

「なあ、美鈴。あいつらをこっちに呼ぶわけにはいかねえか？」

「あいつらって？」

「向こうの街にいる奴やつら。そろそろ許してやって、こっちで一いつ緒しよに戦うわけにはいかねえか？」

「無理だわ。一回裏切った人間は、また必ず裏切るもの。コントロールできる人間だけでコミュニティーを形成するべきだわ」

　美鈴はむっとした。今いま更さら何を言っているのだと思った。

「そうか」

　沖田はため息を吐つき、里さと見みと一緒にショップへと向かった。

　美鈴は首をすくめてから広場へと入る。広場の中では三組の女子が弄もてあそばれているいつもの光景があった。

　二組の生徒は、交こう戦せんをしに街の外に出掛け、街にいる時は三組の女子生徒を玩具オモチヤにしていた。持ち弾丸だまを全すべて失った生徒の末まつ路ろだった。街から逃げることもできず、弾だん丸がんを補給し武力をアピールすることもできない。存在価値がなくなってしまったのだ。

　美鈴はそんな光景から目を逸そらし、広場の隅すみのベンチに座った。順調に機能しているクラスに、口を挟はさむ必要はない。集団を機能させるには、歪ゆがみの部分も必要なのだ。

「座っていいかな」

　美鈴の目の前に春はる香かが立っていた。かつて人ひと質じちに取った彼女。迷めい彩さい柄がらのショートパンツと上半身はグリーンの水着のようなブラジャーだけをつけている。

「いいわよ。私の隣にいれば、変なことされないものね」

　春香は美鈴の隣にちょこんと座った。美鈴に対する周囲の生徒の視線は変化していた。集団の中心だと認め始めたのか、敬意とほんの少しの畏い怖ふの混じった視線。

「嫌だったら、ログインしてこなければいいのよ」

「……でも、そうしたらボディーを撃つって脅おどかされてるから。腕輪が外れちゃう」

　二組の生徒たちはそんなことも言っているようだ。

「でも死ぬわけじゃないわ。あなたの彼の伊い集じゆう院いん君も腕輪が外れているわ。いい機会じゃない。一緒に慰なぐさめあえばいいわ。食べ物は愛まな美みがフォローしてくれるでしょ」

　そう言うと、春香は沈黙した。

「伊集院君とはどうなの？」

「彼はずっと寝てるみたい。目をつむって……」

　現実から目を逸そらしているのだ。自分の存在価値を失い、ただ恐怖にかられて目を閉じ続けている。

　隣に座る春はる香かは媚こびを売るような視線を美み鈴すずに向けていた。弾だん丸がんを失い、下の立場になった人間の視線。

「ねえ、水を飲む？」

　春香がペットボトルを差し出した。

「ゲームの世界では必要ないわ」

「でもね、本当に飲んでる感覚があるの。喉のどを通る冷たい感じとか」

「ゲームの最初に飲んだことあるわ。でも、そんな感覚はなかった」

「そんなことないよ、ほら」

　春香はゴクゴクと水を飲んでみせてから、ケプッと息を吐いた。

「フフ、意外に美味おいしそうね」

　美鈴はボトルを受け取り口をつけてみた。唇に水の冷たい感覚。ごくりと一口飲んでみる。ドロッとした感かん触しよくが喉を通りぬけていった。

「ね、水でしょ」

「なんか、変な感じだわ」

　フラッシュバックのように、過去の記憶が蘇よみがえり、存在しないはずの水を本物だと認識しているのだろうか。

「もっと、飲んでよ。もうちょっと、ねえ、もっと」

「もういいわよ。ドロッとして気持ち悪いわ」

「そのうちよくなるよ。さらっとして、冷たくて」

　春香はくすくす笑っている。

「春香ちゃんが飲みなよ、ほら、口あけて」

「もうお腹がいっぱい。美鈴が飲んでよ、はい」

「あ、冷たい。お腹にこぼれた」

「ね、冷たいでしょ。だからもっと飲んでみて」

「もう、分かったわ──あ、美味しい」

「ね、エヘヘ」

　美鈴と春香は顔を見合わせて笑った。




　　　　　＊




　灰色の部屋は全く現実感がなかった。

　状況に進展はなし。美み鈴すずは変わらず、ログインとログアウトを繰り返して、ゲームと現実の状況を調べ進めていた。しかし、最近はほとんど、現実を調べることはなくなっていた。

　現在真ま央おは、六組がいた部屋で他の腕輪が外れた女子たちと過ごしているようだ。しかし、美鈴が様子を見に行くと、いつも目を閉じ現実を遮しや断だんしていた。ゲームの禁きん断だん症状が徐じよ々じよに進行していったのだ。美鈴に気づいて目を開けても、まるで夢を見ているかのような表情だった。

「どうしました？」

　沈黙した部屋の中で声がした。画面のイデアがこちらを見ていた。

「なんでもないわ」

　イデアはゲーム世界にログインしている生徒たちを監かん視しするかのように見つめている。

「何か買いますか？」

　美鈴は首を振った。最近は食欲がなかった。頭がぼやけ、体がだるい。早くゲーム世界に戻りたかった。

「弾丸たまは売ってるの？」

　美鈴はふと思いだして聞いた。

「いいえ、でも、もうすぐ入荷すると思います」

　イデアは意味ありげに微笑ほほえんだ。

　美鈴は画面に寄りかかりながら、ぼんやりと待った。しばらくすると扉を叩たたく重い音が聞こえた。

　扉を開けると愛まな美みが立っていた。時間を決めて、ここで会うようにしているのだ。

　愛美は静まり返る室内を冷たく見つめている。

「いつ来ても、ほとんど誰だれも起きていないよね」

　愛美の声は電子音のように聞こえた。愛美の体を抱き寄せてみたが、愛美の体温は感じられなかった。

「クラブカードは足りてるの？　必要なら言って」

　美鈴はカードの束たばを見せながら言った。標ひよう的てきの数に不足はないため、カードは貯たまる一方だ。

「いらないよ。美鈴が使いなよ。最近食べてないでしょ。カードあるのに、味のないゼリーと水を飲んでる」

　給水タンクの薬臭くさいゼリーと水しか喉のどを通らないのだ。なので、カードはほとんど必要なかった。

「じゃあ、真央にあげて」

　美鈴は無む理りやり愛美にカードを握らせた。

「また、ゲームの中に入るの？」

　愛美は不満げに言った。

「愛まな美みが戻ったらね」

「じゃあ、戻らない。ずっとここにいる」

「わがまま言わない。愛美は他ほかのみんなに必要とされているでしょ。私もゲームの中で必要とされているの」

「もうやめなよ、そのゲーム。続ける必要はあるの？」

「あるわ。逆に、腕輪をしている生徒に言ってほしい。ゲームに参加をするように。私たちと協調して」

「そんなこと、強きよう要ようできないよ」

　愛美は横を向いた。

「愛美、私は自分が正しいと思ったことをやっているの。だから……」

　美み鈴すずは言葉を止め室内を見た。妙なうめき声が聞こえたのだ。

　見ると、シートに寝ていた生徒のヘルメットが外はずれていた。その彼らは、痛みを連れん想そうさせるか細いうめき声を上げていた。

「どうしたの？」

　愛美が駆け寄る。

　美鈴は気づいた。彼らは追放された草くさ加かたち五人だった。別の街まちで過ごしている彼らだが、現実のシェルターでは、同じ場所にいるのだ。

　ゲーム世界から現実に戻った五人だったが、意識が混こん濁だくしたように頭を振り唸うなっている。現実とゲームのズレに苦しみ、悲痛な声を上げているのだ。

　しかし、少々様子が変だった。

　愛美が、はっとしたように美鈴に振りかえった。

「愛美、何があったの？」

「腕輪が外れてる」

　愛美が彼らの外れた腕輪を手に取った。







「街が襲われたんです。プレイヤーが占せん拠きよしたって喜んでました」

　マイが言った。

　美鈴はあれからすぐに状況確認のためにログインしたのだ。そして、マイと落ち合い事実を知った。

　追放された五人プラス三組の男子が拠きよ点てんとしていた街。それはアバターの集団に襲われ、壊かい滅めつしてしまったのだ。アバターの物量攻撃に耐たえきれず、弾だん丸がんを失った生徒たちは撃ち殺されたのだった。

　狩かられるだけの存在ではないのだ。あちらも、攻撃能力はもっている。

「スタート地点にもショップがあるんですけど、売っているアイテムが増えたり、弾だん丸がんもレベルアップしたそうです。生徒さんたちを倒したボーナスみたいです」

「それで、今後の動きとか分かる？」

「もうひとつの拠きよ点てんを襲おうという流れらしいですね」

　美み鈴すずたちの街まちのことだ。増ぞう殖しよくしたアバターがこちらに押し寄せてくるだろう。

「気をつけてください」

　マイが心配げな表情を作った。

「いいのよ。これはチャンスでもあるわ。これだけ外からプレイヤーが参加をすれば、誰だれかおかしいって気づくかもしれない。こちらに意思があるってことにね。そうすれば、私たちも外に」

　これまでのゲームは撒まき餌えのようなものだ。プレイヤーを楽しませ、ゲームの世界に引き込む。その後、意思疎そ通つうを図はかり、この状況を伝える。

　人数は多ければ多いほどよい。真実はあっという間にネットを介かいして広がり、美鈴たちの状況も伝わるはずだ。そうしたら、脱出の可能性も高まる。ゲームでもなく、くすんだあの部屋でもない、現実の外へ。

「外に出たいですか？」

　マイがつぶやいた。

「当然だわ。こんな密室に私の存在価値はないもの。あそこも、この仮想世界バーチヤルも私の居場所じゃないわ」

「私は、この世界は、ちょっと楽しいです。美鈴さんとも会えるし」

　マイは笑った。

「……マイちゃん」

　美鈴はマイを見て愕がく然ぜんとした。自分とマイのズレが見えてしまったのだ。

　彼女には、危機感がないのではないか？　美鈴を救すくい出そうと考えていないのではないか？　ただ現状を楽しんでいるだけなのだ。

　マイには、美鈴の言葉と感情がまったく伝わっていなかったという現実。やはり助けを求めること自体間違いだったのだ。考えてみれば当然なのだ。美鈴もマイも状況に大差はないのだから。

　所しよ詮せん、扉の中にいる少女なのだ。

「私戻るわ。みんなとも議論しなくちゃいけない」

　美鈴は立ちあがると、振り向きもせず街へと戻った。やはり、自分自身の力で状況を打開するしかなかった。

「美鈴さん……」

　マイは座ったまま美鈴の背中を見送った。







　美み鈴すずは街まちに戻り、状況の確認を行った。あちらの街が壊かい滅めつしたことも伝えた。

　そんなリスクの高まった状況の中、この街は歪いびつな形で安定していた。

　人間関係の安定。実質この街を支配している二組の生徒。捕ほ虜りよの扱いを受ける三組の女子。ポジションは固定された。

　三組の女子は、自分の立場を受け入れ、狩かりから帰ってくる生徒を自らケアするようになった。自ら媚こびを売り、ご機き嫌げんを伺うかがう。男子生徒に体を触さわられても、愛あい想そ笑いを浮かべていた。

　支配体系を受け入れたのは、羞しゆう恥ち心しんの麻ま痺ひや慣れもあろうが、迫る危機を感じ取っているのかもしれない。

　彼女たちは、自らを守る弾だん丸がんは存在しないのだ。全部を売り払い、補ほ充じゆうできない。よって、この街で守ってもらうしかないのだ。この世界での存在と、腕輪を守るには、支配を受け入れるしか選択はなかったのだ。

「あんた頼むわよ。女の子からかってる暇ひまがあったら、ここを守ってよ」

　美み鈴すずは広場のベンチに座っている沖おき田たに言った。

「そんなことしたこともねえよ」

　沖田は憮ぶ然ぜんと言った。確かに、沖田は他ほかの男子のように、捕虜の女子を弄もてあそぶことはなかった。

「やっぱり、女の子より[image: ]けん銃じゆうゲームなんでしょ。あんたにぴったりよね」

　美鈴は皮ひ肉にくっぽく笑った。

「……沖田はゲームを楽しんでるわけじゃないよ」

　ベンチ脇わきに立っていた里さと見みが口を挟はさんだ。

「ん？」

「最近はアバターが急増して、先頭に立ってフィールドを防衛して」

「馬ば鹿か言うなよ。キャラじゃねえっつうの。サバイバルゲームの延長だよ」

　沖田は苦にが笑わらいをしている。

「危ないの？」

　美鈴は顔をしかめた。沖田の表情に疲れが混じっているのが気になった。

「だから、大丈夫だっつうの」

「外部からのプレイヤーが多く集まれば、状況が変わるかもしれないわ。誰だれかがおかしいことに気づいてね。だから……」

「分かってるって」

　沖田が美鈴の言葉を遮さえぎった。

「やっぱり、あんたの言ったとおり、向こうの街の連中を許してあげて、こっちで一いつ緒しよに戦うべきだったかしら」

　見捨てたために、あちらの街まちにいた生徒は全すべて殺された。現実でも腕輪が外れ、また、ゲーム中の死亡のショックが抜けきらないのか、未いまだにシートに寝たきり状態だ。仮想世界バーチヤルに慣れすぎたため、仮か想そうの死をリアルに体感してしまったのだろうか。

「間違っちゃいねえよ。信用できる人間で戦ったほうがやりやすい。今いま更さら、おまえらしくねえな」

　沖おき田たが美み鈴すずの背中をバシッと叩たたいた。

「そうよね」

　美鈴はうなずいた。今更仕方ないのだ。これからどうするかが最重要課題なのだ。

　状況は悪くはない。この街の生徒たちは良くも悪くもひとつにまとまっている。迫り来るソルジャーのプレッシャーから、結けつ束そくし戦っているのだ。

「たまには、私もあの場所に戦いに行くわ」

　メインの交こう戦せんポイントは沖田や里さと見みたちに任せきりだったが、状況を見ておきたかった。しかし、沖田は不満げな顔をする。

「なによ、文句あるの？」

「来るなら、俺おれらのルールに従えよな」

「いいわよ。細こまかい戦略ルールもあるだろうし」

「まず、俺のことをシューティングスター沖田と呼ぶこと」

「俺は青き運命さだめ里見だから」

「他ほかの奴やつらにも、かっこいいコードネームがあるからな」

「そんな馬ば鹿かな連帯感なんてさっさと捨てなさい」

　美鈴はため息を吐ついた。

　その後、美鈴は沖田たちと街の外の交戦ポイントでアバターと戦った。その場所は、岩や木など障しよう害がい物ぶつがうまい感じに配置されており、多くのアバターが集まる激戦区域なのだ。

　美鈴は久ひさ々びさにその場所に行ったのだが、敵の多さに驚きよう愕がくした。アバターは急激に増ぞう殖しよくしていたのだ。パソコン画面越しにゲームに参加したプレイヤーは、死の恐怖などなくこちらに向かってくる。その獰どう猛もうな攻撃に美鈴は目を見張った。コンピュータープログラムではない多た彩さいな攻撃と戦略バリエーション。あちら側もこのゲームに慣れてきている。

　美鈴の横で、沖田や里見が銃撃戦を繰り広げている。ふたりの必死の表情に、現状の厳きびしさを知らされた。

　マイと密会している場合ではなかった。危機はすぐそこまで迫っている。なんとかしなければならない問題だった。

　議論が必要だった。このゲームについて話し合わねばならない。美鈴はそう思った。
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　美み鈴すずの目の前で巨大な鳥とり籠かごが揺れていた。

　ここは上のフロアだった。周囲には四つの部屋の扉があり、それぞれの場所で腕輪をはめた生徒が過ごしている。その内側の円形のフリースペースがここなのだ。中心に、今は誰だれも入っていない鳥籠があり、中のボールが微かすかに光っていた。

　美鈴は周囲を見た。すでに沢たく山さんの生徒が集まっている。

「みんなで話し合うべき問題があるの」

　美鈴の隣に立っていた愛まな美みが口を開いた。

「だから、腕輪に関係なく集まってもらったの」

　愛美の呼びかけで、この議論の場が持たれたのだ。このフロアにいた腕輪をしている生徒。下のシェルターにいた腕輪をしている一組の生徒。腕輪をしていない生徒も、十数人ほど代表として上がってきている。実質、初めての学年セッションだ。

　美鈴は愛美と並んで、生徒たちの中心に立っていた。美鈴が愛美に言って、この場を作ってもらったのだ。生徒たちは、ばらけつつもだいたいクラスごとに分かれて座っている。

　周囲の生徒たちに混じって、沖おき田たと里さと見みと真ま央おの姿も見える。真央はぼやっとした表情で体育座りをしている。二組の半分ほどはゲームに残っている。この時間帯、外の世界での早朝はゲーム参加者が激減するので、美鈴たちがいなくてもそれほど心配はない。

「前もちょっと言ったかもしれないけど、あの特殊なゲームのことについてなの」

　愛美が周囲に視線を投げながら説明している。広い空間に、愛美の声はよく響いている。美鈴はそんな愛美をぼんやりと見つめながら首を振った。深呼吸をして意識を覚かく醒せいさせる。重要な場面なのだ。しっかりしなければならない。

「それで、最初から参加をしている、二組の中なか山やま美鈴さんの意見を聞いてもらいたいの」

　愛美はそう言い、美鈴を見た。

「ありがとう愛美。もう下がっていいわ」

　美鈴は囁ささやいた。

「ここにいるよ」

　愛美は困ったような憂うれいたような、すこし冷たい表情をしていた。

「バーチャルゲームの中に、外からの人間の介かい入にゆうがあるようなの」

　美鈴は一気に核かく心しんに触ふれた。すでに、ゲームの内容は愛美を通じて説明されたが、この事実を伝えるのは初めてだった。二組の生徒にも、ゲーム世界で先ほど教えたばかりだ。

　当然周囲の生徒はざわつき、視線を交こう差ささせている。喧けん騒そうはすぐに静まり、次の言葉を待つように、生徒たちは美鈴に視線を向けた。

「敵のキャラクターはどうも人間のようなの。コミュニケーションを取ってみたわ。たぶん真実。だから、ゲームを続ければ、私たちの現状を伝えられる」

　どよめく生徒たち。この薄暗い空間の中で、希望の光が見えたのだ。

「だから、みんなもゲームに参加をしてほしいの」

　続けて言った美み鈴すずの言葉に、生徒たちは少々戸と惑まどったような表情を見せた。

　生徒たちはそれぞれに意見を言い合い、場が少々騒そう然ぜんとした。

「多人数だから、意見があるひとは手を上げてほしい。議論はスマートに行うべきだわ」

　数人が手を上げた。美鈴は、そのうちのひとりの男子生徒を指名した。

「ゲームに参加をすると、部屋の配給ポイントにカウントされなくなるんだろ」

　男子生徒は立って言った。

「ええ、そうよ。でも、配給はゲームで行える。大量にね」

「でも、敵キャラは交渉するべき人間だろ。彼らと戦うのは矛む盾じゆんしていないか？」

「交こう戦せんしつつ、コミュニケーションの機会を窺うかがう。それが基本路線だわ。あくまでゲームの設定では敵同士なんだから、それは仕方がないわ」

「コミュニケーションは取れる？」

「ええ。考えてみて。徐じよ々じよに参加するプレイヤーが増えている。戦い続ければ、私たちのキャラクターに疑問を持つ人間もでるはず。どうして、あんなに強いのかってね。だから、あの戦いは、外の人間を呼び寄せる撒まき餌えよ。同時に配給も受け取れるでしょ」

　美鈴が言うと、男子生徒は座った。手が上がっているので、別の生徒を指名する。

「腕輪が外れる可能性があるんでしょ」

　女子生徒が心配げに言った。

「そのリスクはあるわよ。だからこそ、こうして協力を求めているの。でも、協力すればゲームで死ぬことなんてないわ」

「死んだ人はいるよね」

「ええ、でも、それは私たちの枠わくの中から出た死者じゃないわ。協調すれば、リスクは最小限に抑おさえられる」

　女子生徒は一応納なつ得とくして座った。美鈴は周囲を見て、淀よどんだ空気の流れを感じた。ゲーム参加に慎しん重ちようになっている。安定している現状をできれば崩くずしたくないといった雰囲気。現状維持の思し考こう。

「現在は実じつ質しつ私たち二組だけで交戦しているわ。でも、もしもゲームに敗退したら、もう挽ばん回かいすることは不可能。チャンスは失われ、私たちはずっとこの場所に閉じ込められたまま。外の人と交流して聞いたわ。私たちは修学旅行に行く途中の飛行機が海上に墜つい落らくして、死んだことになっているんだって。要するに、行動を起こさなければ死んだまま」

　ざわつく周囲。生徒たちの心が揺れたのが分かる。

「ゲームにはもうひとつ設定があるわ。ゴールしたプレイヤーは、外に出ることができるって。確かめてみる価値はあるわよね。ゲームに勝利しないと、その真しん偽ぎは分からないけど」

　生徒たちは複雑な表情をした。このゲームに参加しなければ、その恩おん恵けいに与あずかれないのでは、との疑ぎ心しん暗あん鬼き。もしも、その設定が真実で、参加者だけが外に出られたとしたら。

「この現状打開に努力している私たちに協力してほしい」

　美み鈴すずは言った。恐怖と希望。議論を導くには、これらの要素を言葉にのせればいいのだ。そして、意見の正義を訴える。

「慎しん重ちようにやったほうがいいんじゃないか。そういうのってエスカレートして取り返しのつかないことになるよ」

　男子生徒が立ちあがって言った。見たことがある男子だった。彼は腕輪をしていない。

「誰だれだったかしら」

　美鈴は小声で言った。

「八組の上うえ原はら君」

　愛まな美みは視線を向けずに答えた。美鈴は思いだした。愛美に夢中な男子生徒だ。

「説明したはずだわ。私たちの選択は、ゲームにのるか、現状を受け入れるか、しかないの。この閉へい塞そくした生活を続ける気はないでしょ」

「まるで俺おれたちをお互いに争あらそわせるような感じのゲームだった。あのチェス盤ばんのゲームも、その鳥とり籠かごのゲームもね。それを経験した上で、警けい告こくしているんだよ」

　上原は鳥籠を指ゆび差さし言った。

「違うわ。今回のゲームは、私たちは協調できる。対立する要素はないもの」

「それは分からないじゃないか。現状維持も立りつ派ぱな選択だと思う。争いの火種をこれ以上持ち込む必要はない」

　美鈴は思った。彼は配給を心配しているのではないかと。ゲーム失敗で他ほかの生徒たちの腕輪が外れたら、物資が回ってこないと。

「この議論は腕輪をはめた生徒が対象なの。ゲームに参加できる腕輪をはめた生徒が選択するべきことだわ」

「意見を言ってるんだ。腕輪がなくても、その権利はあるはずだよ」

「そうかしら。腕輪はこの場所での存在価値のようなものだわ。言いたくはないけど、腕輪が外れた人は、何かに失敗してそうなった。責任は自分自身にあるわ」

「それには理由があるよ」

「責せめてないわ。同情できる経緯いきさつがあるとは思うの。でもね、この場所で重要なものは結果だけ。腕輪がはまっているというそれだけ」

　いや、現実社会でもそうだった。どんなに美しい経過があろうと、評価されるのは上うわっ面つらの結果だけなのだ。イエスかノー、勝ちと負け、そんなようにシンプルに表現されていた。

「だから、腕輪をしているみんなは選択してほしい」

　美み鈴すずは周囲の生徒を見まわした。

　そんな時、まだ立ったままの上うえ原はらが言った。

「正まさ樹きさんの意見はどうなの？」

　腕輪をしていない愛まな美みの意見が求められた。

「……私は、みんなに強きよう要ようはできない。選択は自由だと思う」

　愛美は目を伏ふせながら答えた。

　──議論は終了した。

　終わってみれば、腕輪をしている生徒たちの意見は、ゲーム参加に傾いていた。

　美鈴は上部フロアの外周に移動していた。

「これでなんとかなるわね」

　脇わきでは沖おき田たがハンドル付きの扉を調べている。真ま央おは里さと見みに頼んで下に連れていってもらった。他ほかの生徒もそれぞれのポジションに戻っていた。

「そうだな」

「その扉、開かないの？」

「ああ、今は閉まってる。外は海だって言ってたな」

「ここから何人かいなくなったってね。どこかに通じているのかもしれないわ」

　チラッと名前を聞いただけでも、千ち葉ばや高たか橋はし。千葉は蒼あお井いの幼おさな馴な染じみとして知っている。彼はよく屋上から校庭を眺めていた。放課後もそこで時間を潰つぶしているようだった。美鈴も屋上からの景色が好きなので、たまにニアミスをしたことがあった。会話も交わした。

　高橋は二年で有名な男子だ。美鈴は彼の作る情報誌に記事を寄き稿こうしていた。そのお礼だろうか、誕生日に真っ赤な口くち紅べにをもらったことがある。「誕生日に一本ずつ真っ赤なルージュをプレゼントするよ。だって、君の薄い唇なら、ほとんど減ることなく一年もつから」と。美鈴は高橋の誕生日にセメダインを一本プレゼントしてやった。奴やつの減へらず口ぐちを塗ぬり固めたらとのメッセージだ。

　彼らはどうしているだろうか。そして、蒼井も。

「そろそろゲームに戻るか。なんかゲームに慣れすぎたか、歩きづらくってよ」

「そうね。ゲームに参加をした生徒たちのフォローをしなきゃいけないし」

　今後、段階的に生徒たちがゲームに参加をしてくるはずだ。基本的に自由意思だが、半数以上はゲーム参加を確約したのだ。

「いい話し合いが持てたわ」

「あの議論？」

「そうよ。上手うまくやったでしょ」

　美鈴はにやりと笑った。

「みんなが参加の決意をしたのは、愛まな美みちゃんのおかげかもな」

「愛美は何も言ってないわよ」

「美み鈴すずの横で、ずっと悲しげな表情をしてたからな。私の友達の意見を聞いてあげてって、そんな表情だった。美鈴が並べたてた理り屈くつよりも、よっぽど心に──ま、いいか」

　美鈴の不快な表情に気づいたのか、沖おき田たは首をすくめてみせた。

「愛美はゲーム参加に反対してたわ。私にもゲームをしてほしくないらしいわ」

「それも、理屈じゃないんだろうな。……ああ、食えねえ。ゲームの中の食べ物のほうがうめえや」

　沖田はもらったらしいレトルトのたこ焼きを口に入れ、顔をしかめている。

「やるよ」

「いらないわよ」

　ソースの匂においがとても不快に感じた。
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　ゲームの激しさは増していた。

　生徒サイドの人数は増加したのだが、外からのゲーム参加者もさらに増ぞう殖しよくしていた。

　美鈴たちはゲーム内で規律正しく協調し戦った。しかし、それ以上に脅きよう威い的てきな敵の数。それは踏ふみ潰つぶしても減ることがない虫の大群を連れん想そうさせた。

　アバターと交流できないまま時間だけが経過する。美鈴の思おも惑わくとは裏うら腹はらに、時間は生徒と外の人間との距離を縮ちぢめることはなかった。ただ火花が大きくなっただけだった。

　ゲームキャラクターとはいえ、何人殺しただろう。美鈴は、三桁ケタに突入した時点で数えることを止やめていた。

　そんなゲームと現実の行き来。

　美鈴は暗く狭せまい部屋でイデアの表示された画面をボーっと見つめた。くすんだ現実の部屋の中で、カラフルなイデアだけが現実感があった。

　画面のイデアは相変わらずバラエティーに富んだ商品を売り出している。しかし、そんな食べ物は喉のどを通らなかった。ゲーム参加者が口にするのは、味のないゼリーと水。現実感のないこの場所で、現実感のない食べ物しか体は受けつけなかった。

　時とき折おりイデアは弾だん丸がんを売り出した。入荷をしたと言い、冷たい鉄の弾たまを売るのだ。

　入荷先も気づいた。弾丸の総数は決まっているのだ。初期設定のひとり十発。もともと疑問があった。ゲーム中でショップに買い取られたり、敵に殺された時、その弾丸はどこにいくのか。そんな疑問は解決した。

　そんな弾丸は現実に移行したのだ。イデアのショップから現実に売り出すことで、弾丸の総数は変わらない。

　その弾だん丸がんを買う生徒は沢たく山さんいた。特に腕輪のない生徒が購入に意欲をみせた。もらったクラブカードで物資を買わずに、弾丸購入に回した。

　思った。弾丸は、腕輪に変わる存在価値なのだ。自己を守り主張する道具。この場所での自分自身を表現するもの。

　しばらく待ち、扉を開けると愛まな美みが入ってきた。愛美は他ほかの生徒の状況を美み鈴すずに伝えていたが、ほとんど耳に入らなかった。あれほどに心地よく優やさしい愛美の声も、不快な金属質のノイズにしか聞こえなかった。

　愛美に触れてみたが、冷たいプラスチックのマネキンのように感じた。のっぺりと見える体には、血が流れているように思えない。あれほど好きだった愛美の瞳ひとみの色も、濁にごったガラスのように見えた。

「じゃあ、行かなきゃ」

　美鈴は適当に会話を打ち切ってシートに横になった。愛美が何か言い口を動かすのが見えたが、よく分からなかった。

　──ログイン。

　扉をくぐると、美鈴の視界にカラフルな景色が飛び込んでくる。思し考こうも感覚も一気に覚かく醒せいした。

　広場の中は少々雑然としていた。血を流している生徒たちが、回復キットで治療されている。治療しているのは、弾丸を持たない三組の女子生徒たち。そんな献けん身しん的てきな彼女たちだが、この場所では捕ほ虜りよ以下の扱いを受けていた。戦いのストレス解消としての行為はエスカレートしていた。それでも、彼女たちはゲーム世界にログインし続けている。

　ゲーム中毒だった。生徒たちはこのゲームの世界が現実だったのだ。感覚を得ることができるのは、この中だけ。ゲームの外は、薄暗い悪あく夢むと成り下がった。

　ショップに近づくと、クマのキャラクターが忙いそがしそうに接せつ客きやくをしている。弾丸や回復キットの販売。

「現在弾丸は、レベル３まで出ておりますよ。威い力りよくが高まる他、レベル２以下は頭や心臓などの急所に当たりにくいように補ほ正せいがかかりますが、レベル３はそれがありません」

　クマが美鈴に説明した。

「あんた、暇ひまそうね」

　美鈴は、クマの隣でぽかんとしているウサギを見た。

「私は防弾チョッキやヘルメットを売ってるんですよお。最新バージョンも売り出されて好評です」

「値段は？」

「オーレじゃなくて、弾丸で交換してます。最近皆さんオーレ稼かせぎすぎてインフレおこしてますからねえ。だから弾だん丸がんにしたんですよね、テヘヘ。どうですか、中なか山やまさん防具系アイテムひとつも持ってないじゃないですか」

　ウサギが分厚い防弾チョッキをカウンターに取り出した。隣のクマはルールどおりウインドーを開いてアイテムを売るのだが、ウサギは適当なのだ。

「重いわ」

　美み鈴すずは防弾チョッキを手に首を振った。確かに弾丸は通さないだろうが、これでは重くて動きにくくなる。

　それに、弾丸と交換すると、持ち弾丸だまが減り戦いにくくなるのだ。攻撃力を選ぶか、防御力を取るか。

「もう行くわ」

　美鈴は防弾チョッキを投げ捨てると、広場の生徒たちを避けながら石いし畳だたみを歩いた。弾丸の補給や治療をしに戻ってきた生徒たちとすれ違う。彼らの表情は硬かたかった。

　途中参加の生徒たちは、ゲーム序盤は笑顔が絶えなかった。これほどまでにリアルで開放感あるゲームだとは思わなかったのだろう。そんな情報が生徒たちに伝わり、参加者も増えていった。

　しかし、ゲーム続行で増ぞう殖しよくする死の恐怖。生徒たちはゲームを失うことを恐れ始めた。彼らにとっては、この世界こそが現実と成り代わったのだ。

　そんな恐れの中、狩かりは激化した。オーレのためではなく、自己を守るためにアバターを撃ち殺す。コミュニケーションを取ろうと歩み寄ることはなかった。生徒サイドの激しい攻撃に比例し、アバター側の数も攻撃も増殖していった。

　このままでいいのだろうか。美鈴はそんな疑問を頭から追い払った。戦い続けなければ、ここを守れない。特にこの時間帯はアバターが増えるのだ。現実での夜の時間帯。

「美鈴」

　ゲートに向かう美鈴に声がかけられた。

　見るとゲート横で、スコープを持った春はる香かが媚こびたような笑いを浮かべていた。

「見張り？　ごくろうさま」

　弾丸を失い戦闘力のない春香は、見張りなどの雑務をしている。

「これから行くの？　気をつけてね」

　上半身下着姿の春香が身を寄せてきた。春香はもごもごと口を動かしている。

「何食べてるの？」

「これだよ」

　春香が取り出したのはドロップの缶だった。カラカラと振って、美鈴の手のひらにピンクの飴アメを一粒落とす。

「……味がしないわ」

　美み鈴すずは口に含んでみてから吐き出した。

「食べ方があるんだよ。ドロップを見つめて、味を想像してから口に入れるの。そうすると、甘い味もフルーツの香りもするから。さっきのはイチゴだったよ」

「オレンジがいいわ」

「オレンジ……なくなった」

　春はる香かは缶を覗のぞいて首を振る。

「これが最後の一個だったの」

　春香は口をあけた。舌したの上のオレンジ色のドロップを見て、鼻び腔こうに甘い香りを感じた。

　美鈴は春香の舌の上のドロップを取って、自分の口に放り込んだ。

「うん、オレンジだわ」

　とろりとした甘味と香りが充満した。

「……もう」

　春香は顔を赤らめて笑った。

「じゃあ、行ってくるわ」

「うん」

　美鈴は春香に手を振りゲートをくぐって街まちの外に出た。

　向かった先は、岩や木の障しよう害がい物ぶつが多いフィールド。そこをメインに戦闘が繰り広げられている。

　すぐに激しく鳴り響く銃声が耳に届いた。生徒たちが岩いわ陰かげに隠かくれつつ銃を撃っている。攻撃力の高い銃弾に、アバターは次々と倒れていく。それでも、恐れなど微み塵じんも感じずにこちらに襲いかかってくるアバター。

　美鈴も大きな木の幹に身を隠し攻撃を開始した。そばの岩陰では、周囲の生徒に指示を出している沖おき田たと里さと見みの姿が見えた。無む駄だ弾だまは使えないため、生徒サイドの行動は慎しん重ちようだ。

　一方、アバターサイドは物量作戦を取っている。激しく降り注ぐ弾だん丸がん。冷たい弾丸は、あちら側の感情を表現しているかのようだった。乱暴で無む造ぞう作さに飛び交う弾丸は、お互いの感情のズレだ。

　この時初めて美鈴は気づいた。こっちは狩かる側ではなかったのだ。私たちは狩られる側の存在だった、と。

　美鈴は銃を撃ちながら思った。間違っていたのではないかと。選択するべきコミュニケーションは、弾丸ではなく別のものではなかったのか、と。

　そんな美鈴の疑問は、激しい銃撃戦の中で霧む散さんした。

　戦闘はしばらく続いた。こちらは二時間の括くくりのためのログアウトや弾丸補給に街とフィールドを往復し続け、徐じよ々じよにアバターの数が減っていく。たぶん、現実では夜が明けだしたのだ。

　美鈴はそれを確認してから街へと帰き還かんした。

　ゲームの世界では夜の帳とばりが下りていた。疲れを感じた。アバターを撃ち殺すことでの精神的磨ま耗もう。ゲームのキャラクターとはいえ、相手は人間なのだ。そんな疲労も、徐じよ々じよに現実感を増していた。

　広場に入って、隅すみのベンチにどかっと腰を下ろした。夜の広場ではオレンジ色の街がい灯とうが灯ともり、ライトアップされた噴ふん水すいが光の粒をばら撒まいていた。

　戦い終えた生徒たちが騒さわいでいた。戦闘で大量のアバターを殺した後はしばらく精神が高こう揚ようするのだ。そんな興奮状態は、戦闘を繰り返すごとに激しくなっていくように見える。

　美み鈴すずも体が妙に火ほ照てっていた。放った銃弾がアバターの体を貫かん通つうする時のリアルさ。血ち飛沫しぶき、衝しよう撃げき、叫び。頭にこびりついて離れなかった。心臓の鼓こ動どうがまだおさまらない。肌はだがぴりぴりとする。

　他ほかの生徒、特に男子生徒たちは、そんな高揚と興奮を弾だん丸がんを持っていない女子生徒たちに向けていた。

　乱らん痴ち気き騒ぎの中、彼女たちの姿が見えた。興奮状態の生徒たちに弄もてあそばれているいつもの光景だった。

　美鈴は視線に気づいてそちらを向いた。見ると、噴水脇わきに立っている春はる香かが視線を向けている。噴水のライトに照らされた春香は半はん裸らだった。

　美鈴が視線を向ける中、春香は男子生徒の輪の中に引っ張り込まれた。春香のうめくような声が噴水の音に混じって聞こえた。

　美鈴は目を閉じた。







　どのくらい現実と仮か想そうの世界を往復したか分からない。

　状況は変化していた。悪化だった。

　戦闘での死者。生徒サイドに犠ぎ牲せい者しやが出始めた。理由はいくつもあるのだ。戦闘の興奮を求めるあまり、アクティブになりすぎての死亡。増していく現実感の中、アバターの死もリアリティーを増していた。そんな殺人ゲームの快楽は、徐々に生徒を蝕むしばんでいったのだ。

　死の恐怖から逃げる生徒もいた。戦闘をせずに、ただ街まちの中に引きこもる。ゲームの世界には入ってくるのだ。しかし、他人に街の守備を任せ、安全な街の外には出ない。そんな生徒も増えていた。

　それらの理由から、戦闘フィールドで増え続けるアバターに対たい処しよできなくなってきた。

　美鈴は、洗面所で激しく顔を洗って意識を覚かく醒せいさせた。しかし、水の冷たさも感じない。頭がぼやけている。この現実の部屋は、美鈴にとって偽にせ物ものでしかなかった。

　洗面所から外に出ると、愛まな美みがぽつんと立っていた。さっきまで愛美と話をしていたのだ。愛美の周囲は生徒たちの寝ている姿がある。棺ひつぎの中から仮想世界バーチヤルに接続している。

「まだいたの。頼んだわよ」

　美み鈴すずはろれつの回らない口調で言った。

　愛まな美みを通じて、生徒たちのゲーム参加を促うながしていた。まだ、ゲームに参加していない腕輪をはめた生徒たちがいる。彼らを呼び込み、戦力を増やさねばならない。そのためには、愛美の説せつ得とくが必ひつ須すだった。

「強きよう要ようできないよ」

　遠くに聞こえる愛美の声。

「ここまできたら戻れないの。でないと、みんな死んで腕輪が外れる。それでもいいの？」

「ゲームに失敗して腕輪が外れる人たちだって出てきた。被ひ害がいが出てるんだよ」

「だからこそよ。甚じん大だいな被害が出ているからこそ、やめることはできないの」

「美鈴……言ってることがおかしいよ」

　愛美が美鈴の手を握った。冷たくも温かくもない手の感かん触しよく。

「私たちを助けて。みんなをゲームに参加させて」

「美鈴、あなたはどこを見ているの？」

　声は電子音のように聞こえる。ただ、目の前の愛美は悲しんでいるような気がした。そんな表情に、美鈴はほんの少しだけ心臓の痛みを感じた。

「画面のショップで弾だん丸がんが売られているの。腕輪が外れたみんなは、恐怖に駆られたようにそれを買うの。弾丸で自分を守ろうとするかのようにね。あのゲームはおかしい。みんなをおかしくするんだよ」

「分かって愛美」

　美鈴は声を振りしぼった。頭がふらふらした。この世界に長く存在できない。そう思った。

　美鈴はよろめきながら自分のシートへと戻る。すでにゲーム参加の選択権は生徒たちにはない。レイズされ続けたチップは、生徒たちの意思から離れうず高く積まれているのだ。

　──もう降りられない。

　美鈴はヘルメットを被かぶりログインした。遠くで愛美の声が聞こえ、消えた。

　強烈な現実感と共に、様々な感覚が蘇よみがえる。不快感や疲労。ゲームの世界では、マイナスの感覚が美鈴を強烈なまでに支配していた。

　街まちを歩き大きく息を吐く。重く濁にごった息が美鈴の肺から吐き出された。

　そろそろ、フィールドではアバターが増加する時間帯だ。しかし、広場では沢たく山さんの生徒たちが駄だ弁べり、裸はだかの女子生徒で遊んでいた。

　美鈴はすでに、そんな連中に注意することもなくなっていた。言っても無む駄だなのだ。それに、彼らは弾丸という武力を持っている。このコミュニティーの中での争あらそいは最大の愚ぐ行こうだ。それだったら、美鈴自身が人の数倍戦えばいいのだ。

「シールドなんてどうですか？」

　ショップのウサギがこちらを見ている。

「いらないって言ってるでしょ。弾丸たまと引き換えにしたら、満足に戦えないわ」

「でもお、あの人たちには好評なんですけどねえ」

　ウサギは広場にいる生徒たちを指ゆび差さした。観察してみると、確かに多くの生徒が防具で身を固めている。重厚な防弾チョッキ。頑がん丈じようなヘルメットに、分厚いシールド。鋼こう鉄てつの板を埋うめこんだブーツなどもはいている。

　美み鈴すずはそんな彼らを見て強烈な不快感が沸わき上がった。自分を危険にさらし利益を守るより、自分の安全を確保し他人に自分の利益を守らせることを選択した、そんな醜みにくい姿だった。

「クズ野や郎ろうめ」

　美鈴は悪あく態たいを吐ついた。

「まあまあ。身を守る盾たても必要ですよ。でも、ほどほどがいいのですけどねえ」

　ウサギは言った。

「ねえ、そう言えば、次の扉はどこにあるか知ってるの？」

　美鈴はふと思いだして聞いた。ゲームのゴールへと続く扉のことだ。

「あれは、まだ設置してないですけど……おっと」

　ウサギは不自然に口をつぐんだ。

「設置？　どういうこと。教えないと撃つわよ」

「怖こわいですねえ、もう。扉はですねえ、どこにあるかという場所の概がい念ねんの他ほか、時間の概念もあるのです。要するに、まだ出現してないって可能性が高いですね」

「いつ出現するの？」

「それはゲームルール上教えられないのです。扉を設置する役目のチャーミングなキャラクターもいますけど、それも教えられません。脅おどしても無む駄だですから」

　ウサギはぷいっと横を向いた。

　美鈴はウサギの耳を乱暴に叩たたいてから、ショップに背を向けた。騒さわがしい広場を後にし、美鈴はゲートへと向かった。

　その後、街まちの外での戦闘。銃弾を撃ち続けるには熱が必要だった。美鈴はアバターを撃ち殺す興奮と高こう揚ように身を投げ出しながら戦い続けた。

　現実の時間で、夜が明けるまで戦い続けた。激しく飛び交った弾だん丸がんは美鈴の体の肉を削そいだ。痛みを感じた。流れる血の匂におい、焼けるような傷口。あまりにリアルだった。美鈴の脳は、このゲームの出来事を現実であると処理している。何かが狂くるっている。中なか山やま美鈴というシステムが狂いだしたのだ。

　美鈴は傷ついた体を引きずるように、街へと移動した。街で休息し、ダメージを回復せねばならない。最近のアバターの弾丸の威い力りよくは増していた。生徒を倒すことで、相手側の武器もレベルアップしているようだった。

　美み鈴すずは広場に入ると、倒れ込むように木こ陰かげのベンチに座った。体が重い。不快な感覚が溢あふれ続ける。

　噴ふん水すい方向では、相変わらず防具に身を固めた連中が馬ば鹿か騒さわぎをしていた。ただ、漫まん然ぜんと時間を過ごしている人間。

　死んじまえ。

　──やる気のない奴やつらは皆死ねばいい。この世界で存在意義のない奴らは、この世界で生きる資格もない。くだらない。もうやめちまえ。くそったれ。死んじまえ……

　美鈴は手のひらで顔を押さえ、必死に吐はき気けをこらえた。顔から汗が流れ落ちるのが分かった。塩っぽい不快な匂においがした。

「美鈴、大丈夫？」

　顔を上げると、春はる香かが回復キットを持ち隣に座っていた。美鈴は春香を見つめながら呼吸を整える。アイテム使用で、無む造ぞう作さに流れ落ちる血だけは止まった。

「最近、その回復キットが効かない。きっと、免めん疫えきができてしまってるのよ」

「大丈夫だよ。休めば回復するから」

　春香が美鈴を包むように抱きしめた。リアルな春香の肌はだの感かん触しよくで得る安あん堵ど感かん。

　ちらりと噴水周辺の生徒たちを見た。先ほどまで春香を弄もてあそんでいた彼らは、横目で美鈴を窺うかがうだけで何も言ってこない。

　美鈴は彼らの視線のそんな意味をすぐに理解した。美鈴を恐れているのだ。彼らは防御アイテムなどの交換で弾だん丸がんを失い、ほんの数発しか所有していない。

　しかし、美鈴はこのコミュニティーで最大数の二十五発の弾丸を所有している。単純に撃ち合えば、美鈴が有利なのだ。

　弾丸は美鈴自身の価値なのだ。周囲の視線の変化は、美鈴の価値を知ってのことだったのだ。

　同時に思った。現実で生徒が弾丸を買いあさっているのも、自分の価値を高めたいからではないだろうか。あの密室の存在価値は、目に見える弾丸しかないのだ。

　美鈴は春香を乱暴に抱きしめ返した。春香は美鈴の胸の中で、潤うるんだ瞳ひとみをこちらに向けた。

　そんな春香を見て、美鈴の心は急激に冷えた。目の前の春香は、美鈴を見ていないような気がした。美鈴の持つ弾丸に擦すり寄よっているのではないだろうか。

　美鈴の脳のう裏りに愛まな美みの顔が浮かんだ。彼女は美鈴を取り巻く背景でもなく、所持品でもなく、着飾った衣服でもなく、美鈴自身を見つめてくれていた。

　何か間違っているのでは？　美鈴は春香を抱きながらそう思った。

　頭で思い描く愛美の顔は、蜘蛛くもの巣すが張っているかのような白っぽい靄もやがかかりぼやけていた。







　頭に描く愛まな美みだけではなく、現実の愛美もぼやけて見えた。

　ゲームの世界に出入りを繰り返すうちに、美み鈴すずはゲームの世界に戻ると表現するようになっていた。現実の世界に出て、仮か想そうの世界に帰ってくる。

　目の前には愛美がいる。ゆらゆらと揺れる蜃しん気き楼ろうのように見えた。

「真ま央おはどうしてる？」

　しばらく真央の顔すら見ていなかった。久ひさ々びさにこの現実で真央の名前を口にした。

「弾だん丸がんを買い集めている。ゲームに入れない代わりに、いつも買った弾丸を数えたり、もてあそんだりして過ごしているよ。その状態は、決して健全だとは言えないかもしれない」

　愛美は空あいたシートに座りうつむいていた。こっちを見ていなかった。

「まだ足りないの。ゲームに参加する人数」

「言ったよ。参加して、助けてあげてほしいって」

　愛美はこちらを見ずに言った。

　最近ゲームに参加をする生徒がちょくちょくいる。それは、愛美の呼びかけに答えたようだった。リスクのあるゲームを目まの当あたりにしつつも、愛美の願いを聞いた生徒たちがいるのだ。

　仕方ないのだ。最近は犠ぎ牲せい者しやが多く出すぎている。圧倒的な数のアバターに対たい処しよしきれていない。その恐怖から、自らを守るために、重い防具を身にまとい、攻撃力が低下する。そんな悪あく循じゆん環かん。

「また、参加するよう言ってほしい。まだ参加を見送っている生徒はいるはずよ」

「なんか疲れちゃった。そんな説せつ得とくとか物資を配ったり。ゲームで死んだ人って、ショックでしばらくまともに生活できないの。そんな人たちのケアもしなくちゃいけない。それを見た周りの人も怯おびえてるから、そのフォローもしてる」

　消えそうな愛美の声だった。

「愛美は必要とされているのよ。それは仕方ないわ」

　美鈴はぼうっと立ったまま、なんとか言葉を絞しぼり出す。

「でも、疲れたの。私が必要としている人だっているよ」

　愛美は身動みじろぎせずに座り横を向いている。

「わがまま言わないで。あなたがやるしかないの。ゲームの参加も促うながして」

「疲れたよ」

「私が頼んでいるのよ」

「……」

「愛美」

「もう疲れたって言ってるでしょ！」

　愛美はがばっと立ちあがると、部屋の扉へと走った。振り向きもせずくぐった扉を乱暴に閉めた。

　沈黙する室内で、美み鈴すずは立ち尽くした。

　ぼやける思し考こうの中、何故なぜこうなったのか全く理解できなかった。ただ、愛まな美みが出ていった、それだけしか判断できなかった。

　ただ、ほんの少しだけ、何故かちくりと胸が痛んだ。

　美鈴はしばらく待った。しかし、愛美は戻ってこなかったので、シートに横たわりヘルメットを被かぶった。

　──降こう下か。
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　仮想世界バーチヤルは混乱していた。

「どうしたの？」

　美鈴は広場にいた沖おき田たに事情を聞いた。ゲート近くが騒さわがしい。広場の生徒もパニックになっている。

「あの交こう戦せんフィールドを奪われた。で、退たい却きやくして来た」

　沖田は血まみれだった。周囲にも沖田同様、傷ついた多数の生徒たちがいた。

「里さと見みは？」

「ここにいるよ」

　足を引きずった里見が近寄ってきた。迷めい彩さいズボンは真っ赤に染まり、カモフラージュの役目を放ほう棄きしていた。

「なんでいきなり」

　美鈴は唇を嚙かんだ。それほど多人数が参加する時間帯ではないはずだ。

「おかしかったよ。どうも、相手側で何かあったような感じだった。意思統一ができているような」

「一気にこの街まちを襲おうって、アバター同士で話し合ったとかいうの？」

「そうかもしれない。徒党パーテイを組んで襲ってきた。退却するしかなかったよ。死者も結けつ構こうでた」

「どうするよ？」

　さすがに沖田の表情には余よ裕ゆうがなかった。

「ここの街で防衛するしかないわ。私が指示を出すから、とにかくあんたたちは血を止めなさいよ」

　美鈴はそう言い、広場の中心に走る。

「パニックにならずに、みんな集まりなさい」

　美鈴は噴ふん水すいの縁ふちに立ちあがって声を張り上げた。依い然ぜん、広場はざわついていたが、すぐに美鈴の周囲に生徒たちが集合しはじめた。危機的な状況に、指示を求めているのだ。

「安心して。この街まちでの防衛はたやすいわ。ゲートさえ守ればいいのだから。アバターは壁を乗り越えることはできないからね」

　できないことはないのだが、それには複雑な操作が必要なのだ。操作のエキスパートのマイでさえ難しい。

　美み鈴すずはちらりとマイを思いだした。最近会ってなかった。

「それで、みんなで協力して防衛する。どんなに大量に攻めてこようが、落ちついて対たい処しよすれば心配ないはず。それで、役割を分担するわ。まず、怪け我がをしている人は治療を。弾だん丸がん補給も今のうちにやっておくこと」

　美鈴は、大量の生徒をいくつかのグループに分けたり、防衛の場所などを指示した。

「春はる香か、おいで」

　美鈴は近くに立っていた春香を呼び寄せる。

「オーレはあるでしょ。あなたたちは弾丸がないんだから、回復キットを使ってフォローしてあげて。みんなはアイテムの空あきがないから」

　春香はうなずき、他ほかの三組女子にもそれを通達した。

「様子を見てくるから、みんなは準備をすませておいて。弾丸の補給もね」

　美鈴はそう言ってからゲートへと走った。ゲート付近には十人ほどの男子生徒がいる。

　美鈴はアイテムウインドーを開き、双そう眼がん鏡きようを取り出し街の外を見た。

「多いわね」

　ぞろぞろとアバターの集団がこちらに向かってくるのが見えた。街の周囲に配置されている自動販売機を奪われることは辛つらかったが、この街で防衛したほうがいいだろう。

　周囲の男子生徒は、向かってくるアバターの群を見てにやにやとしている。恐怖を感じていないようだ。

　美鈴はそんな生徒たちを横目で見た。ゲームに参加している生徒たちは、はっきりと二つのタイプに分かれていた。一方は、死の恐怖を感じて街に引きこもるタイプ。もう一方は、戦闘を繰り返すうちに、狩かりの魅み力りよくに取りつかれたタイプ。さらなる興奮を求め、アバターを殺し続けているのが、ゲート周辺でにやついている生徒たちだ。この状況では、後者が頼りだった。

「ちょっと多すぎんな」

　血だけは止めた沖おき田たがゲートの様子を見にきた。確かに多かった。まだまだアバターの数は増えている。

「こっちだって人数はいるわ。弾たまを撃ち続けていれば、ゲートは守れる」

「その人数は当てにならねえぞ。持ち弾丸だまの十発を維持している奴やつがどれだけいるか」

　沖田の言葉に、美鈴は眉まゆ根ねを寄せた。

　嫌な予感がして、石いし畳だたみを走り引き返す。美鈴は広場へと入って愕がく然ぜんとした。

　ショップに列ができている。それもウサギ側に並んでいた。生徒たちは目の前の危機に、ウサギが売り出している防具アイテムを買い求めていた。

「最新バージョンの防弾チョッキは五発です。旧バージョンは買い取りますよ。シールドは三発……」

　ウサギが忙いそがしそうに接せつ客きやくをしていた。

　美み鈴すずはアビリティーカウンターを取りだした。確認すると、防具で身を固めた生徒のほとんどが一、二発。多くても三発。最低限の存在価値だけ残して、自己の安全を買っているのだ。

「弾だん丸がんと交換しないで。防衛しにくくなるわ」

　美鈴は声を張り上げたが、生徒たちには届かない。一発二発の弾丸を撃つたびにショップに戻っていたのでは、まともに反撃できないではないか。

　そんな広場に里さと見みが走り込んできた。

「もう始まったの？」

「いや、射しや程てい距離外で立ち止まっている。でも、続々と集まってきてる」

　やはり、アバターサイドは意思統一がなされている。誰だれかが中心となり、行動を起こしているのだ。バラバラにアクセスしているプレイヤーを、よくぞまとめたものだった。

「どう思う、里見は」

　美鈴は里見を見た。

「プレイヤーの死亡での再プレイのサイクルとかを考こう慮りよしても──駄だ目めだね。たぶん、ジリジリとサディスティックにやられていくだろう」

　里見は、混乱する広場の状況を冷静に見つめながら答えた。

「どうすれば……」

「逃げればいい」

　美鈴は顔をしかめた。

「俺おれたちが戦って注意を引きつけているうちに、街まちから美鈴は逃げる。それでいいよ」

　里見はさらっと言った。

「なに言ってんのよ」

「マップの辺へん境きように落おち延のびて、あの扉を探せばいいんじゃないか。最後の扉を抜ければ外に出られるって言ってた」

「出られるわけないでしょ。ただのゲームの設定よ。信じてんの？」

「それに賭かけてもいいかな、と思った。だから」

「じゃあ里見もさあ」

「俺は残るよ。責任は取らないといけないから」

「じゃあ、私だって」

「美鈴の分は、俺と沖おき田たで取るからさ」

　里見が薄く笑った。

　美み鈴すずはそんな里さと見みの表情を見て、自分が何か間違った場所にきていたことを感じた。少しずつズレていき、もう取り返しのつかないことになっている。

「無理ね。私はやるべきことがある」

「なあ美鈴」

「黙ってて。いつものように私に任せなさいよ」

　この状況はチャンスでもあるのだ。もともと、外からの存在と交流するためにゲームをやり続けていたのだ。今や対立は修正の利きかないところまできているが、それでもこれが最後の好機チヤンスだ。

「ちょっと春はる香か」

　美鈴は噴ふん水すい脇わきで女子と集まっていた春香を呼んだ。

「なあに？」

「来て。あと数人。そうね、できるだけ綺き麗れいな子がいいわ」

　美鈴は春香を含む下着姿の五人の女子を指名した。

「私たちが何かするの？」

「一いつ緒しよに来て」

　美鈴は、五人を連れてゲートへと向かった。

　ゲートでは、すでに十数人の生徒が開戦の時を待っている。

「どうした？」

　外の様子を窺うかがっていた沖おき田たが振り向き、怪け訝げんな表情で五人の女子を見つめた。

　外を見ると、眩暈めまいがするほどのアバターの姿があった。ずらっと並んだポリゴンキャラクター。彼らはお互いにコミュニケーションを取っているようだ。

「まだ射しや程てい距離外ね」

「なあ、弾たま撃てない奴やつらをここに連れてきてどうすんだ。入れ替えとか邪じや魔まになるだろうが。戦いにくくなる」

　沖田が迷めい惑わくそうに女子を見ている。

「戦わないわ」

　美鈴は言った。

「交こう戦せんはしない。弾を撃ち合うだけが、コミュニケーションじゃないもの」

「無む抵てい抗こうか？　諦あきらめんなよ」

「あの醜みにくいポリゴンキャラクターは全すべて外から参加した人間だわ。それがあれだけ集まっている。コミュニケーションを取るには今しかないわ」

　周囲の生徒はぽかんと美鈴を見つめた。

「……無理だろうが。それがずっとできなかったから、こうなったんだろ」

「それに、外からの人間だってのも確定じゃないぞ」

　近くの男子生徒が言った。

「でも、やってみる価値はある。というより、それしかないじゃない。戦い続けてもジリ貧ひんだわ」

「戦うしかないだろ。それに、誰だれが交渉するんだよ」

　周囲の生徒は、銃弾しか選択がないようだった。分ぶん泌ぴつされ続けたアドレナリンに、理性が麻ま痺ひしてしまったのた。

「私がやる。この現状は私の責任でもある。私がやるべきだわ」

「責任とか言うなよな。くだらねえ」

「くだらなくないわ。弾丸たまは何も生みださないじゃない」

「でもさ、可能性は低いよ。あんなに集まったプレイヤーがおとなしく交渉テーブルに着くとは思えない」

　里さと見みが言った。

「交渉する必要はないのよ。ただ、こちらがただの敵キャラクターでないことを伝えればいいだけだもの。シンプルだわ」

「どうするんだよ？」

「こうするのよ」

　美み鈴すずは下着姿の五人の女子に銃を向けた。

「脱ぎなさい。今すぐ」

　硬こう直ちよくする五人に美鈴は命令した。

「な、なんで？」

「弾丸のないあなたたちに役に立ってもらうわ。裸ヌードの女の子が出現したら、相手側も驚くでしょ。交こう戦せんの既き定てい路線を変えるきっかけになるわ」

　五人は美鈴の鋭するどい視線に戸と惑まどっている。

「やめとけ、そんな小こ細ざい工くは逆効果だ」

「もしかしたら、このゲームは[image: ]けん銃じゆうゲームじゃなくて、恋愛ゲームだったと思うかもしれないじゃない」

　美鈴は、顔をしかめる沖おき田たに平然と言いきった。

「早く脱いで。仮想世界バーチヤルじゃない？　現実でヌードになるわけじゃないわ。それにこの世界じゃ、もう慣れっこでしょ」

　美鈴は銃を向けつつ五人を促うながした。五人はお互いに視線を交こう差ささせながら、震ふるえる手で下着に指をかけた。

　五人は視線が注がれる中、視線を落としながらゆっくりと下着を脱いでいった。

「外に出たら、隠かくさないでアピールするのよ」

　美鈴は、裸ら体たいを手で隠している五人に冷たく言った。

　ゲート周辺は異い様ように静まり返っていた。裸はだかの五人を見つめる視線は冷えている。春はる香かが胸を隠かくしながらうつむいていた。

「行くわよ。こっちから先に行動を起こす」

「おい、待てよ」

　沖おき田たが美み鈴すずを制した。

「ゲートの中にいて。銃を見せたら相手を触しよく発はつするわ。女キャラクターの私だけで行ったほうがいいわ」

　美鈴は五人に銃を突き付けながら、ゲートから出るよう促うながした。そして、美鈴もゲートの外に出る。

　ひゅうひゅうと風が吹いていた。美鈴の体に絡からみついた風は、皮ひ膚ふを刺激し流れていった。

　フィールドを歩き、アバターの群れからの射しや程てい距離ぎりぎりで立ち止まる。

「並んで。両手を上げてちょうだい」

　五人は美鈴に銃を突きつけられ、視線を落としながら両手を上げた。カタカタと足が震ふるえている。

　フィールドに出て、美鈴もシャツとスカートを脱ぎ下着姿になった。銃は脱いだシャツで隠した。

「できたら笑って」

　正面を見た。アバターの群れの動きが変化している。こちらに気づいたようだ。今ごろパソコンのディスプレイ越しにヌードを見ているはずだ。

　美鈴は少しだけ前に出た。ずらっと並ぶポリゴンキャラクターは、ごちゃごちゃしすぎて数が分からない。無む秩ちつ序じよな服装やボディーによって、カラーが混こん濁だくしている。ただ大量にいる。それしか判断できなかった。

「対話がしたい！」

　美鈴は声を振ふり絞しぼり叫んだ。

　群れが美鈴の声に反応したかのように波打った。この距離ではまだ遠い。もう少し距離を詰めれば、美鈴の声はパソコンのスピーカーを通してはっきりと聞こえるはずだ。しかし、これ以上近づけば……。

　そんな時、混濁したカラーの中から、前に進み出たキャラクターがひとり。

　美鈴は、はっと目を見開いた。こちらに向かって歩いてくる白いワンピースのアバター。見覚えがあった。

　仮か想そう空間の中ぼやっと光を放つように見える。粗そ雑ざつなポリゴンではなく、マネキンでもなく、生命いのちを感じる少女として目に映った。

「……マイ」

　美鈴はマイと向き合った。

「久しぶりです」

　マイは笑って見せた。笑顔の表示ではなく、本当に感情を表現しているかのように思える表情だった。

「どういうこと？」

「呼びかけたんです。ネットやゲーム内でプレイヤーたちに。美み鈴すずさんたちはコンピューターじゃないって。だから、交流を取ってみようと、そんなイベントなんですよ」

　マイの後ろにいるアバターが襲いかかってくる気配はない。

「なんでマイが？」

「私が呼びかけて、発案したイベントなんです。だから、私が代表してここに来ました。交こう戦せんすることなく、交流を取れることを、今証明しています」

　美鈴は目の前のマイを、呆ぼう然ぜんと見つめた。彼女は自ら動いてくれたのだ。会わなかったわずかな間に、目の前の少女は成長したように感じた。

「ありがとう」

　美鈴はマイの手を握った。

「まだこれからです。これからいくつかのグループに分けて、街まちに連れていこうと思います。そこでコミュニケーションを取って、美鈴さんたちの状況を知ってもらいましょう。最初はみんな信じてくれないかもしれないけど、絶対分かってくれますよ」

　マイはきっぱりと言った。

「美鈴、どういうことなの？」

　春はる香かが歩み寄り、恐おそる恐おそる声をかけてきた。

「交流できるってことよ。心配ないわ」

　美鈴は笑顔を向けてやった。

「呼びかけていいですか。プレイヤーたちの共用掲示板に発言して、ここにいる人たちは人間だったと教えたり、交渉の成功を伝えたり、街に行くグループを決めたりします」

「お願い。私は──いったん戻ってみんなに伝えなきゃ」

「私たちは？」

　街に戻りかけた美鈴に、春香が聞いた。

「ここで待ってて。すぐ戻ってくるから。私たちが全員逃げるように街に戻ると、プレイヤーを触しよく発はつする可能性があるから」

　美鈴はそう言い、小走りに街へと戻る。交渉が成功した事実を少しでも早く伝えてやりたかった。弾だん丸がんで自分たちの希望を削けずり続けるゲームは終わるのだ。ゲートまでの距離がとてももどかしく感じた。

　ゲートでは様子を窺うかがっていた十数人の生徒が、美鈴を迎い入れ説明を求めた。

「通じたわ。言葉が通じたのよ」

　美み鈴すずは叫ぶように言った。

「これから、あっちの一部が街まちに来るから、友好的に迎え入れるわ。そうして、こっちの状況を説明する。あれだけ大勢いれば、私たちの噂うわさは爆発的に日本中に伝わる」

　美鈴の周囲の生徒は複雑な表情をしていた。未いまだに状況が理解しきれていないようだ。弾だん丸がん以外の交渉があるとは考えていなかったのだ。

「広場に隠かくれているみんなにも説明して調整しなきゃ。沖おき田たと里さと見みは一いつ緒しよに来てちょうだい」

「とにかく服を着ろって」

　沖田に言われ、脱いでいた服を着ていると外から悲鳴が聞こえた。美鈴は振り向き愕がく然ぜんとする。

　あの五人の悲鳴だった。

　この時、美鈴は取り返しのつかないミスをしたことを知った。裸ら体たいの五人がプレイヤーたちの興味を惹ひいてしまったのだ。リアルなヌードキャラクターがいることが集団の後ろのプレイヤーにも伝わり、それぞれが画面に映そうと前に出ようとした。そんな動きにあの五人が過か敏びんに反応してしまったのだ。

　きわどいバランスで揺らいでいた安定は、無む慈じ悲ひに突つき崩くずされた。崩ほう壊かいだった。

　逃げる五人を追いかけ、アバターの群れが津つ波なみのように街に押し寄せる形となった。

「ああっ」

　春はる香かが悲鳴を上げて転ころんだ。草地に這はいつくばった春香はアバターの波に飲み込まれる。

「行くな」

　助けに出ようとした美鈴の手を沖田がつかんだ。

　周囲の生徒がすでに射撃の態勢を整えていた。ここで弾丸を使ったら、すべては瓦が解かいする。美鈴は必死で叫んだ。

「──銃を使わないで。撃ったら駄だ目めよ！」

　銃声が響いた。

　美鈴はただ愕然とその冷れい酷こくな銃声を耳にした。

　迫り来るアバターの大群に、生徒たちは銃弾で応こたえた。前方を走っていたアバターが血ち飛沫しぶきを撒まき散らして転がる。それを見た他ほかのアバターたちも銃を抜いた。

　悪あく夢むだった。激しく交こう差さする銃弾は、希望を粉こな々ごなに打ち砕くだき、無む残ざんで無ぶ様ざまな現実を露ろ出しゆつさせた。

　美鈴は突っ立ったまま笑った。私たちは、言葉ではなく弾丸を選択してしまったのだ。

　このコミュニケーションの失敗は、人間の心の醜みにくさだ。

「ああ愛まな美み──私は何が間違っていたの？」

　美鈴はぼんやりと愛美を思った。

「突っ立ってるなって」

　美み鈴すずは沖おき田たに突き飛ばされ石いし畳だだみに倒れこんだ。

「広場に行け。狭せまいゲートに呼び込んで反撃するしかねえ」

　沖田が言ったが、美鈴は起きあがる気力もなかった。もうどうでもよかった。

「立てよ」

　沖田が乱暴に美鈴の頰ほおをひっぱたいた。

「なにすんのよ」

　ムッと顔を上げて目を見張った。沖田はペンキを被かぶったかのように血まみれだった。激しい銃声が再び耳に入ってきた。大量のアバターがゲートに接近している。

「逃げろ」

　沖田が美鈴の盾たてになりながら銃を撃っている。

「もういいわ。今までやってきたこと、意味がなかったわ」

「じゃあ俺おれがやってきたことはどうなる。俺はおまえのために……」

　沖田が銃弾を受けのけぞった。空気を切り裂く音と共に弾だん丸がんが飛び交っている。

「里さと見み、こいつを頼む」

　沖田が、そばで銃を撃っていた里見に言った。里見はすでに弾丸たま切れのバツマークが点てん滅めつしている。

「分かったわ。あんたも早く」

　美鈴は体を起こした。

「体が動かねえ。先に行け」

　沖田は血まみれの手で親指を立てにやりと笑って見せた。

「先って、あんたはどうすんの──」

　美鈴は引っ張られ言葉を止めた。里見が美鈴の手を引き、広場へと戻ろうとしている。

「あんた、仲間を見捨てるの」

「仲間だから、だよ」

　里見は強ごう引いんに美鈴を引きずり広場へと逃げ込む。同時にゲートにアバターの群れが殺さつ到とうしたのを見た。

「ああ……」

　美鈴はうめきながら、広場に強引に引きずり込まれた。その噴ふん水すい広場は大パニックだった。混乱した生徒たちがぶつかり合い、それぞれバラバラに動き回っている。それでも、障しよう害がい物ぶつの陰かげから銃を撃ち侵しん攻こうを食い止めようとする生徒もいた。

　そうだ、弾丸を選択した以上、やるしかないのだ。美鈴はそう思った。どうせ死ぬなら、殺せるだけ殺してやればいい。

「ここで食い止めるのよ！」

　美鈴は叫び、石いし畳だたみを走ってくるアバターに向けて銃を乱射した。狙ねらいなどつけずに、二十五発の弾だん丸がんを撃ち尽くした。狭せまい道の中、アバターは次々と倒れていく。倒れ込んだアバターが邪じや魔まになり、侵しん攻こう速度が弱まった。

「弾丸たま二十五発、急いで」

　美み鈴すずはショップに駆け込み叫んだ。クマから弾丸を買い、ふと気づいた。隣にいるはずのウサギがいなかった。

「ここにいたウサギは？」

「つい先ほど避ひ難なんいたしましたよ」

「……あの野や郎ろう」

　広場がさらに狂きよう騒そうとなる。侵攻を止めようと反抗していた生徒たちが銃弾に倒れ始めた。生徒たちは獰どう猛もうな獣けものに食い尽くされる寸前だった。

「ここももう駄だ目めだ」

　里さと見みが首を振った。その時、ごちゃ混ぜの広場で美鈴はあるものを発見した。ウサギが生徒たちの間を擦すり抜ぬけてゲートと反対側の路地に逃げていくのが見えた。手に何やら梯はし子ごのようなものを持っている。

「こっちよ」

　美鈴は里見の手を引きウサギを追った。

「そっちは行き止まりだよ。出入り口はゲートしかない」

「いいから」

　美鈴と里見は路地へと駆け込む。他の生徒は、ただ広場を逃げ惑まどったり、建物の陰かげなどに隠かくれている。背後で地響きのような悲鳴が沸わき起こる。ついに広場への侵入を許したようだ。

「どいて！」

　美鈴は、道をふらふらとしている生徒を突き飛ばして走った。重い防具アイテムで身を固めている生徒たちは満足に走れない。そんな生徒たちを器用に避けながら走るウサギの姿が見えた。

　路地は壁に突き当たっている。ウサギはその壁に持っていた梯子を立てかけ上り始めた。素早く上りきると、壁の向こう側に身を翻ひるがえし姿を消した。

「行けそうよ。先に上ってみて」

　美鈴は里見を梯子に押しやった。

「上れる。早く──」

　里見が梯子を上り美鈴を促うながす。

　美鈴は梯子を上りかけ悲鳴を上げた。梯子に殺さつ到とうした生徒たちが、美鈴の足をつかんでいた。彼らは重い防具を装備しているため、梯子すら上れないのだ。それでも、闇やみ雲くもに手を伸ばし足搔あがいている。美鈴はバランスを崩くずし梯子から引きずり下ろされそうになった。梯子から落ちることよりも、眼下の生徒たちの形ぎよう相そうに美鈴は心を凍こおらせた。恐怖に歪ゆがんだ顔は異常に崩れていた。生徒たちの恐怖が強すぎて、データにバグがでたかのように、醜みにくくつぶれていた。

「いやっ、やめて！」

　美み鈴すずはただ悲鳴を上げた。

　その時、美鈴の足をつかんでいた生徒が弾はじけるように倒れた。

　美鈴は梯はし子ごの下を見て顔を歪ゆがめた。血まみれのままの沖おき田たが、梯子に群がる生徒たちの頭を至近距離から撃ったのだ。

　里さと見みに引き上げられるように壁の上に立ち、美鈴は沖田に手を伸ばした。しかし、沖田は美鈴のほうを見ることもなく、梯子に手をかけ引っ張った。

　梯子はグラグラと揺れてから、横倒しに生徒たちの上に倒れた。すぐにアバターの群れが殺さつ到とうし、悲鳴と血ち飛沫しぶきと銃声で埋まい没ぼつした。

　獲え物ものに群がる蟻アリのようだった。生徒たちは冷れい酷こくな弾だん丸がんにレイプされ血ち反吐へどを吐かされ撃ち抜かれた。

　弾丸のコミュニケーションの末まつ路ろだった。
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　美鈴と里見は草原を走っていた。

　街まちから逃げ出したふたりに気づいたようで、大量のアバターたちが追いかけてくる。

「あれは？」

　先に何かが見えた。

「扉だよ」

　開け放たれた真っ赤な扉にはローマ数字でⅡと記されている。二番目の扉だ。こんな街の近くに扉はなかったはずだ。ゲーム側のキャラクターが設置をしたのだろうか。

「行くしかないわね」

　美鈴は追いかけてくるアバターを振りかえりながら扉に走る。

　ふたりは躊ちゆう躇ちよせずに扉に飛び込んだ。

　ぐにゃりと意識が捻ねじ曲まがるような感覚。

　気づくと美鈴は灰色の街の中に立っていた。妙に既き視し感かんのある風景が周囲に広がっていた。

　美鈴は呆ぼう然ぜんと周囲を見つめた。砂さ漠ばくでも草原でもなかった。コンクリートで固められたこの風景は……。

「……東京だ」

　目の前には東京の街が広がっていた。威い圧あつ感かんのあるビルにうねるように延のびる高速道路、灰色のアスファルト。オリーブグレーでもなくスカイグレーでもない、ただの灰色の道路の上に美鈴は立っていた。

　建造物の隙すき間まから青い空が見えた。少しだけくすんだその青は、まぎれもなく東京のものだった。空を背景に東京タワーがチラッと見えた。細部までリアルに再現された東京。

「ここも仮想世界バーチヤルよね」

　空っぽのデータの東京には、人の姿も車もなかった。隣で里さと見みがぼんやりと立っているだけだった。

　美み鈴すずはフフッと笑った。

「どうしたの？」

　里見がこちらを向いた。

「ほら、ゲームのゴール。外に出られるっていうのは、これだったのよ。ゲームで作った東京。ここがゴール」

　美鈴たちはだまされたのだ。いいように遊ばれた。

「違う。ここはゴールじゃない。まだ、扉は二つしか抜けていない。三つめの扉の向こうがゴールだと説明された。だから、あと一つ扉があるはず」

「それをこの東京で探せってこと？」

　この東京の迷宮ラビリンスをさ迷い、ちっぽけな扉を探さねばならないのだ。クリスタルのように輝く迷宮ではなく、くすんだコンクリートの迷宮で。

「それだけじゃない」

　表情を凍こおらせる美鈴の前で、里見が銃を抜き撃った。

　銃声の残ざん響きようと重なるように甲かん高だかい叫び声が響いた。振り向くと、美鈴の背後で苦痛の表情を固めた人間が崩くずれ落ちていた。真っ赤な血がアスファルトに広がっていった。

「なにを……」

　美鈴はそのシーンを呆ぼう然ぜんと眺めた。

「あのアバターだよ。追いかけてきた」

　東京の街まちと同じく、アバターもリアリティーを増していた。容よう姿しに悲鳴に血に苦痛に歪ゆがんだ表情。現実そのものだった。

　次々と東京のフィールドにアバターが出現してくる。彼らは一瞬戸と惑まどったように周囲を窺うかがうが、美鈴たちに気づいて銃を向ける。ゲームは続行されていた。

　美鈴は銃を発砲しながら道路を走った。弾だん丸がんの直撃を受けたアバターは激しくのけぞり道路に叩たたきつけられる。血と硝しよう煙えんの匂においがした。叫びと死ぬ間ま際ぎわの表情が美鈴の頭にこびりついた。

　美鈴は東京を走りながら銃を撃ち続けた。アバターたちが、続々とこのフィールドに参さん入にゆうしてくる。彼らのゲームは、美鈴たち生徒をひとり残らず狩かるというゲームなのだ。獲え物ものを殺そうと、協調して襲ってくる。

　ひゅんひゅんと空気を切り裂く音がする。そんな無む秩ちつ序じよな銃弾をかいくぐりながら走った。

　立ちふさがる敵は全すべて殺した。建物の陰かげから飛び出してきた人影に、美み鈴すずは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、それでも弾だん丸がんを撃ち込んだ。小学生ほどの小さな女の子のアバターが、顔の半分を吹き飛ばし数歩進んだ後に崩くずれ落ちた。

「弾たまは？」

「もうすぐなくなる──あそこ」

　里さと見みが歩道の街路樹の脇わきを指ゆび差さした。そこには屋や台たいのような店があり、スーツ姿の女性が立っている。

　美鈴は歩道の柵さくを飛び越えた。

「弾丸たま売ってる？」

「はい。レベル１から５まで揃そろえておりますが」

　端たん整せいなマスクの女性が答えた。ゲーム側のキャラクターだ。

「レベル５を買えるだけ。他ほかに店はあるの？」

「自動販売機や、このような仮かり店てん舗ぽが配置されております。自動販売機はレベル２までの弾丸しか売ってません」

　美鈴は里見が弾丸を買うのを確認して口を開く。

「プレイヤーにも弾丸売るのよね」

「はい、平等にです」

「それは困るわ」

　美鈴は女性に銃を突きつけ引き金を引いた。額に穴をあけた店員はどさっと横に崩れ落ちた。

「急いで」

　美鈴は複雑な表情をしている里見を急せかし、再び道路を走った。

　どれだけアバターを殺したか分からない。ただ、美鈴と里見は走り続けた。こちらは追われる側だった。広大な東京マップで鬼オニごっこが行われているのだ。

　弾はじけ散るどす黒い血と甲かん高だかい悲鳴が頭にこびりついて離れなかった。それどころか、そんな音や匂においや光景が蓄ちく積せきされていくのが分かった。頭痛と眩暈めまいがした。足がもつれた。疲労を感じた。強烈な不快感に反吐へどを吐いた。そんな感覚を消去するには熱しかなかった。美鈴は[image: ]けん銃じゆうを握り殺さつ戮りくの熱に身を委ゆだねることにした。

「時間が……」

　隣を走る里見がつぶやいた。

「時間て？」

「あの二時間の制約。もうすぐ連続二時間になる。それを知らせるブザーが鳴りはじめた」

　美鈴はデパートの入り口の陰かげに身を隠かくした。中には入れない。ウインドーを開き確認すると、美鈴のゲーム時間は約一時間半。里見は先にログインしていたので、もうすぐ二時間となるのだろう。

「ログアウト用の扉なんてないわよ」

　身を低くし、街路樹の陰かげを走る。

「強制シャットダウンしかない」

　走りながら里さと見みが言った。

「でも、ボディーは」

「すぐに戻ってくる。現実に戻ってすぐに再ログインする」

「危険だわ」

「急げばゲーム時間で三十秒。そのくらいだったら大丈夫」

「……分かったわ。その間は私が守る」

　制約の二時間を超こえてしまうと戻れないのだ。永遠にこの迷宮ラビリンスをさ迷うことになってしまう。

「あの高速の下でやろう」

「オーケー」

　今ならアバターの姿は見えなかった。三十秒なら大丈夫だ。

　ふたりは高速道路の下の資材が積まれた場所に飛び込んだ。里見は円柱の橋きよう脚きやくの陰に身を潜ひそめた。

「いいわ」

　美み鈴すずはしゃがみつつ周囲を見渡す。いつもなら車の騒音と排気ガスで満たされているはずの場所は静まり返っている。

「──強制シャットダウン選択します」

　その言葉と同時に、里見の体が硬こう直ちよくした。石のように固まったボディーを残し、現実世界にログアウトしたのだ。

　そのまましばらく待つ。一分ほど経過したが、里見は戻ってこない。

　美鈴は体を硬直させたまま息を吞のんだ。アスファルトを駆けてくる足音が聞こえた。タイミングが悪すぎる。

　逃げ出すわけにはいかない。隠かくれてやり過ごすしかなかった。

　しかし、そんな希望は無む残ざんに打ち砕くだかれた。

　アバターたちは、お互いにコミュニケーションを取りながら周囲を探している。「レーダー」とか「この辺あたり」などの単語が聞こえた。

　美鈴は歯は嚙がみし里見のボディーを見た。──早く。早く戻ってこい。口の中にせんぶりのような味が広がった。アバター数人がこちらに向かって来るのが見えた。

「ちくしょう」

　美鈴は立ちあがると、アバターに向けて銃をぶっ放した。ギャーと不快な悲鳴を上げ、アバターの頭が破裂した。

　その銃声に引き寄せられるように、さらに大量のアバターが集まってくる。

「遅おそい」

　美み鈴すずは攻撃しながら里さと見みを見た。すでに三分は過ぎている。何をのろのろしているのだ。

　囲まれる前に美鈴は弾だん丸がんをばら撒まく。振動を感じてうめいた。腹を見ると赤く染まっていた。その血を見てから強烈な痛みを感じた。アバター側の銃声が、頭上の高速道路に跳ね返り鼓こ膜まくを振動させた。

　美鈴は腹部を押さえながら、橋きよう脚きやくの陰かげから陰を走り回り、すべてのアバターの頭を破裂させた。パソコン画面が視界のプレイヤーは横の動きに弱いのだ。返かえり血ちを浴びて、美鈴の腕が真っ赤に汚れた。

「ああっ」

　美鈴は振りかえり悲鳴を上げた。里見が隠かくれていた高速道路の柱が赤く濡ぬれていた。銃弾を受けた里見のボディーの下には血ち溜だまりができている。

「里見」

　美鈴は里見にかけより体を揺すった。しかし、ボディーは石のように硬かたく重い。

　愕がく然ぜんと見つめていると、里見がぱちりと目を開けた。

「あれ？」

　里見は自分の体を見て間まの抜ぬけた声を出した。

「あれ、じゃないわよ。もっと早く出てきなさいよ」

　美鈴は里見を睨にらみつけた。

「行くわよ。奴やつらはレーダーを持ってる。逃げ続けないと」

　美鈴が手を引っ張ると里見の体は、ずるっと倒れた。

「血で手が滑すべっちゃったわ」

　美鈴が立ちあがらせようとすると、里見は首を振った。

「体が動かない。ちょっと無理だ」

「ここで無理しないでどうすんのよ」

「すまない、ミスったよ」

　里見はぐったりと血溜りに横たわった。

「あんた、三十秒って言ったじゃない。何のんびりしてたのよ」

「起きたら愛まな美みちゃんがいた」

「愛美が？」

　ゲーム参加者に死者が続出しているのだ。そのケアのために、部屋に来ているのだろうか。

「すぐに戻ってこようと思ったんだけど、愛美ちゃんが何か言ってたからさ」

「無視すればよかったのよ」

　里見は首を振った。

「できなかったよ。彼女、泣いてたから。泣きながら、美み鈴すずを連れて戻って、とか言ってた」

「……そう」

　美鈴は銃を構えて立ちあがった。新しいアバターがこちらに接近していた。

「歩けない？」

　里さと見みはうなずいた。

「じゃあ、またシャットダウンしなさい。アバターに襲われて死ぬ痛みを感じなくてすむから」

「撃ってくれ。そうすれば、美鈴の弾丸も増える。そのほうがいい」

「……」

　美鈴は答えず、その場から離れた。数人のアバターが美鈴を囲むように接近してくる。

　美鈴は足を止めほんの一瞬だけためらい、里見の元へ引き返した。

「愛まな美みに伝えて。ごめんねって」

　美鈴は里見に弾だん丸がんを撃ち込んだ。

　振りかえると、アバターが銃を向けているのが見えた。美鈴はフフッと笑うと、銃を乱射した。弾丸はアバターの頭を直撃し、脳のう漿しようがびちょっと飛び散った。

　周囲のアバターを撃ち殺すと、美鈴は大通りに出て走った。時とき折おり弾丸を補給しながら、ただ走った。追いすがるアバターはすべて撃ち殺した。

　爽そう快かいだった。水風船のように破裂する頭部。心臓を貫つらぬかれ、アスファルトにのたうちまわる体たい軀く。美鈴が放った弾丸がそうさせているのかと思うと、とても気分がよかった。

　この弾丸こそ、最高のコミュニケーションだと思った。

　もともと人間のコミュニケーションには、二種類しかなかったのだ。否定と肯こう定てい。両手を上げて降こう伏ふくするか、銃を向けて攻撃するか。

　ずっとそうだったのだ。どんなに綺き麗れいな言葉でデコレーションしようが、人類の会話はそれだけだった。弾丸を撃ち合い、戦争を繰り返した人間のコミュニケーションの本質。

　美鈴はケラケラと笑いながら、弾丸を発射し続けた。銃口から轟ごう音おんと共に弾たまが飛び出るたびに、強烈なまでの快感が体を伝わりビクンとよじれた。

　不意に頭の中にブザーのような音が響いた。同時に目の前にウインドーが開き、数値を表示した。もうすぐ二時間となることを知らせるそのウインドーの意味を、美鈴は興奮と快楽にまみれて忘れていた。

　銃声と血にまみれながら、美鈴は微かすかに愛美の顔を思いだした。ウインドーのカウントは続き、不快なブザーの音も続いていた。

　美鈴は、そのウインドーを閉じた。

　──何か間違っているのでは？

　快感に身を委ゆだねながらも、頭の中に小さな声が聞こえた。しかし、それは、激しく鳴り響く銃声にかき消された。ブザーの音はいつのまにかやんでいた。

　アバターには、子供や女の子のキャラクターもいたが、もう美み鈴すずはためらうことなく撃ち殺した。

　弾だん丸がんを受け、体が傷だらけになっていたが、痛みは不快ではなかった。逆に傷口の熱さが、気分を高こう揚ようさせた。激痛と興奮が交じりあい、新たな熱ねつ狂きようを生み出していた。

　視界が赤く染まっていた。飛び散る血が視界にこびりついて取れなかった。吐はき気けをもよおす死し臭しゆうもべったりとこびりついていた。銃声と悲鳴しか聞こえなかった。聴覚はもうそれしか音を処理してくれなかった。

　美鈴は幹線道路の真中を歩きながら銃を構えた。

　道路の先から歩み寄ってくるアバターが見えた。

　白いワンピースの裾すそが風に揺れている。その女性は向けられた銃口が見えないかのように、平然と歩いてきた。

　美鈴は銃を向けたまま立ち止まった。すでに東京が夜になっていることに初めて気がついた。東京の空に星は見えなかったが、月は銀色に輝いている。道路は整せい然ぜんと並んだ街がい灯とうのスポットを浴びて、オレンジ色に染まっていた。コンクリートの建造物の間を、風が通り抜けていった。

　白いワンピースの少女が、美鈴に銃を向けられながらも笑ってみせた。

　美鈴は銃を下ろし、ぎこちなく微笑ほほえみ返した。

　まだ笑えたことにホッとしたとたん、美鈴の目から涙が流れ落ちた。







「私の部屋の外はもう朝です」

　マイは言った。

　美鈴は夜の東京の街まちを歩いていた。現実世界では朝になり、ゲームの参加者が減ったのだろう。

　美鈴の隣では、マイが夜の街を散歩するかのように歩いている。白いミュールを履はいており、足音がリズミカルに響いていた。

「私さ……」

　美鈴は言葉を止めた。何を言っていいのか分からなかった。

「私の窓の外に小さなベランダがあって、そこにパンを置いておくと、雀すずめが寄ってくるんですよね。でも最近、いっぱい集まりすぎちゃって、朝うるさいんです。そのベランダにミニ向日葵ひまわりの鉢はちを置いたんですけど、今日見たら芽が出てました」

　マイは瞳ひとみに月を映している。

「私、次こそは頑がん張ばります。今回は上手うまく伝わらなかったけど、次こそは。次は、部屋のパソコンからじゃなく、外に出て美鈴さんたちのことを……だから」

　マイは足を止め美鈴を見た。

「だから……美み鈴すずさんに会いたいです」

「ここにいるわ」

「ゲームの中の東京じゃなくて、本物の東京で会いたいです」

「無理だわ」

　美鈴は首を振り、街まちの隙すき間まを埋うめるために作られたような公園に入った。水道とブランコだけが言いい訳わけのように設置されている。美鈴は、水道で手に黒くこびりついた血を流した。血は洗い落とされたが、生なま臭くさい血の匂においだけは取れなかった。

「どうして、ですか」

　マイはブランコに座っている。

「あなたはこの私よりも現実感がないもの。今の私の周りには鉄の壁があって閉じ込められている。でも、あなたは自分で壁を作って閉じこもっているじゃない」

　美鈴はマイの背中を押してやった。ブランコが揺れ、マイのワンピースの裾すそがまくれた。

「美鈴さん、私は……」

「それに、私はもうここから出ることができないのよ。このコンクリートの迷宮ラビリンスからね」

　美鈴はブランコに座り自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべた。ゲームにのめり込んでいるうちに、あの制約の二時間はすでに過ぎ去っていた。ブランコをこぐと、ぎしぎしと軋きしんだ音が響いた。

　もう、あのシェルターにさえ戻ることはできないのだ。何かを間違えたために、美鈴はこの世界を永遠にさ迷うことになった。

　弾だん丸がんを選択した罪なのだろうか。美鈴はぼんやりと夜の街を見つめた。リアルすぎる東京の街。この場所で自分で自分を撃ったらどうなるのだろう。仮想世界バーチヤルでも消滅してしまったら、私はどこに存在すればいいのだろう。

　美鈴は首を振った。同じなのだ。もともと自らの存在などありはしなかった。あのマンションの屋上から見た夜の東京。あの街は美鈴を拒きよ絶ぜつしていたではないか。

　あの時と同じく、東京の景色はぼやけ滲にじんで見えた。美鈴はブランコを止めた。食いしばった口に血の味が広がっていた。

　美鈴は銃口を自分の頭に向けた。

「やめてください」

　マイが美鈴を背中から抱きしめた。

「これでリセットするわ。どうなるか分からないけど」

「逃げるんですか」

「マイちゃんが言うセリフじゃないわ」

　その時、美鈴はふと顔を上げた。視界の端に伸びた影を捉とらえたのだ。

　美鈴は目を吊つり上げ、それを凝ぎよう視しした。

「え、ぬいぐるみ？」

　マイが美み鈴すずの視線の先を見て声を上げた。

「急げ急げ……」

　それは、ダンボールを抱えて公園の前の道路を走っている。

　美鈴は公園から飛び出し、それに追いつくと突き飛ばした。

「うひゃあ」

　ウサギが転てん倒とうし悲鳴を上げ、ダンボールがアスファルトを転ころがった。

「久しぶりね」

　美鈴はウサギの前に立ちはだかった。

「え、ああ、中なか山やまさんどうもです」

　ウサギはパタパタと膝ひざを払いながら立ちあがった。

「どこに行くのかしら」

「えっと、イデアさんのショップにアイテムを搬はん入にゆうしにいくんですけど……なんかご機き嫌げん斜めでしょうか？」

　ウサギがおろおろとしている。

「機嫌は悪いわね。人生において最悪の気分だわ」

「なにか私、変なことをしましたっけ」

「ええ、あなたは三回も私を裏切ったわ。ひとつは人ひと質じちの春はる香かが連れ出されたことを傍ぼう観かんしたこと」

「それはゲームのルールですからあ」

「次に、弾だん丸がんと交換で防具を生徒に売ったこと。そのおかげで、あの街まちは崩ほう壊かいしたわ。あなたのせいよ」

「私は……あ、どうも」

　マイが転ころがったダンボールを拾っている。

「これを搬入するんですか？」

　マイがダンボールの中を覗のぞいた。

「そうですよ。どかっと売れそうです」

　ウサギがマイからダンボールを受け取り、テヘヘと笑った。

「私はゲームの忠実な補ほ佐さ役やくですからねえ」

「いいえ違うわ。あなたはゲームの搔かき回し役なのよ。人間の欲望を利用して、ゲームを混こん沌とんとさせる」

「そんなあ。私はどっちかというと、生徒さんよりですよお」

「そして、最後の裏切りは、私に黙っていたこと」

　美鈴はウサギに銃口を向けた。

「な、何をですか」

「出しなさい、最後の扉を。あなたが扉を設置するキャラクターなんでしょ。だから、あの時もひとりだけ逃げた」

「えっと……わっ！」

　美み鈴すずは銃をぶっ放した。

　弾だん丸がんはウサギの足下のアスファルトに当たり火花が散った。ウサギとマイが悲鳴を上げた。

「わわわわ！」

　ウサギはぴょんとジャンプをすると、一いち目もく散さんに逃げ出した。

　美鈴はウサギを追いながら照しよう準じゆんを合わせる。

「美鈴さん、ちょっと」

　マイが必死に追いかけてくる。

「待ちなさい！」

　美鈴は銃を乱射した。ウサギはぴょんぴょん跳はねながら逃げ、交こう差さ点てんを右に曲がった。

　美鈴も全力で追つい走そうし、交差点に飛び込んでから足を止めた。

「やっぱりね」

　ウサギの姿は消えていた。その代わりに道路の真ん中に扉が置いてあった。Ⅲと書かれた真っ赤な扉。

　三つめの扉。

　やはり、あのウサギが扉を設置する役目のキャラクターだったのだ。美鈴はゆっくりと歩み寄ると扉を開け放った。

　ゲームのゴール。外に出られると。

　美鈴はためらわずに扉の向こうに踏みだした。くぐる寸前、美鈴に追いついたマイが手をつかんだ。

　ふたりは一いつ緒しよに最後の扉を抜けた。




　　　　　＊




　美鈴は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　ここが外なのか？　戻っただけではないか、と思った。とにかく、美鈴は現実に戻ったのだ。

　あの部屋の中だった。閉じ込められていたあのシェルター。部屋を見まわして目を見張る。

　愛まな美みの姿があった。シートの脇わきに膝ひざをついて悲しげな表情をしている。シートには誰だれかが寝ているようだった。ヘルメットを被かぶっているので分からないが、制服は女子のものだ。

　部屋には寝ている女子と愛美しかいなかった。

「ねえ、どうしたの？」

　美鈴は愛美に呼びかけた。しかし、全く反応しない。

「どうしたってのよ……」

　美み鈴すずは気配に振り向きはっとした。

「ここって、どこですか？」

　背後にマイが立っていた。ワンピース姿のマイは、キョロキョロと部屋を見回している。

　ここは仮想世界バーチヤルなのだと、美鈴は気づいた。

　データの東京と同じく、この部屋もデータでリアルに再現されているのだ。東京とは違い、人間の愛まな美みでさえもデータで構こう築ちくされている。

「心配することはありません」

　声に振り向くと、部屋に設置された画面でイデアが微笑ほほえんでいた。現実の部屋と同じく、イデアが表示される画面も再現されていた。

「私はこの場所を管理するイデアと申します。あなたがたを守るためのフォローをする人工知能です」

「あんた、何を言ってるの？」

　美鈴は画面に近寄った。見ると、愛美はイデアの声に反応していない。聞こえないようだ。

「あなたがたが乗った飛行機は墜つい落らくしました。詳くわしくは説明できませんが、それは正義のための行為です。世界の巨悪に立ち向かう人間たちの大たい義ぎある行動です。しかし、彼らは未来のある若い人々を犠ぎ牲せいにすることを決断できませんでした。そこで、あなたがたは飛行機に乗ったことになっておりますが、現在は安全な船の中で守られております。正義の声が届くまで、あたながたはここで過ごしていただきます。安全は保障いたします。心配することはありません」

　イデアは笑顔を浮かべながらそう言った。

「本当なの？」

　マイから聞いたことと重なる。

「本当ですよ。本当は、こちらのメッセージをあなたがたに流すはずだったのです」

　イデアはそう言うと、画面の中から窓をくぐり抜けるようにこちらの空間に出てきた。三次元表示された立体のイデアが、美鈴の目の前に立っている。

「ここはどこなの？」

「外ですよ。最後の扉を抜けましたから」

「外？　シェルターの中だわ」

「美鈴さんが今までいたシェルターは、こちらから見ると、管理するべき水すい槽そうの中でしたよ」

　イデアは言った。ここは水槽の外というわけだ。

「どういうことなの。この船はなんだったの？」

「あなたがたの推すい測そくはなかなかでした。ソビエト連れん邦ぽうで軍事施設として作られ、崩ほう壊かいと共に中東へと流れたこと。その後、オイルマネーでデコレートされたこの船は、娯楽施設に変へん貌ぼうしたこと」

「娯楽施設？　殺し合いをさせるような？」

「そんな単純なことでは物足りなかったのでしょう。人間の欲望や恐怖をエスカレートさせ、混乱させるシステムを作り上げたのです。プログラムデータは日本製ですよ」

「そんなプログラムのテストプレイに私たちは利用されたの？」

「違います。メッセージどおりです。助けられたのですよ。これだけの人数の生徒を長期間隠かくす場所は限られます。その理由から、この船にスポットが当たったというわけです」

「じゃあ、何故なぜそのメッセージを流さなかったの」

「理由は分かりません。ただ、この船の管理を任された人間は、システムを作さ動どうさせたのです。娯楽として使われたプログラムをです」

「そのプログラムは何？　殺し合いが始まるの？」

「それはあなたがた次第です。あくまでも、閉じ込められた人間の欲望や恐怖を増ぞう殖しよくさせ、自ら争あらそい始めさせるのですから。そんな争いをエスカレートさせるプログラムなのです」

　確かに、今までのこの船のゲームは、混こん沌とんと争いをエスカレートさせるものだった。それでも、バランスを保っているのは、生徒たちの良心に他ほかならない。

「終わりはないの？」

「このプログラムの終わりは、誰だれかが施設の最上部に行くことです。その過か程ていで他人を蹴け落おとすことになり、さらに争いは加速するのです。それでも、ひとりでもそこに到達できれば、プログラム自体は終了します。その時、閉じ込められた他の人間がどうなっているかは分かりませんが」

　イデアはにこりと笑った。

　ふと思った。蒼あお井いや、姿を消した生徒たち。彼らは施設の上部へと誘われているのではないだろうか。最上部につくまでゲームは続行される。

「そのシステムを作動させた人間は何が目的なの？」

　美み鈴すずは愛まな美みしかいない部屋を見つめた。あくまでここに閉じ込められたのは善ぜん意いだったはずだ。

「分かりません。ただ、彼らはあなたがたの行動を見て楽しんでましたよ。そんな感情のデータで構成されていました」

「データ？」

　顔をしかめる美鈴の前で、イデアは愛美へと近づいた。

「この彼女もデータの集合体です。この施設内での会話内容や行動、嗜し好こうや他人との交流などの情報がストックされ続けます。ですから、私たち人工知能も、スムーズに会話することができるのです。その管理システムの名称をソフィアというのです。ソフィアは、この施設のフィールドと人間をデータ化し、管理、監かん視しをするのです」

　美鈴はソフィアの目を思いだした。監視をしているようだった目のイメージ。

「人間が何を感じているか、まで分かるの？」

「体温、表情、発はつ汗かん、呼吸、言葉、エトセトラ。感情要素はデジタル化できます。彼女は正まさ樹き愛まな美みさんですね。彼女と会話をした生徒は、ほとんどの生徒がプラスの感情を受け取ります。会話をしなくてもです。要するに、彼女の周囲には、プラス感情のデータが漂っているのです」

　感情とは、心の中にあるものではなく空間を漂う物質なのかもしれない、と美み鈴すずは思った。現実でも物質として空間にあるものなのだ。

「蒼あお井い典のり子こは？」

「彼女もプラスの感情要素です。会話や行動などのデータのやり取りで、ほとんどの生徒がプラスを受け取ります。表現するなら人気のある生徒、です。それゆえ、ゲームに利用され、あのゲージに引き込まれたのですが」

「……私は？」

「中なか山やま美鈴さんは、他ほかの生徒とほとんどデータのやり取りはしてませんでした。言葉のデータを投げつけてはいましたが、そのデータのほとんどはマイナスでした」

　美鈴はどきりとした。言葉のデータを投げつける、と言った。美鈴が会話をしていたと思っていた行為は、ただ一方的に投げつけていただけだったと表現した。

「私の言葉は弾だん丸がんと同じだったのね」

　美鈴はつぶやいた。ただ、人を撃ち抜くだけの言葉。一方的で、冷たい言葉。この施設での会話、いや、今までの生活でも美鈴は他人を言葉で撃ち抜くだけだったのだ。弾丸のコミュニケーションそのもの。

　美鈴は愕がく然ぜんと立ち尽くした。こんな場所で自分の真実を知った。何よりも冷たい現実だった。惨みじめに空くう転てんしていた中山美鈴という存在。

「彼女は美鈴さんの周囲に漂うプラス要素を受け取る、数少ない存在でしたよ」

　イデアは愛美を指ゆび差さした。

　愛美はシートに横たわる生徒を見て泣いていた。悲しみを表現するデータを瞳ひとみから流している。何故なぜ、愛美の現在はマイナスを表現しているのか。

　その時、やっと美鈴は気づいた。寝ている生徒は美鈴なのだ。美鈴は自分で自分の体を見つめていたのだ。

　美鈴はそんな愛美を呆ぼう然ぜんと見た。自分の現実はあそこにあったのだと気づいた。愛美の隣が自分自身の存在価値のある大切な場所だったのだ。

　何故、こんな大切なことに気づかなかったのだろう。

「美鈴さんと愛美さんは接近するだけで、お互いにプラスの要素をやり取りしていました。その感情を人間的に表現するなら……愛してる、ですかね」

　イデアは微笑ほほえんだ。

　美鈴はシートに横たわる自分自身を見つめて、私はなんなのだろうと思った。ここにいる私はなんであるのか。

　現実でも仮か想そうでも精神を削そぎ取られ、最後に残ったのは愛まな美みだけだった。愛美を思う美み鈴すず自身だけが、このデータフィールドに残っている。

　美鈴はぼんやりと目の前の愛美を見つめた。

「……愛してる、か」

　美鈴の目からぽろぽろと涙がこぼれた。




　　　　　＊




　蒼あお井い典のり子こは立ち尽くしていた。

　吐はき気けを誘う生なま臭くさい匂においが充満していた。床ゆかはべったりとどす黒い血ち溜だまりができている。

　壁を見た。沢たく山さんの大小の画面が設置されていた。現在の画面の全すべては白黒の砂すな嵐あらしが表示されていた。はっと目を見開く。一瞬だけ目のイメージが表示されたような気がした。瞬まばたく瞳ひとみの映像。

　蒼井は画面を向いたまま、視線だけを落とした。床に転ころがっているのは生徒ではなかった。息苦しかった。しかし、確認するべきだと理性は訴えた。

　手首に腕輪が食い込んでいた。その腕輪から血が抜けたのだ。血はすでに焦こげついたかのように黒く固まり、生白く変色した体はぴくりとも動いていない。

　思った。死んでいるだろう彼らは、私たちを管理する側だったのでは、と。

　何故なぜ、こんなことに？

　自分の呼吸と心音だけが耳みみ障ざわりに響いていた。

　これで終わったのだろうか。

　その時、砂嵐の画面にカラフルなイメージが表示された。画面から画面に飛びまわる妖よう精せいの姿。

　蒼井は突っ立ったまま横目で窺うかがった。妖精が画面のひとつに停止し、こちらを向いて笑った。

「ここはルートから外はずれてますよ……ウフフ」

　妖精が言った。

　蒼井は何かを言おうとしたが、乾かわいた唇は空転した。

「上を目指してください。まだ、あなたたちのゲームは終わっていません」

　妖精は消え、画面は砂嵐に戻った。
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「終わったわ」

　美み鈴すずは扉を開けた。

　外には海が広がっていた。真っ黒な海と風と潮しお騒さい。

　狭せまい半円状のスペースには手すりが付いており、夜の海を背中にしたマイが寄りかかっていた。

「そうですか」

　マイは横目で海を見ながら答えた。潮風にマイの髪とワンピースの裾すそがはためいている。美鈴の目には、その光景は現実のものとしか見えなかった。もうこちら側の存在となった自分自身を感じた。

「現実の扉の外も、こうなっているの？」

「そうですよ。同じイメージをデータ化してます」

　隣のイデアが答えた。

　先ほどは、イデアに案内してもらい、クリスタル・ラビリンスのゲームクリアーの副賞を受け取りにいったのだ。

　美鈴は手すりに近づき、銃を海に放り投げた。銃と弾だん丸がんは闇やみへと消えた。

「いいのですか？」

　イデアが言った。

「もう使うことはないわ。これ以上の介かい入にゆうはしない」

　美鈴の放った弾丸は、この船の悪意の象しよう徴ちようを葬ほうむり去った。

　それだけで、終わってはいないのだ。しかし、美鈴は信じていた。生徒たちが作り出してくれるだろう安定を。彼らは、弾丸ではないコミュニケーションを使いプラスの感情をやり取りするはずだと。

「でも、いいの？　管理者に反抗して」

「この船を一時期管理するだけの人間です。私たちにはなんの関かん連れんもありません。私たちは、ただ成長し続けるソフィアの補ほ佐さをするだけです」

「データを集めて、か」

　この船のフィールドのデータ。同時に、フィールドにさ迷う人間のデータ。それを集め、管理と監かん視しをする。このような精密なデータの集合体が、ソフィアの正しよう体たいなのだ。

「ゲームの勝者の特典として、美鈴さんにはこの新世界の創そう造ぞうを手伝っていただくことになります。美鈴さんが欲していた、神にも等しいほどの存在価値が手に入りますよ」

「神か……」

「どちらにしろ、現実のボディーには戻れません」

　イデアは言った。現実の美み鈴すずはゲームの禁きん忌きを破り失敗したのだが、ここにいるデータの美鈴はゲームクリアーに成功したということだ。

　美鈴は船を見つめた。船はリアルなフィールドを再現するデータの集合体だ。

　ふと思った。何故なぜ、クリスタル・ラビリンスというゲームが存在したか。このゲームは、争あらそいをエスカレートさせるシステムと同時に、ソフィアの拡大を表現しているのではないだろうか。

　あの東京のフィールド。細部までリアルに表現されていた東京の街まち。あれは、この船のデータフィールドそのものではないか。

　ソフィアは、データを取り込み増ぞう殖しよくするようプログラムされているとしたら。そして、この船だけではなく、さらに外の世界に広がろうとしていたら。

　あの東京フィールドを作り、そこに人間たちを走りまわらせたのも、そのデータ収集の一いつ環かんだとしたら。

　監かん視しと管理は、世界に広がるだろう。世界が管理されるべきひとつの密室となるのだ。そんな新世界の創そう造ぞう。

「どうしました？」

　マイがこちらを見ていた。

「なんでもないわ。どうでもいいことよ」

　例えそうだとしても、人間の本質は変わらない。協調か裏切りか。そんな人間のコミュニケーションは変化することはない。

「綺き麗れいね、海。夜明け前の海がいちばん綺麗」

　美鈴はマイの横に立ち海を見つめた。

「そうですね」

　マイはフフッと笑った。

　その時、扉が開いて何かが入ってきた。

「イデアさん、アイテムの搬はん入にゆうですけ……あっ」

　ダンボールを運んできたウサギが、しまったといった顔をした。

「ごくろうさま」

　平然とダンボールを受け取るイデアの前で、ウサギは石のように固まっている。

「もういいわよ。今いま更さらあんたをどうしたところで、何も変わらないわ」

　美鈴は言った。

「そ、そうですか。では、また。私も忙いそがしくて……ああ忙しい」

　ウサギは扉の内側に走り去っていった。

「では、ごゆっくりどうぞ。私も、搬入されたアイテムを売らねばなりませんから」

　そう言うと、イデアも扉の中に戻っていった。

「ごゆっくりか」

　美み鈴すずは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「諦あきらめないでください。まずは現実に戻って、それから……」

「東京に戻る？」

「そうです。そこで会いましょう。美鈴さんに会いたいです。バーチャルじゃない体で会いたいです」

「でも、マイは」

　マイはにこりと笑った。

「私の部屋の扉は美鈴さんが開けてくれました。そこから私は自分の意思で外に出ます。だから、美鈴さんも」

　キラキラ光るマイの目を見て、美鈴は笑ってしまった。

「そうね。そのとおりよ。まずは現実に戻るよう足搔あがくわ。そこが私の居場所だもの」

　愛まな美みのことを思った。言葉を交わし触ふれ合あい、プラスの感情をやり取りしたい。愛美の隣が本当の自分の居場所であり存在価値のある場所だった。

　水平線が白くなっていた。

「私は朝日を見てから戻ります。そして外に出ます」

　マイが美鈴に身を寄せ言った。

「そうね。私も……あのウサギに案内させようかしら。ここまで連れてこられたんだし」

「あのアイテムを搬はん入にゆうしてたおかしなウサギですか」

　マイが笑った。

「そう言えば、あのダンボールの中には何が入っていたの？」

　美鈴は妙に気になり聞いた。

「えっと……沢たく山さんの銃でしたけど」

　ドクンと、美鈴の心臓が高鳴った。

　どこに搬入すると言ったのだろうか。ウサギはイデアに渡していた。イデアのショップだ。

　バラバラに散らばっていた思し考こうのパズルが組み立てられていく。仮想世界バーチヤルのゲームは終わったが、次は現実で行われるのでは？　ゲームが現実に移行するのだ。

　憎にくしみや争あらそいなどの災わざわいと共に現実に感かん染せんした。すでにマイナスの感情と共に、弾だん丸がんは現実に移い行こうしているのだ。

　足りなかった唯ゆい一いつのピースは銃だったのだ。今、それが埋うまろうとしている。

　美鈴は扉に飛びついた。しかし、扉は固く閉ざされていた。

　美鈴は扉に凭もたれかかったまま自問自答した。先ほど生徒たちを信じたばかりではないか。

「どうしました？」

　マイが振り向いた。

「……なんでもないわ」

　ゲームは続く。それでも生徒たちは、必ず弾だん丸がんではなく言葉を選択するはずだ。

「美み鈴すずさん、見てください」

　マイが水平線を指ゆび差さした。

「綺き麗れいですね」

　水平線に浮かんだあの太陽は夜明けのはずだ。

　金色に輝く海がとても眩まぶしかった。

　もしも東京に戻れたら、本物の海を見に行こうと思った。
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　あとがき




　気づくと今年の夏が終わっていた。

　今年の夏もいろいろとあったが、去年ほど異い様ような夏はなかったように思える。




　一年前、その頃ころの自分は、知り合いの家に居い候そうろうをして執しつ筆ぴつ活動をしていた。

　夏になり、家や主ぬしが「もう疲れたの」と言いだし、転職で北海道の実家に帰ることになった。家主は東京に疲れたようだった。

　自分はマジかよ、と驚きよう愕がくした。ここから出て行く当てなどなかった。その時に自分は、全すべてが終わったのだと確信した。

　諦あきらめた自分は、そのマンションの屋上でボーっと夜の東京を見ながら、ひたすら呆ぼう然ぜんとした。

　前は多た摩ま川がわがチラッと見えたのだが、いつの間にか目の前の激げき安やす量販店が五階に改築されており、まったく見えなくなっていた。海が見たいなあ、と思った。そうだ、旅に出ようと思った。島に行こうと考えたら、ちょっとワクワクしてしまった。

　翌日、浜はま松まつ町の竹たけ芝しば桟さん橋ばしから船に乗り、甲かん板ぱんの上からボーっと夜の東京湾を眺めていた。全てを投げ捨てたような一種の爽そう快かい感かんがあり、とても気分が良かった。

　ただ、近くでカップルが海を指ゆび差さしながら、お台だい場ばはあっちの方だよ、違うよこっちだよお、あっちじゃなくてこっち？　などと会話をしていたのが無む性しようにイライラとした。

　携帯電話が鳴ったのはそんな時だった。

「あのー、土橋君ですかあ？　フフフ、この電話なんだかわかります？」

　電話の向こうで明るい声が聞こえ、たぶんそんな感じのことを言っていた。

「実はメディアワークスでーす。ウフフ、驚きました？　君のナントカっていう作品が電撃大賞の最終選考に残って……」

　障しよう害がい物ぶつのない海上での携帯電話は妙にクリアに聞こえた。自分は携帯電話を耳に当てながら、強烈な虚きよ脱だつ感かんに襲われた。ただ疲れを感じて笑った。

「で、私が君の担当編集になったんでよろしくね。あれ、聞いてます？」

　まったく聞いてなかった。適当に相づちを打って携帯の電源を切った。

　複雑な気持ちで再び東京湾を眺めた。そばのカップルは未いまだにいちゃついていたので、お台場はあっちだよ、と教えてやってその日は寝た。

　それから、一週間ほど八はち丈じよう島じまの海岸でボーっと過ごして東京に戻った。とぼとぼと家に戻ると、すでに部屋はがらんとしていた。自分の少ない荷物だけが部屋の隅すみに積み上げられていた。

　部屋はあと一ヶ月ほど住むことができたので、ひたすらがらんとした部屋でボーっとした。

　そのうち、近所の友人が酒などを持ってくるようになり、夜な夜な宴えん会かいをしているうちに、あっさりと全すべてを忘れた。

　せっかく住むところもなくなったし、一年ぐらい旅をするのもいいかもなあ、と考えたらさらにワクワクしてしまい、皆と乾かん杯ぱいした。

　しかし、夏の終わり頃ごろに、あの担当の美人編集から「君のナントカっていう小説が、金賞になったのね」と、電話があり、現実に引き戻され、仕方なく次の生活のめどを立てなくてはならなくなったのだった。

　こうして２００６年の夏が終わった。




　それから一年後の現在、こうして振り返ってみて、まあ、なんていうか良かったなあ、って思いました。





土橋真二郎
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日東京生まれ。府中在住。趣味はキャンプで、夏には辺境の島の海岸に泊まりがけでぬるいビールを飲みに行く。花屋の店員として大量の菊に囲まれていたときに、一念発起し作家を目指し、第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。『扉の外』で文庫のイラストレーターデビュー。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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扉とびらの外そとⅢ
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